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  ３番 林   敏 治 君      ４番 林   隆 壽 君 
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開会 午前８時５８分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） ただいまから令和４年第３回与論町議会定例会を開会いたしま

す。 

これから、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、４番林隆壽君、８番野口靖夫君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（髙田豊繁君） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。 

お諮りします。本定例会の会期は、本日から９月１３日までの９日間にしたいと

思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は、本日から９月１３日までの９日間に決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 所管事務調査報告（環境経済建設常任委員会） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第３、所管事務調査報告を行います。 

環境経済建設常任委員会、原副委員長から御報告お願いいたします。 

○環境経済建設常任副委員長（原 栄徳君） 所管事務調査報告を行います。環境経済

建設常任委員会の所管事務調査について御報告を申し上げます。 

当委員会においては、「牛の糞尿を適正な方法によって有効な資源として活用で

きないか」が事あるごとに話題となっていました。さらに、牛舎からの悪臭、糞尿

による地下水や海洋汚染防止対策は、避けられない本町の喫緊の課題であります。

本町の堆肥センターの堆肥は、雑草の種子が除去されず耕地へ散布され、雑草が繁

殖し困っている農家が多く、評判が悪いことは言うまでもありません。言われ続け

てきた持続可能な畜産業の振興と、魅力ある観光地づくりという標語は、いまだ達

成される気配はありません。 

環境課題を所管する当委員会は、執行部担当職員とともに、先進地と言われるあ

らゆる地域や諸資料等をネットを通じて調べ、検討してまいりました。そして、こ

れらの中から諸課題解決の参考となる地域や施設を抽出して調査することといたし
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ました。順を追って御報告いたします。 

令和３年５月１０日午前９時から、南さつま市金峰町の（株）カミチクファーム

の牛舎を調査いたしました。飼料製造から、良質完熟堆肥（糞尿の処理）製造まで

を一貫作業システム化されたファームでありました。牛舎を一見し、無臭で清潔感

あふれる環境衛生が保全されていることに感心させられました。糞尿の流出防止策

として、敷材に九州全域の契約農家から取り寄せたモミ、ワラ等を粉砕し、土着菌

を混入するとのことであります。なお、水分含有率４０％にしサラサラ堆肥化する

ために、飼料は、九州全域の契約農家から送られてきた飼料用米や、量販店から出

る食品製造副産物等を活用した、オリジナルのＴＭＲ発酵飼料を与えているとのこ

とであります。この飼料は、もちろん良質な肉を生産するためでもあります。豊富

な敷料が確保できることは、本町と比較してうらやましい限りでありましたが、ス

スキ、ギンネムの木、倒木等を破砕して利用すれば、それなりの代替敷材として可

能と考えられます。 

さらに肉は自社で生産し、国内販売はもとより、海外にも販路を拡大しています。

社長以下現場責任者の懇切丁寧な説明を受けていると、強い情熱と未来への創造意

欲を感じることができました。 

これらのことから、本町においては当事者、すなわち農家は、それなりの問題意

識（改善意識）を持つ努力が求められるし、行政においては、現在に納得するので

はなく、迅速な情報収集と農家に積極的な行動意欲を喚起させる適切な指導が期待

されます。 

続いて、令和４年７月２７日午前１０時から、宮崎県新富町の（株）本部農場バ

イオガスプラントを調査いたしました。宮崎県のほぼ中央部の沿岸地帯に位置する

風光明媚な田園地帯にあり、のどかで環境豊かな地域にあります。本施設は、牛の

糞尿を原料としたバイオガスプラントで発電し、その電気を販売して収入を得るこ

とが主で、発電機からの排熱を利用して発酵槽や生物脱硫装置へ送り、除湿や加熱

をして完熟堆肥を製造することも目的とするプラントであります。近年の環境悪化

問題や地球温暖化現象に伴い、地域の学生を対象とした体験学習やインターン生の

受け入れ、若い就農者育成にも力を入れているとのことであります。 

私どもは、事前にプラントの設計施工業者である（株）バイオマスリサーチの担

当者等から施設の業務内容をリモートで説明を受け、質疑応答し、ある程度の知識

を得て調査いたしました。 

本施設の導入によって期待される効果は、パンフレットや事前調査によると以下

のとおりであります。 

労働負担の軽減（作業量の軽減）。消化液利用（メタン発酵後の残渣を良質な有
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機肥料として利用）。衛生的な敷料による牛の罹患防止。消化液から分離した固形

残渣から生産された再生敷料の活用。バイオガスによりつくった電気の販売で収入

を確保。酪農の環境衛生向上。これらのことが本物ならば、研究調査する価値があ

るとのことで実施いたしました。結果を申し上げます。 

消化液が１日約２２トンから２５トン出るとのことでありますが、貯蔵タンクの

確保や処理、いわゆる活用法に問題があるのではないか。これだけの量を散布した

場合、環境汚染につながらないか。 

敷料の材料がオガクズ、ワラであるが、消化液から分離された固形残渣の水分含

有量が高い。 

施設のメンテナンス料、更新時の費用をどうするか、説明がなされない。さらに、

付帯設備費は自己負担で管理者の設置をどうするか。 

電気の送電施設の建設費に対して、国・県の補助金がなく、自己財源の確保が難

題である。 

堆肥の温度が７０度以下のため、敷材の種類によっては雑草の種子が死滅せず、

良質の完熟堆肥とは言えないのではないか。 

これらの問題点が指摘されます。 

よって、本町の課題解決にはほど遠い事業であると結論づけられましたが、今後

の国や県の動向を注視していくことが望まれます。 

７月２７日３時３０分から４時５０分まで、鹿児島県庁を訪問し、県議会３階会

議室において、大島地区選出の禧久県議同席のもと、「かごしま未来創造ビジョン 

脱炭素社会の実現と豊かな自然との共生」、バイオマスエネルギーの利用をテーマ

に勉強会を行いました。 

政府は、脱炭素社会の実現を目指して政策を提示し、温室効果ガスの排出量を２

０３０年度までに１３年度比４６％削減し、５０年度までに実質ゼロとする目標達

成のために、ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）実行会議を立ち上げ、今

後１０年間にわたり、官民で１５０兆円規模の投資を進める行程表をまとめ、再生

可能エネルギー普及など脱炭素社会の変革によって、社会経済や産業構造の転換を

加速させようとしています。 

これらの諸施策の発表を受け、今まで調査してきた諸案件の解決の一端として参

考になればと、県の積極的な諸施策を期待して畜産の側面から説明を受け、質疑応

答形式で臨みました。県からの配布資料等を添付してありますのでお目通しをお願

いいたします。 

「畜産バイオマスエネルギー導入活性化事業」は、令和２年度から４年度までの

事業で、事業計画を希望した３町村（東串良町、宇検村、徳之島町）で導入すると
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仮定した調査をもとに問題点を洗い出して実施を検討し、令和４年度に事業推進協

議会を開催して事業化に向けて協議するとのことであります。 

なお、令和５年度以降の同事業の予定はないとのことでありますが、本町で導入

を検討した場合、次のとおりであります。 

１、プラントの建設費用（電力の地産地消のみ）の３分の２を国が補助、宮崎県

新富町のプラント建設費は３億円。２、プラント建設費、備品購入等の補助は、県

はなし。３、設備等の維持管理費、施設更新に係る費用は自己負担。４、発酵方法

に湿式と乾式があり、現在の事例の多くは酪農牛による湿式タイプである。５、湿

式の場合の問題点は、消化液の処理・利用がある。毎日出る消化液（宇検村モデル

で２２トン）を備蓄するとなると、タンク設置場所の確保が必要。消化液を直接ほ

場に散布すると、地下水汚染がよりひどくなることが予想される。６、乾式の場合

は発酵が難しい。肉用牛の糞尿は、チッソ・リンが少ないため発酵しにくい。他の

発酵促進原料が必要となる可能性がある。７、原料回収、堆肥等の散布、施設管理

者等の人材確保が必要。 

以上のことから、県においては、現在のところ、独自の施策を意欲的に検討して

いるとは言えず、今後、必ずや到来するであろう脱炭素社会の実現に向けて、国の

活発な行動が予想されることから、バイオガスプラントにかかわらず、アンテナを

高くして情報収集に努める必要があると思われます。 

最後に、７月２８日午前８時３０分に宿を出発して、１２時まで、財部町にある

（株）山有財部工場の調査をいたしました。本工場は超高温好気性発酵システム、

ＹＭ菌（微生物）の力で、廃棄物を物質（堆肥化）に変換させるという画期的な方

法で完熟堆肥を製造しています。この製品は「かんとりースーパー」という製品名

で商標登録されて販売されています。この製品で生産された果物、野菜を試食させ

ていただきましたが、甘く美味しく、好評でありました。主な原料は、平川動物園

の動物の糞、かごしま水族館の汚泥、焼酎芋の残渣、焼酎廃液等であります。発酵

方法は、含水率の低い原料はＹＭ培地で、含水率の高いものはＹＭ培地プールで混

合し、ホイルローダーで発酵槽へ堆積させ、さらに発酵槽でエアレーションにより

通気管理を行い、発酵温度を観察しながら、ショベルで切り返し作業を平均５回か

ら６回程度行うとのことであります。発酵工程完了の目安は含水率３０％以下で、

混合から発酵までの期間は約４５日程度であり、仕上がった製品の一部は再び混合

用の種菌として活用されます。 

超高温好気性発酵システムの特徴は、１、水分調整材（モミ・ワラ）の添加が不

要である。水分含有率３０％程度の返送品（戻し堆肥）を利用するため。２、臭気

低減効果。ＹＭ菌による臭気成分の分解効率が高く、好気性発酵のため悪臭の発生
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が低く抑えられる。３、発酵温度が９０度から１００度になるため、雑草の種子が

死滅するということであります。調査の結果、①大型投資が必要ないこと。②既存

する堆肥センターと重機で対応できること。③ほかに有望な菌が出現したとしても、

本町の堆肥センターを利用することで対応できること。 

以上のことから、一連の調査を通して、この（株）山有のシステム施設は、当委

員会の求めてきた所期の目的に適しているのではないかという結論に至りました。 

最後に調査するに当たり、御協力いただいた全ての皆様に感謝申し上げ、委員会

としての所管事務調査についての報告を終わります。 

○議長（髙田豊繁君） これで所管事務調査報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 常任委員の選任 

○議長（髙田豊繁君） 日程第４、常任委員の選任を行います。 

お諮りします。常任委員の選任については、委員会条例第７条第４項の規定に

よって、林敏治君、林隆壽君、福地元一郎君、大田英勝君、髙田豊繁君の５人を総

務厚生文教常任委員に、南有隆君、原栄徳君、喜山康三君、野口靖夫君、沖野一雄

君の５人を環境経済建設常任委員に、南有隆君、原栄徳君、林隆壽君、喜山康三君、

大田英勝君の５人を広報常任委員に指名したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、常任委員はただいま指名しましたとおり、選任することに決定しま

した。 

これから、各常任委員会の委員長及び副委員長を互選していただきます。 

暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前９時１８分 

再開 午前９時１９分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

常任委員会の委員長及び副委員長が、次のとおり決定した旨通知を受けましたの

でお知らせします。 

総務厚生文教常任委員長に林隆壽君、同副委員長に林敏治君、環境経済建設常任

委員長に野口靖夫君、同副委員長に原栄徳君、広報常任委員長に大田英勝君、同副

委員長に南有隆君、以上のとおりですので、報告を終わります。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議会運営委員の選任 

○議長（髙田豊繁君） 日程第５、議会運営委員の選任を行います。 

お諮りします。議会運営委員の選任については、委員会条例第７条第４項の規定

によって、沖野一雄君、林隆壽君、野口靖夫君、大田英勝君、林敏治君の５人を指

名したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議会運営委員は、ただいま指名しましたとおり、選任することに決

定しました。 

これから、委員長及び副委員長を互選していただきます。 

暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前９時２１分 

再開 午前９時２２分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

議会運営委員会の委員長及び副委員長が、次のとおり決定した旨通知を受けまし

たのでお知らせします。 

委員長に野口靖夫君、副委員長に林隆壽君、以上のとおりですので、報告を終わ

ります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 諸般の報告 

○議長（髙田豊繁君） 日程第６、諸般の報告を行います。 

報告事項につきましては配付してありますが、その概要につきましては、事務局

長に朗読させます。 

なお、本会議に提出されました請願・陳情につきましては、請願・陳情文書表の

とおり、関係常任委員会で審査をお願いします。 

事務局長。 

○議会事務局長（町 健司郎君） 諸般の報告をいたします。 

町長から令和３年度与論町健全化判断比率の報告、令和３年度与論町公営企業資

金不足比率の報告、与論空港株式会社の事業計画及び決算に関する書類の提出があ

り、町監査委員から令和４年７月分の例月現金出納検査結果報告書が提出されてい
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ますが、その写し（出納検査結果報告書については一部の写し）を配付してありま

すので、御一読ください。 

なお、閉会中における町外での会議・活動等については、次のとおりであります。

お目通しをお願いします。 

また、議会だよりについては、６月の定例会の内容を特集した「よろんちょう議

会だより第１４４号」を全世帯及び関係機関等に配布してありますが、編集作業に

当たった広報委員をはじめ、御協力いただきました関係者の皆様に感謝申し上げま

す。 

以上で報告を終わります。 

○議長（髙田豊繁君） これで諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 一般質問 

○議長（髙田豊繁君） 日程第７、一般質問を行います。 

順番に発言を許します。 

１番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） おはようございます。それでは、通告書に従って一般質問をさ

せていただきます。 

１ 第７波に伴う新型コロナウイルスについて 

(1) 島民や観光客の往来が増え新型コロナウイルス（第７波）の感染者が島

内においても増えてきている。飲食時や家庭内感染が主流となっているが

与論町としては今後の感染対策をどのように図るか伺いたい。 

(2) 最近ではマスクの使用方法も変わってきている。厚生労働省のＨＰにも

熱中症予防の観点から必要のない場面ではマスクを外すことを推奨してい

るが町としてはどのように町民に周知するのか伺いたい。 

２ ＧＩＧＡスクール構想によるタブレット端末の活用と取り扱いについて 

(1) ＧＩＧＡスクール構想によるタブレットを使用した授業を行っていると

思うが、どの程度授業に利活用しているのか伺いたい。 

(2) タブレット端末の家庭内での扱い方やネットトラブルなどの注意喚起は

どのように指導しているのか伺いたい。 

よろしくお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） おはようございます。お答えをいたします。 

まず最初に、新型コロナウイルスへの今後の感染対策についてどうするかという

ことです。 
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新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、町民の皆様におかれましては、日

常生活の制限や地域経済にも大きな影響が続いている状態となっています。新型コ

ロナウイルス感染症が未だ収束が見えない中、医療、介護の現場を支えておられる

従事者の皆様をはじめ、日頃から感染対策に御協力していただいている事業者や町

民の皆様に深く敬意と感謝を申し上げます。 

感染対策については、国は簡略化を進めていますが、鹿児島県においては、「Ｂ

Ａ.５対策強化宣言」を発令しており、感染防止対策の徹底や医療現場を守る取り

組みを行っています。 

与論町においては、今後の町内における感染対策について、飲食時や家庭内感染

が続いていることも念頭に、専門家を招いて研修会を行い、「離島であること、限

られた医療資源であること・社会機能の維持が必要であること・高齢者の割合が多

く、人と人の距離が近いことなどからきめ細かな対策が必要である。」と助言いた

だきましたので、「（Ａ）あたり前のことを（Ｂ）馬鹿にしないで（Ｃ）ちゃんと

やる」という感染対策を維持するとともに、さらに警戒レベルの見直しを行い対策

の強化を図ってまいります。またワクチン接種を進めることが重症化予防には効果

があるので、今後も集団接種と医療機関施設における個別接種で接種率を高めてま

いりたいと考えています。 

次に、マスクを外すことについてです。 

ワクチン接種と同時に、マスクの着用・手指消毒・換気・身体的距離の確保・よ

く手が触れる環境の消毒をすることを続けて実施できるよう、戸別無線や週報等で

の広報を続けて行います。その上で、国の動向と同様に熱中症が懸念される場面な

ど、時と場に応じて自己責任において判断し、外しても差し支えないと思われます。 

マスク着用に関しては、「自分が病原体を持っているかもしれない」「相手も病

原体を持っているかもしれない」という意識を持っていただけるよう、働き掛けを

続けてまいりたいと考えています。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） それでは、ＧＩＧＡスクールにおけるタブレット端末の活用

についてお答えいたします。 

授業におけるタブレットの活用例としましては、インターネットを活用した調べ

学習をしたり、体育の授業で自分の運動する姿を写真や動画で撮影し、自分の動き

を振り返り改善する際に活用したり、児童の図工の作品に対して皆で感想を寄せる

際に活用したりするなど、さまざまな場面で役立てています。 

その他にも、自分の考えや感想をタブレット端末に書き込み、全員分の意見をモ

ニター上で写し、感想を共有する授業も見られます。このように全員の意見をモニ
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ター上で共有することが可能となったことで、これまで手を挙げて自分の意見を発

信することが苦手な子供の意見にも目を向けることができ、授業の深まりが期待で

きるようになります。 

さらに、タブレットを活用した意見交換の際には、キーボード入力ができる力が

必要となります。このことから、タイピングの練習ができるサイトを利用して入力

スキルを高める取り組みを行うことで、一人一人がタブレット端末に触れる機会を

増やし、抵抗なく意見交換を行うことができるよう取り組んでいます。 

今後も１人１台端末の利活用を積極的に進め、利活用の質を高め種類を増やし、

ＩＣＴ教育が充実するよう努めてまいりたいと思います。 

次に、タブレット端末の活用の取り扱いについてのトラブル等に関してです。 

ＧＩＧＡスクール構想が進む中、本町３小学校１中学校へ１人１台端末が整備さ

れ、情報モラル・情報セキュリティの指導はより一層重要となっています。 

児童生徒には、教育委員会から、情報モラルに関する配慮事項も情報提供してい

ます。また、管理職研修会や情報教育担当者会においても研修を行ったり、啓発資

料を配付したりと、児童生徒の指導に活用できるようにしています。 

学校では、授業において児童生徒への情報教育を推進しています。そして、実際

の情報取り扱いの場面での指導も行っています。 

さらに、講師を招いて保護者や教育関係者を対象とした教育委員会主催のイン

ターネット安全教室も開催しました。その内容は「スマホ・タブレット社会を生き

ていく与論の子供たちを守るために」を演題として、インターネットトラブルの事

例をもとに、フィルタリングの設定やパスワード管理の重要性についての講演会で

した。 

今後も、学校と家庭と連携しながら一層の啓発に取り組んでまいりたいと思いま

す。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） 答弁ありがとうございます。それでは、中身の方を質問させて

いただきます。 

現在、全国においても新型コロナウイルスがまた増えてきています。ですけど、

全国的に見ますと、徐々にピークアウトしてきているのではないかなというふうに

は感じていますが、現在与論町においても感染者数が累計で９８８人ほど、もうす

ぐ１,０００人になろうとしています。１,０００人ということは、人口のおよそ２

割は感染しているのではないかなという計算になります。中には２回、３回とか

かっている方もいらっしゃると思うのですが、現在、町長としては、この１,００

０人ほど感染している状況についてどう思われるかお願いします。 
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○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 人口からしまして約２０％という、本当に非常に高い罹患率を

示しているわけですが、大変危惧をしています。ただ１つ救われるのは、これに

よって重症化するところが少ないというようなことと、また、後遺症についてもそ

んなに厳しい後遺症が今のところ聞かれていないということで、救われてはいるわ

けですが、今後本当にこれ以上増やさないためにも、何とか取り組んでまいりたい

なと思いますが、何しろ病院の方がいっぱいでございまして、家庭で待機するとい

うことになりますので、非常に防ぎようがなくて大変今危惧しているところですが、

とにかく当たり前のことを馬鹿にしないできちんとすると、ちゃんとするというよ

うな感染対策を各々が徹底していく、これに限るのではないかなと思っているとこ

ろです。そういうようなこと啓発をしてまいりたいと思っています。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） やはり今言われたとおり、重症化しない若しくは本当にかから

ないということが、一番大事な感染予防対策ではないかと思います。そのためには、

やはりワクチン接種は必要ではないかと思っています。現在の与論町のワクチンの

接種状況についてお聞きしたいと思います。お願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 林健康長寿課長。 

○健康長寿課長（林 末美君） お答えします。 

今、４回目の接種を７月から進めているところです。まだ、７月から始まって、

７月、８月と４回目接種を進めているところで、ちょっと割合はまだ出していない

ところです。順次通知をして進めてまいりたいと思っています。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） それでは、１回目、２回目、３回目のワクチン接種率について

もお願いいたします。 

○議長（髙田豊繁君） 林健康長寿課長。 

○健康長寿課長（林 末美君） 今、手元に持ってきていますのが、申しわけないので

すが３回目接種終了の数字しかないのですが、それでよろしいでしょうか。３回目

接種終了が６５歳以上だと島内で９３.５％、１８歳から６４歳だと８２.９％、対

象者全体でみますと８７.６％が終了しています。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） なかなかワクチン接種率というのは、与論町においてもやはり

高いと思われます。全国でもやはり１回目が約８２％、２回目が８０％と高いので

すが、３回目になりますと６０％と下がってきています。僕的に考えたのは、ワク

チン接種率が下がるというのはなぜなのかというと、やはり２回目打って３回目、
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それでもかかるとなると２回打ってもかかる、３回打ってもかかる人が出るとなる

と、３回目、４回目は必要なのかと。私としてもそう考えてしまうのが人間の常で

はないかと思っています。それに加えて、鹿児島県においても「ＢＡ.５対策強化

宣言」を発令されています。８月３日に発令された宣言も、期間が延びまして９月

３０日までとなっています。これは、早期ワクチンの接種、高齢者の基礎疾患のあ

る人は感染リスクの高い場所に外出するのを控えるとか、重症化リスクの低い人は

検査キットで自己検査するなどありますが、やはり島民において、検査キットとか

無料ＰＣＲ検査に行く人がどれだけいるのかと考えたとき、結構、茶花の海岸とか

あちこちで無料ＰＣＲ検査をしているのを見たりするのですが、車がいつでも停

まっているというのを見たことはありませんし、たまに人がいるかなというのを見

るぐらいです。さらに加えて自己検査、検査キットを購入すればいいのではないか

と思いますが、与論町において検査キットを販売しているところも見当たりません

し、ネット上では売っていますが、やはりネットを使って買ってまでするかという

と、ちょっとそれはどうかなという疑問は残ります。今後、町として検査キットな

り無料ＰＣＲ検査を受けるということを、是非とも町民になるべくするようにと告

知して、自己対策を高めるようにすることが必要ではないかと考えますが、いかが

でしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 林健康長寿課長。 

○健康長寿課長（林 末美君） こちらの方も、無料ＰＣＲ検査や自己検査について検

討させていただいているところではありますが、与論病院の高杉先生と協議をさせ

ていただいて、今のところ検査はちゃんとできているので、結局自己判断でされる

より、病院での検査を先生としてはお勧めしますということなので、こちらはまだ

告知していないところですが、今のところ医療機関が対応できているということで

このような対応をしていますが、今後、医療機関が対応できないというようになっ

たら、そのような告知をしてまいりたいなと思っています。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） 今ございましたように、病院で検査できるということは、もう

いきなり行って病院でも検査しても大丈夫ということでよろしいですか。（「はい」

と呼ぶ者あり）わかりました。 

それと、以前そういったのどが痛い、声が出ない、だるいということで、病院に

検査に行かれた方がいまして、その方は行ってあまりの多さに１時間ほど待たされ

たという方もいらっしゃいました。こういうことを見ますと、毎月大体１００人程

度与論町から感染者が出ているのを考えますと、以前は沖縄から自衛隊なりドク

ターヘリが来て、奄美大島、沖縄県、鹿児島市に搬送しておりましたが、今は全く
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来ないということは、与論病院において対応できているのかなと思いますが、実際

ですね、一日最悪１００人ぐらい出たときに、本当に与論病院として対応できるの

か。それとその患者ですね、重症化なり軽症者から中等症、重症化になりそうな

方々の対応というのは、今後ちゃんとできているのかお伺いします。 

○議長（髙田豊繁君） 林健康長寿課長。 

○健康長寿課長（林 末美君） 一度に多数の方が感染するという、まだリスクの高い

状況ではありますが、今後そのような多数の発生者が出た場合の検討は、まだ病院、

保健所とも進めてはいないので、今後進めてまいりたいと思います。ありがとうご

ざいます。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） それと大人だけの話ではなくて、やはり小児の新型コロナウイ

ルス感染症による死亡例も全国でも出てきています。鹿児島県においても、１歳児

と１１歳児が新型コロナウイルス感染症で亡くなっているという事例も出てきてい

ます。そう考えますと、やはりワクチンの接種というのも大人、高齢者、基礎疾患

だけではなく、小児、１歳から２歳児とかに対する告知も必要だと思ってきていま

すが、今後町として、コロナワクチンをどういうふうに町民に接種を進めていくの

か伺います。 

○議長（髙田豊繁君） 林健康長寿課長。 

○健康長寿課長（林 末美君） ありがとうございます。小児ワクチンの接種率も確か

に低迷がございまして、週報等だけではなく、与論情報局を使ったり、今若いお母

さんたちが情報を入手しやすいように、いろいろな告知をさせていただいていると

ころでありますが、先ほどからも御指摘があるように、小児の重症化が少ないとい

うところで皆さん二の足を踏まれて、接種率が確かに低い状況であります。ただ、

先日の専門家の研修会にもあったのですが、小児の重症化はしないというのはもう

今は通用しないというところで、やはり重症化が今は見られているところから、そ

れぞれの各家庭にできるだけ丁寧に届くように、広報啓発を進めてまいりたいと

思っています。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） わかりました。それではですね、小児についてはそうですが、

今後、今この状況ですね、台風１１号が来て与論町においては直撃しませんでした

が、宮古・石垣が三日三晩、台風にさらされるということがありました。今後、与

論町にも台風が来ることは考えられます。そう考えた場合、今回みたいな猛烈な台

風、風速６０メートルから７０メートル吹くと言われていた台風が、万が一与論町

に直撃となった場合、避難所は多分砂美地来館、あとは防災センターになるかと思
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いますが、そのときのコロナ対策を考えた場合、多分皆さんマスクして手の消毒は

すると思うのですが、その次、万が一避難所の中で避難してきた人にコロナが発生

した場合、一体どういうふうに対策を取るのか伺います。 

○議長（髙田豊繁君） 林健康長寿課長。 

○健康長寿課長（林 末美君） 御指摘ありがとうございます。この台風時の避難方法

については、昨年度から専門家の意見を踏まえてずっと検討させていただいている

ところです。感染者に関しては、１つの避難所を感染状況に応じて開設させていた

だいて、砂美地来館である場合、福祉センターである場合、中学校の体育館とかそ

れぞれの体育館でのゾーニングをちゃんと準備しておりまして、パターンに分けて

検討させていただいているところです。感染者に関しては、こちらの方ではちょっ

と情報がつかめないところではありますが、緊急避難がどうしても必要であった場

合、保健所とも情報連携をさせていただいて、個別の電話で対応させていただいて

います。避難の御希望があるかどうかというのも今回も全数把握させていただいて、

避難をされるかどうかを陽性者の方だけですね。というところも、こちらの方とし

ては対応させていただいて、できるだけ避難所での感染を広げない対策を進めてい

るところです。避難所に入るときには、まず検温をしていただいて体調チェックを

していただいて、具合が悪くなったらすぐ申し出ていただいて、また別のお部屋、

注意するお部屋を準備して、それぞれにゾーニングは分けて準備しています。以上

です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） そういった場合、砂美地来館もある程度大きさは決まっていま

すので、そこの中で万が一出た場合ですね、ほかの方々は濃厚接触という扱いにな

るのか。それと避難をしに来た方々、さらにそこで働いている職員の方々も、全員

１回はまたＰＣＲ検査をするのか。そこら辺はどうですか。 

○議長（髙田豊繁君） 林健康長寿課長。 

○健康長寿課長（林 末美君） そういうことがないように、先ほどもお願いしたとこ

ろなのですが、「自分が病原体を持っているかもしれない」、「相手も病原体を

持っているかもしれない」というところで、感染対策を十分にして間隔も広げて、

収容人数も一応カウントさせていただいて制限させていただいています。なので、

できるだけその不備がなければ、濃厚接触者に当たらないと思うような対策で臨ん

でいます。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） わかりました。それでは、島民はこういう形でわかりましたが、

今来ている観光客ですね、もし観光客の方が感染した場合の対応はどのようになっ
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ていますか。お伺いします。 

○議長（髙田豊繁君） 林健康長寿課長。 

○健康長寿課長（林 末美君） 台風時の観光客ということですか、平常時ではなくて。 

○１番（南 有隆君） 両方です。 

○健康長寿課長（林 末美君） 平常時も台風のときもなのですが、平常時は、宿泊療

養施設に待機していただくようにお願いしているところと、宿泊療養施設も１２床

しかありませんので、各旅館、施設の方に、宿泊に少し余裕をもって待機すること

があるということでお願いしているところです。台風のときには、島外者の避難所

というのも、今何人の方が台風で避難するかということでできるだけ事前に数字を

把握させていただいて、ちょっと大きめの中学校の体育館を借りるなど、島外者の

方と島内者の方が、一緒の避難所に避難しないような対策というのも取っています。

以上です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） 沖縄の事例によりますと、沖縄でもし観光客の方が感染した場

合は、まず沖縄に連絡するところがありまして、そこに連絡をします。そこで濃厚

接触者若しくは新型コロナウイルス陽性者と判断された場合は、その泊まっている

ホテルに取りあえず隔離するというようにしていますが、もし、観光客の方が感染

した場合、与論町としてはそのホテルに隔離するとしたほうがいいのか、それとも

やはり先ほどおっしゃったように、万が一台風とかで移動が困難なときには、わざ

わざそういう危険を冒してまで外に出す必要があるのか、どちらの方がよろしいと

思いますか。 

○議長（髙田豊繁君） 林健康長寿課長。 

○健康長寿課長（林 末美君） それは、時と場合によるかと思いますが、陽性者がホ

テル内で隔離できる場合は、事業主の方に御協力いただいてホテル内での隔離もお

願いしています。それで、どうしても行き場がなければ宿泊療養施設、大多数に

なった場合は、大きな１つの施設を貸し切ってというようなことになるのかなと

思っています。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） わかりました。あと実際僕の周りにも、島外から来るときには、

羽田空港でＰＣＲ検査を受けて陰性とわかってきている方もいらっしゃいます。で

すが、来た観光地において感染してまた帰るというパターンもあります。そういっ

た場合、来島したときには陰性でした。ですが、帰って感染が確認されたという場

合は、やはり宿の方にとか観光客の方から連絡がいくようにしているのか、どう

なっているのかお聞かせください。 
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○議長（髙田豊繁君） 林健康長寿課長。 

○健康長寿課長（林 末美君） 先ほどもお話したとおり、今のところ検査体制として

は町内では与論病院、パナウル診療所で検査ができて、全数把握ができるように

なっているので、その全数把握をした後、保健所に患者の登録をさせていただいて、

ハイリスクの人たちは保健所が支援して、リスクが低い方たちに関してはコロナ

フォローアップセンターの方で経過を見ているということなので、全数保健所の方

で把握ができて、フォローが追えているものと思っています。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） すみません、僕の言い方が悪かったのでしょうか。例えば東京

から与論に来島しました。与論に来るときには陰性でした。ですが、与論から東京

に帰って１日、２日で感染が確認されました。そういった場合、「感染しましたよ」

という報告は、宿の方とか町の方にするのかということです。というのを、やって

いるのかどうかというのを聞きたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 林健康長寿課長。 

○健康長寿課長（林 末美君） 今のところ、そのシステムに関してはちょっとわかり

ませんので、保健所の方に確認したいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） わかりました。コロナ対策は、現在国の方でもレベルを下げる、

簡略化するということは言っています。なかでも、全数把握も今自治体に任せよう

としています。今までは、医師が発生届を出して、保健所に届け出、その中で全数

把握をしておりましたが、今度からしようとしているのが、その発生届の対象を自

治体の判断で、高齢者又は重症化リスクが高い人などに限定可能にして発生届を出

すと、そして対象外の感染者の人数は取りあえず抜くと、そういうふうにしようか

というようになっています。やはりｗｉｔｈコロナを目指す中ではそういうことも

大事ではないかと思いますが、この対象外から外れた人、自宅療養中の方や無症状

の方が急に体調が悪化した場合、それに気付かないで本当に死亡に至るということ

もあるのではないかと思っています。そうなると、余計に医療機関に負担がかかる

のではないかと私は考えるところであります。その中で、テレビでもよく言ってお

りました日本感染症学会とか日本救急医学会の４学会は、「６５歳未満で持病がな

く、軽症の場合は慌てて受診することはない」とも言っています。その中の声明の

ポイントとして、「軽症で、若く持病がなければ、慌てて受診する必要はない。症

状が重い場合、３７.５度以上の発熱が４日続くとき、高齢者、持病がある人、妊

婦らは早めにかかりつけ医に相談する。顔色が明らかに悪い、息苦しい場合などは

１１９番する。救急車を呼ぶか迷ったら、かかりつけ医や♯７１１９等の窓口に相
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談する」というようになっています。やはりですね、コロナも重症化する人、しな

い人で徐々に分けつつあります。ですが、先ほどから述べているように、体調とい

うのは急に悪くなったりすることもあります。１週間くらい前なのですが、知り合

いがコロナではなかったのですが、のどが痛くて発熱したというのがありまして、

私のところにＬＩＮＥで連絡が来たのです。なぜＬＩＮＥなのかと思ったら、本人

がしゃべられないと。のどのあまりの痛さでしゃべられなくてどうしようもないか

らＬＩＮＥで送ったと。僕から救急車を呼んで病院に連れて行ったのですが、そう

いうことを考えますと、以前、消防議会でも話が出ましたが、島の高齢者が方言で

しゃべりますと沖永良部の人はわかりません。私も沖永良部の方が方言でしゃべる

とわかりません。そうなると、それと同じようにのどが痛くでしゃべられない、そ

ういった場合、どういうふうに救急車を呼ぶのか。ＧＰＳでもあって位置情報がで

きれば、それはいいと思いますが、そういうことも考えると、町としてもこういう

最悪の場合を考えて行動をして、なるべく町民を守るようにしていただきたいと思

います。 

それと、最近では、新型コロナウイルスも２類から５類に下げたほうがいいので

はないかというようにも言っています。もうインフルエンザ並みでいいのではない

かと、薬もできている、もうそろそろ下げるべきではないかと。そうしないと経済

も回らないし、陽性者になれば１０日間休む、濃厚接触者でも５日間と、そうなり

ますと人手不足の中で仕事というのは回せなくなっています。 

そこでなのですが、１つの資料として、新型コロナウイルスが５類になった場合、

どんな変化があるかといいますと、まず全体数把握は必要なくなります。受診場所

も普通の一般医療機関で発熱外来だけで済みます。ですけど、診察や検査費用、２

類ですと全額公費となりますが、５類になりますと３割の自己負担となります。今

のところ、軽症というのは自宅療養プラス検査、あと中等症は大体入院、重症化も

入院となっています。もしこれが本当に５類に下げられた場合、どういうふうにな

るか、どれだけ個人に負担がかかるかといいますと、まず、現在２類ですと中等症、

軽症、重症だと原則無料です。無料で診察を受けられます。これが５類になります

と３割負担となります。大まかなことで調べたのですが、軽症ですと、約１回につ

き初診料プラス検査費用で７,０００円かかります。中等症になりますと１１日間

入院と仮定しますと約１０万円。これは食事代を除きます。重症化になりますと、

約１５日間の入院になりますと約２０万円かかります。これは飲食代とか部屋代は

除いています。これぐらいかかりますので、是非とも、今後新型コロナウイルスに

対して、人がもう２割以上に来ていますので、なるべくでも低下をさせてゼロとい

うのは難しいとは思いますが、できれば本当に一桁台で済むようにしていただきた
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いと思います。 

新型コロナウイルスに関わりますマスクの使用、これもまた新型コロナウイルス

の予防の１つとなっていると思います。今、夏前３月から４月にかけては、マスク

を着けても暑くはなかったのですが、現在は、マスクを着けると熱中症というのが

多く出てきています。その中で、まず与論町としてのマスクの扱い方ですね、仕事

場とか農作業中、運動するときとか、そういったところのマスクの使用についても

いろいろ告知をするべきだと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 先ほどもお答えを申し上げましたように、結局いろいろな災害

のときの危機管理というのは、やはり自分で判断することが一番だと思います。自

助、互助、共助、公助という順番だ思いますが、一から十まで町がこうしなさい、

広報をそうしなさい、マスクはしなさい、するなというよりも、本当に自分が１人

で農作業しているときにマスクをする必要はないというのは、誰でも判断できるわ

けです。また、あるいは誰もいないところでジョギングをしたり、散歩をしたり、

あるいは運動をするときにはマスクをする人はいないと思いますので、やはりそう

いうふうに自分で考えるというようなことで、大事なことは、自分も人にうつすか

もしれない、人からまたうつるかもしれないという場合には自然とマスクはすると

いう、そういうふうな考えも必要かなと思っているところです。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） 確かに人にうつさないということが一番大事だと思います。畑

とかで１人の場合はですね、積極的に外してもらったほうが自分の命を守るという

ことになりますので、そこを感じます。 

では、教育長にお伺いしたいのですが、学校ではどのようなマスクの指導をして

いるのかお聞かせください。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） ありがとうございます。基本的には、学校の場合には、文科

省がある程度ほとんどラインを示していただいています。基本的にいきますと、着

用の必要がない場合は、こういう、こういう、こういう場合ですよというようなこ

と、人との距離がしっかりされていな環境や、きちんとされていない長い時間会話

をお互いにするなどというところはしなければいけないが、距離があってほとんど

会話がなくてという授業の場合は、マスクは外していいですよと。戸外で運動をす

るときはこうこうですといった、細かいですがそういったものが来ますので、基本

的にその後は、今度は学校から家庭にそれを守ってわかりやすくですね。登下校も

今まではほとんど一緒にみんなでマスクということでしたが、親の判断で登下校に
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おいても集団でいっぱいお話をしたりする場合は、当然着けなければいけない、

さっきのような発想ですね。だが、ちょっと自分が離れて１人で帰るよというとき

には、もうマスクは外して。そういう年齢の指導ができるのは、発達段階に応じて

できない場合、低学年であるときは、「はい、ここでみんな外しましょうね」とか

いう時間を設けて、大人がいわゆる１０分とか１５分の短い間の活動のときには外

させてあげるというようなことを、そしてくどいですけど、「ちょっと息苦しいな

と思ったら外してね」というようなサインも教えておくというような、いろいろな

指導をしながら、先ほど町長がおっしゃったのと似ているのですが、子供たちも自

己判断ができるようにして、そこで発表がないのにずっとマスクを着けないでいる

子を怒ったりすれば、みんなやれということになるので、そういう判断を先生も自

然に行っていけるように、自助判断、自主判断ができるようなことも、くどくどと

説明をしていくというように努力しています。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） わかりました。マスクも時と場合によって使い分けをしていた

だきたいと思います。生徒の中には、本当にあの子が外していないのに、私が外す

とちょっと嫌だなという気持ちになる生徒もいると思います。そういうときは、先

生から一言でも「外していいのですよ」と、「今はみんな外しましょう」というこ

とも声をかけるようにしていただきたいと思います。 

それでは、次の２の質問事項に移りたいと思います。ＧＩＧＡスクール構想によ

るタブレット端末の授業ですが、現在、もうすでに生徒に１人１台わたっていると

思うのですが、現在の通信状況、Ｗｉ－Ｆｉだったり校内のＬＡＮ、ネットワーク

等はどのようになっているのかお伺いします。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 学校の方のＷｉ－Ｆｉは、最低限必要なところにはまだ置い

ていますが、例えば、学校によっては各教室等はオッケーであっても、体育館とか

理科室とか特別教室まで十分回っていないところもありまして、学校からは、そう

いったところでも使えるようにというような要望は上がっています。まだ、当然で

すが、予算の関係でそこまではばっと対応はできないので、順次というようなこと

で対応しているところであります。御存じのように、１人１台はもう全員に配布し

て使わせている段階に入っています。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） それでは、そのタブレットを家に持って帰っているようにも指

導していると思うのですが、その中のセキュリティに関して、アカウントとかパス

ワード設定というのは生徒個人がやっているのか、それとも学校の先生が指導して
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いるのかをお聞かせください。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） アカウントとパスワードについては割り当てがありまして、

教育委員会で全員の子供の名前とパソコンのタブレットを全部認定して、一人ずつ

のアカウントとパスワードを与えてあります。それは全て教育委員会の方で、子供

一人一人に割り当てて、小学校にいる間は小学校でそれを使い、中学校に行くとき

にはまた中学校でそれを使いということで、中学校の時点で終わりをして、またタ

ブレットも返すという形を取っています。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） タブレットの持ち帰りはしているのですよね。家に持って帰っ

たときに、その後、おうちから例えばＷｉ－Ｆｉが通じるような別の場所に持って

いって、ネットとかＳＮＳを使うことは可能なのでしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） まず、一番最初のみんな持ち帰りをしていますかというのは、

まだ持ち帰らせていません。持ち帰らせるように持ち帰る準備ができ次第というこ

とで話をしていますが、学校の方でも十分な指導をしたり、その持ち帰るための宿

題とかＷｉ－Ｆｉとかの判断がありまして、十分な持ち帰りはしていませんが、持

ち帰らせられる状況もして持ち帰りもしてはいます。ただ、持ち帰りできる状態に

して持ち帰らせるのは、毎日持ち帰っていけるというような状況にはまだなってい

ないということです。 

それから、家庭の中にはまだ十分Ｗｉ－Ｆｉがないところもアンケートの結果あ

りまして、そこについても、まだ貸し出しの予定の方向でルーターを取り入れると

いう方向で、今検討中の段階であります。 

それから、質問にお答えしますが、それを持って帰ってＷｉ－Ｆｉのつながると

ころで使うのはオッケーです。もう携帯と同じですので、自分のタブレットを持っ

ていって、当然学校でもＷｉ－Ｆｉはつながるところは使えます。持ち帰って家で

つながるところは使えます。ということですので、公共の場所に行ったりして、使

える場所に行けば使えるということですね。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） それでは、家庭内にもし持ち帰れるようになった場合、先ほど

言いましたように家庭内の通信設備というのも大事になってくると思いますが、家

庭内のＷｉ－Ｆｉに対してルーターとかの費用というのは、どういうふうになるの

ですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 
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○教育長（町岡光弘君） それが地区内もいろいろ私も調査をしまして、価格もいろい

ろありまして、例えば５,０００円か８,０００円ぐらいのルーターを買っておうち

に持たせます。通信費用は基本的に家庭がもつと。それをお返ししてもらって貸し

出すというようなパターンの方を今検討はしています。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） それでは、そのタブレットとかを万が一落として壊したとか、

あとアプリの使用とか更新、セットアップ等あると思いますが、実際エラーですね、

トラブルが起きた場合の対処法はどのようになっているのですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 家庭に持ち帰るときのこと、個人に貸し与えますということ

にしていますので、個人が責任に帰すような壊し方、壊れ方の場合は、個人でもつ

というように謳っています。必ず壊したり、もう数件出ています。過って落とした、

友だちがちょっとぶつかって落としてしまったというようなのはありますが、現時

点で個人に帰して必ず弁償しろということではなく、今はそういうものがあった場

合は、教育委員会でその理由書を見ながら対応をして修理したりしているという状

況になります。 

それから、セットできない場合とか動かない場合の不具合に対しては、こちらに

係長もいますが、いろいろなパターンが出ていますので、担当２人が学校を巡って

確認をしたり、修理をしたり、問い合わせをしたりという形で、今学校と連携をし

ながらその状況に応じた対応を日々行っているという状況です。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） それでは、高度な関係になると思いますが、コンピューターウ

イルスとかああいったものに感染した場合、一発で学校中のタブレットとかパソコ

ンなどが感染すると思うのですが、その対策もばっちりということでよろしいです

か。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） ちょっとそこまでになりますと、私がコンピューターウイル

スに侵された場合はどうするかというところまで聞いていないので、わかる範囲で

うちのちょうど専門が来ていますので、杉田君の方に。 

○議長（髙田豊繁君） 杉田教育委員会主幹係長。 

○教育委員会主幹係長（杉田恭宣君） お答えいたします。 

一応、今設定については、フィルタリングソフト等で有害なもの等を省くような

形にしてありまして、基本的にはホワイトリストに登録されているもの等は、基本

は見えないようになっておりまして、支障が出る場合に関してはそういう学校等か
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ら連絡をいただいて、そこのサイトを外したりとか、逆に見えるようにしたりとか、

そういう形にもしています。基本的に壊したりとかというのは、最近は落として画

面の破損とかがほとんどになっていますので、今度の補正の方でも計上させていた

だいたのですが、保護ケースだったりとかで対応できるように、できるだけ修理費

も抑えられるように検討しているところです。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） それでは、学校で使った情報とか映像、先ほどここにありまし

たように体育の時間に映像を撮って、見て、また勉強するということも、本当にす

ばらしい授業ではないかと思っています。そういった場合、そういった情報等が映

像のバックアップだとかデータの保存、そういったのは教育委員会でやっているの

か、それともクラウド側がやっているのか、どういうふうになっているのでしょう

か。 

○議長（髙田豊繁君） 杉田教育委員会主幹係長。 

○教育委員会主幹係長（杉田恭宣君） 基本的に教育委員会で別にサーバー等を置いて、

バックアップをとったりということは特にはしておらず、基本的にクラウド上で運

営をしています。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） クラウドからもし何か支障が出た場合は、すぐ教育委員会の方

に連絡が来ると、情報が漏れたとか漏洩したとか、そういった場合にはすぐ教育委

員会の方に連絡が来るようになっているのですか。 

○議長（髙田豊繁君） 杉田教育委員会主幹係長。 

○教育委員会主幹係長（杉田恭宣君） ちょっとその連絡体制については確認をさせて

ください。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） わかりました。それでは、このタブレットを使って、生徒同士

のこういった情報共有とかやり取りというのも、今は可能になっているのでしょう

か。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 一部そういうのも一生懸命トライをしています。下に書いて

ありますように、情報教育担当学校の情報教育を担当する先生の認識とか理解度と

か、その力にもよりますので、徐々にそういうのを増やしながらですね、お互いに

画面で共有できるものをやったら、この授業はいいなという意見交換の場をそれに

取り入れてみたり、録画をして使う方が効果がある場合だったり、今一番多いのは

調べ学習ですね。図書館に行って、国語でいえば、この作者はどういうものを書い
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ていて、どういう傾向のがあるのだろうかとか、作者についてもう少し細かく調べ

てみよう、ほかの作品はどういうのがあるかとか、そういう検索作業によく使って

はいます。さっきの御質問についてですが、ネット上の万が一のというところがと

ても難しい部分でですね、付け足しますが、何か学校がおやっと思うことは、教育

委員会に上がるようには全部なっています。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） 本当に情報とか映像というのは漏洩しがちなものですので、必

ずウイルスから守るセキュリティだけではなく、情報漏洩というそういったセキュ

リティもしっかりしていただきたいと思います。 

それと、やはりこのタブレットは教科書ではないので、やはり現在でも紙の教科

書もあると思うのですが、紙の教科書とタブレットを使いますと、ハイブリッド型

の授業になると思うのですが、そういった場合、今、紙の教科書がほぼ主流だとは

思うのですが、今後もしデジタル教科書が出てきた場合、まだまだ先のことだと思

うのですが、紙の教科書についてどういう扱いをしようと考えているのかお聞かせ

ください。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） ありがとうございます。文科省もデジタル教科書を無料で一

部配布するような方向にもしているのがあります。これは紙を使うか、デジタルを

使うかというのは、学校の先ほどの対策ですね、使用度の能力にもかかっているの

で、慌てすぎずにまたゆっくりしすぎずに、学校が使えて価値があるものそれと予

算の関係がありますので、どの教科から一緒になって入れていくかというのを去年

もそういう話し合いをしながら、令和４年度は数学をやりましたね、全員一緒に数

学をやるというふうにして、それの使い状況、使い勝手の良さがあったときに、次

の教科は何がいいかということで、学校の先生方もスキルを高めながら活用できる

ことをしないと、単なる技におぼれてしまって、見せるだけになったりしたら、い

わゆる本物の学習が低下してもいけないので、紙とのバランスを取りながらですね。

話は変わりますが、先般、広島大学の先生が紙媒体であなたは理解しやすいか、デ

ジタル型かという実験をしました。今のところ高学年は、新聞の方に載っていまし

たが、やや紙の方が理解しやすいというのもあるので、丁寧にやはりそういうメ

リットをしっかり生かした教育をやらないといけないというように思っています。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） 私も、その紙とデジタルのことについてちょっと新聞で読みま

したが、中には、鹿児島県鹿屋市にある学校なのですが、教員がポイントをまとめ

た黒板を端末のカメラで撮影して保存すると、そうすることで書く必要がなくなる
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と、すぐデータを保存できるから楽だと。授業後に参加した教員からは「思考の共

有の速さがデジタルではできる」と、そういうふうに言っておりました。しかしな

がらですね、先ほど教育長が述べられたとおりに、書いて覚えるというそっちが得

意な生徒もいます。そうなりますと、紙に鉛筆で書くより、中にはタイピングを

打って、書いて覚えたほうが早いという生徒もいます。この２つの生徒をじゃあど

う扱うのかと、そうなりますとやはり教師としてもまた仕事が増えると、先生も大

変になってくるのではないかなというふうに出ています。ですが、今の子供たちは

スマホが流行っている関係上、デジタル、もう書いておく、先ほど言ったように、

僕なんかの時代は辞書で調べるというのが当たり前でしたが、今ではググると、

グーグルで検索する。あと、声で「与論町」と言えば、与論町に関するものが一遍

にぱっと３０件も４０件も出てきます。そういう時代です。ですが、やはり教科書

というのは無くしてはいけない文化の１つだと思っていますので、是非とも両方が、

私たち大人の都合ではなく、生徒たちのより学力が伸びるように使っていただきた

いというように思っています。 

最後に、タブレットのトラブルを聞きたいと思います。現在、私が調べたところ、

鹿児島県内で２０２１年度のネットトラブルは４,１７９件起きています。全国だ

と５万４０６件起きています。与論町では、ネットトラブルが起きたというのは聞

いていないのですが、中には、本当に簡単な作業で儲かるとか副業で儲けないかと

か、あと小学生１０歳以下で一番多いネットトラブルは、オンラインゲームの課金

ですね。こういうのが増えています。実際、与論町でネットトラブルが起きたとい

う事例はあるのかお聞かせください。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） この最近のＧＩＧＡスクールになる前にありました。やはり

携帯電話による誹謗中傷みたいなのが、同じ学年の中でいじめみたいなものが起

こったことがあります。そういうのも私は踏まえて言いましたので、このネットへ

の書き込みとかそういったものは道徳の時間やら、この前も教職員研修会を開いて、

南議員も参加していただいて大変感謝でしたが、文科省の最先端にいらっしゃる人

のＩＤパスワードを抜き取られた後の悲惨なる状況についての学びをしましたが、

現実にやはり子供たちがそういうことに巻き込まれますので、ネットに書いてある

ことはみんなが見て、ずっと残るんだというようなことが授業の中で教えていく、

伝えていく、保護者もそうしないといけない。だからこの我々の進展している機器

とそれの光と影の両方を上手に伝えていくというのは、かなり時間とあれが要るん

だなというのはつくづく考えていますので、もう最低限のことは、繰り返し繰り返

し、ＰＴＡの中でも学校が講師を呼んでＰＴＡでやっていますけど、参加しないと
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ころの中に起こり得る可能性はいっぱい潜んでいるのですね。そういうところは非

常に背中をかきたくてもかけない苦しさなのですが、さまざまな形で文書を届けた

り、学級でやるとかいうことで、最も大事なことを押さえながらまいりたいと思い

ます。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） ありがとうございました。あと２分となりましたので、最後に

ですね、本当にこのＧＩＧＡスクールによってタブレット、デジタル化が進んでき

ています。これによって、今までにないようなことの弊害とかが起きています。い

いこともありますが、そこもいいこともあれば悪いこともあると、先ほど教育長が

述べられたようにですね、いい面、悪い面を本当に何回も言って、子供たちが理解

できるように、そしてまた大人たちもちゃんとデジタルについて理解できるように

していって、子供たちと一緒に僕たちもまた勉強してまいりたいと思いますので、

そのときはまたよろしくお願いいたします。 

それでは、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君の一般質問を終わります。 

ここで暫時休憩いたします。会議は１０時３０分から再開したいと思いますので

よろしくお願いします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時２２分 

再開 午前１０時３１分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次は、９番、沖野一雄君の発言を許します。 

９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） まず初めに、大災害や戦争などの非常事態を表す「有事」とい

う言葉があります。最近、食料安全保障や食糧危機あるいは食料有事というフレー

ズをよく耳にします。つまり、長引くウクライナ侵攻や心配される台湾有事などの

懸念から、最悪の事態への備えを急ぐべきとの考え方であります。私たちの日常生

活はもとより、非日常、有事においてさえ命と暮らしを支え続けていくものが農業

であります。私は今回、この大事な基幹産業である農業の重要課題と施策について

質問させていただきます。 

１ 持続可能な本町農業の振興対策について 

(1) 環境保全型農業の中心課題とも言うべき、畜産糞尿の処理及び良質の堆

肥生産に向けた解決策として、短期間で糞尿の高温発酵及び堆肥化が可能
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とされる「特許技術・ＹＭ菌」が今にわかに注目されているが、その導

入・活用について御意見を伺いたい。また、導入しない場合、この喫緊課

題をどう解決していくお考えか、あわせて伺いたい。 

(2) 農業の生産効率化を図る上で、作目別の生産技術及び経営改善に係る農

家に対する指導面等において弱さが見られることから、同じ作目間でも農

家ごとの生産力（技術）において格差の拡がりを生んでいる。この農家

個々の格差解消（底辺層の引き上げ）と高い生産技術の普及・平準化を徹

底していく必要があると考えるが、今後の対策の進め方などについて伺い

たい。 

(3) 持続可能な環境保全型農業の振興発展を目指す観点から、農家が利用し

ている有機質肥料（未熟堆肥を含む）と化学肥料の使い分け、農薬等を組

み合わせた適正な使用方法など、改善すべき重要課題の１つとなっている

が、今後の目標と改善策の具体について伺いたい。 

以上です。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） それではお答えをします。 

まず最初に、ＹＭ菌の導入活用についてです。 

微生物の力で有機性廃棄物を物質変換し堆肥化するＹＭ菌について、議員の皆様

から御紹介いただいた施設を、関係課の産業課と環境課にて先般視察を行ったとこ

ろであります。現在、堆肥センターの処理において苦慮している雑草種子の処理の

ための温度上昇も１０日程度で９０度以上に上昇することや、堆肥化の作業工程自

体もタイヤショベルでの切り返しのみで４５日間で堆肥化が行えることなどから、

堆肥の資質向上や作業の効率性など、期待の持てる先進技術と認識しています。 

現在、このＹＭ菌実証試験に向けての調整を行っているところであり、本町にお

いても視察先と同様な成果が得られるかの検証を今後行ってまいります。 

次に、持続可能な本町の農業の振興についての高い生産技術の普及・平準化を今

後どうしていくかということです。 

農業の生産効率化や生産技術向上については、大島支庁沖永良部事務所与論島駐

在の技術専門員、与論町技連会、ＪＡの技術員をはじめとする関係機関とも連携し

て、各種研修会の開催や先進地視察等を行い、農業指導等を含めて生産力の向上に

努めてきたところであります。近年では、新型コロナウイルス感染症の影響により、

研修会や視察の中止又は勉強会等の開催頻度の減少など、対面での会合や視察等が

行いにくい状況が続いています。 

農家個々の高い生産性の維持や向上を図る上では、後継者の育成や農地の集約を
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図りながら、これまでの経営実績を踏まえた中長期目標の設定及び先進技術等を活

用していくことが重要であると考えます。現時点で行っている書面での技術提供や、

各農業部門においてのオンライン研修会の開催、営農指導等の定期開催なども関係

機関と連携し取り組んでまいります。 

次に、肥料や農薬などの適正な使用方法についてです。 

環境保全型農業の基本的な考え方として、土づくり等を通じて化学肥料、農薬の

使用等による環境負荷の軽減に配慮した持続的な農業を行うこととされています。

農作物の栽培ほ場や管理の仕方によって土壌中の養分含有量は異なるため、最も重

要となるのが土壌診断の診断結果に基づく土づくりであると考えます。 

土壌診断結果に基づいた適切な施肥管理を行うことで、各種作物に適した土づく

りを行えることや、堆肥利用では補えない部分のみを化学肥料で補うことで施肥過

剰の防止にもつながり、環境に配慮することはもちろんのこと、肥料コストの低減

も可能となります。 

今後の目標と改善策につきましては、農業における土づくりの重要性について各

種農業関連の会合において、さとうきびや園芸作物等栽培研修会をはじめとする研

修会などを実施していくことや、土壌診断センターの利用促進を図り、科学的な

データに基づいたほ場環境整備を行うことで、化学肥料等の低減とコスト削減、環

境に配慮した農業経営が行えるよう関係機関と連携し取り組んでまいります。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） ３点御質問申し上げました。それでは一番最初のＹＭ菌の導入

をメインとした質問に深掘りをしてみたいと思います。そもそもＹＭ菌というのは

急に最近、私たちの議会の委員会で報告申し上げましたとおり、あまり耳慣れない

菌の名前ですが、調べてみますとなかなかすばらしい菌だということで、私たちも

これはよろしいのではないかということで、執行部の皆さんにも是非ということで

お願いをしているのですが、少し詳しく紹介をしながら、また今後の課題などにつ

いて議論を深めてみたいと思います。 

このＹＭ菌というのは、そもそも株式会社山有を立ち上げた山村正一さんという

方の山村のＹＭという名前をつけたようです。これはバチルス菌といいまして、枯

草菌、納豆菌はその一種だそうですが、枯れ草とかそういったのに付く菌だそうで

すが、枯草菌であるとかあるいは土壌の中にあるいろいろな土壌菌の総称がバチル

ス菌と言うのだそうですが、それに属する発酵菌だということで、９０度からおお

むね１００度前後の超高温好気性条件下で活発に働いて、さまざまな有機性廃棄物

を分解する好気性細菌だという位置付けであります。好気性というのは空気を好む

と書いて好気性ですね、ですから空気とか酸素の中で増殖をするという特徴のある
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菌で、その対語として嫌気性という言葉がありますが、空気を嫌う、酸素がなくて

も勝手に増殖して悪臭を伴ったりするのが嫌気性菌というものですが、そのちょう

ど反対の空気、酸素を好む好気性細菌という位置付けになっています。 

この山村さんが、２７年前の１９９５年に発見をされて特許微生物群に指定をさ

れています。私たちが視察に行って、産業課の職員の皆さんもごく最近視察に行か

れたようですが、この財部町の堆肥工場で「かんとりースーパー」という完熟堆肥

を出しているのですが、これのメイン原料といいますのが、鹿児島市の下水道汚泥

が一番量が多いようですが、そのほかに鹿児島の水族館の汚泥であるとか、焼酎廃

液、動物の糞尿であるとか、あるいは芋焼酎の残渣であるとか、そういったのをう

まく使っているということで、冒頭で一般質問の前に所管事務調査の中で紹介があ

りましたが、ＹＭ菌の培地、培地というのは培養物質ですね、培養物質とその原料

とを混ぜて水分の多いものと少ないものを２つに分けて、貯留プールで培養したり

あるいは混ぜて堆積させたりする方法で発酵槽を使って発酵させていくと、そして、

酸素を送るためにエアレーション、高圧空気で空気を送って通気管理をして仕込み

をすると、そして５、６回ほど切り返し作業を繰り返すことによって、やがて含水

率が３０％以下になると、大体でき上がったという形で、その工程が培地において

原料と菌との混合から発酵まで約４５日で済むということで、そのすばらしい短期

間で製品化ができるということで、これはすばらしいなということで私たちはそう

いった印象を受けて帰ってまいりました。その発酵させた後は一応ふるいにかける

ようですが、ふるいをして細かいものをその完熟堆肥として出し、あるいは、一部

菌を含んだ戻し堆肥としてまた使っていくというシステムのようです。そのＹＭ菌

発酵システムの特徴として、まず今申し上げましたように、約４５日で発酵処理が

できるということ、それからオガクズとかモミガラとか、通常は水分調節のために

使うのですが、そういった副資材を用いなくても堆肥づくりが可能であると。それ

はオガクズとかモミガラは、外から買わなくてはいけませんので、その代わりにほ

ぼ完成品に近い３０％程度の戻し堆肥を副資材の代わりとして使ってやるというこ

とのようです。与論の今堆肥センターに持ち込まれている牛糞堆肥というのは、大

体水分が９０％とかですね、そういった水分率の高いわけですが、そこが大きな今

までネックになっていたのですが、焼酎の廃液とか鹿児島で多い豚の糞尿であると

かもやはり水分が９０％以上ということもあって、ちょうど与論町の牛糞と似たよ

うな感じではないかなとみていますけど、そういったものでも発酵処理が可能だと

いうお話をいただいて、非常に力強い印象を受けました。 

さらに、その嫌気性ではなくて好気性ですので、悪臭の発酵がそんなに出ないと

いうことで臭いもそんなに強くないというお話でした。実際工場に行ってずっと
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回っている間、多少の臭いはしますが、やはり原料からも臭いはしますし、そう

いったことはありますが、好気性発酵ですので悪臭発生は抑えられるという位置付

けですね。それからもちろん高温ですので、雑草の種子とか病原菌が死滅して、良

質な堆肥になるということです。それから大事な点は、やはり見た感じコストがか

からないなという印象を受けて、今の堆肥センターのある既存の施設にちょっとし

た工夫を加えて、足りないところを補っていけば、与論堆肥センターでも導入はそ

んなに難しくないのではないかという印象を受けたわけであります。 

なお、ネットとかで調べてみますと、このＹＭ菌を使った堆肥型の発酵施設とい

うのは北海道から沖縄県の宮古島まで、宮古島の宮古島市資源リサイクルセンター、

これは産業課の職員も去年見に行かれたようです。この宮古島市資源リサイクルセ

ンターでは、それまで赤字だったのですが、このＹＭ菌を活用して下水汚泥を堆肥

化して経営が改善して黒字になったという記事もネットに載っています。そういう

意味で全国では３０カ所程度ほどあるようですが、かなり今知る人ぞ知るで、あま

りコストのかからない施設として注目を浴びているようです。 

それで私がちょっと紹介したいのは、完熟堆肥の比較を、与論町の堆肥センター

の堆肥と「かんとりースーパー」の堆肥をちょっと紹介してみたいと思います。ま

ず炭素率というのがあります。窒素と炭素、窒素分を分母にして分子を炭素にする

のですけど、Ｎ分のＣですね、炭素率というのがこの「かんとりースーパー」は５.

９％、与論町の堆肥センターの堆肥は９.１％。これはどういう意味かといいます

と、大体その１０という数字があって、１０よりも上の１１とか１２とかになると

肥料効果は非常に低いと、その代わり有機物が多いですので土壌改良の効果が高い

ということになるようです。結論的には肥料効果の高さを表す、より肥料効果が高

いのか低いのかというのは、１０よりも高いのか低いのかなのですが、町の堆肥セ

ンターについては９.１％ですので、やや１０にほど近いということで肥料効果は

低いとは言いませんが、そんなに高くはないという数字になるかと思います、９.

１％ですので。「かんとりースーパー」は５.９％、かなりこの炭素率が低いです

ので肥料効果は高いと言えると思います。 

それから、窒素全量、全体に含まれる窒素の量、これは「かんとりースーパー」

は４.８５、町の堆肥センターの堆肥は１.６８。これまたかなり開きがあります。

窒素分が与論町の堆肥センターの堆肥には少ないということです。もともと牛糞堆

肥には窒素分が少ないと言われていますが、そのとおり示す数字かと思います。 

それから水分含有率、与論町の完熟堆肥と言われているものでも４０.０％に

なっています。「かんとりースーパー」は１７.２％、かなり差に開きがあるとい

うことですね。堆肥センターは４０％の水分含有量があると、完成品でですね。 
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それから、有機炭素率というのがあります。これは堆肥としての肥沃度を表す数

値で、もう少しわかりやすく申し上げますと、二酸化炭素の吸収度を示す数値だそ

うですが、それの数値が高いほうが肥沃度があると、要するに肥えているというこ

とのバロメーターのようです。有機炭素率「かんとりースーパー」は２８.７、与

論町の堆肥センターの数値は１５.３になっています。これを見ても明らかに２倍

ぐらいの有機炭素率の差があって、「かんとりースーパー」の方が肥沃度があると

いうことです。 

ｐＨについては、両者７.６と７.７で「かんとりースーパー」の方が少し低いの

ですが差がなくて、弱アルカリ性になっているという評価がありました。ほぼ一緒

です。ちなみに総体的に申し上げればかなり差がありますけれど、植物は大体弱酸

性が好みのようです。そういった意味ではｐＨについては中性よりも少し高い弱ア

ルカリ性になっているという状況のようです。 

それからですね、ちょっと「かんとりースーパー」のところから取った試験場の

県の環境技術協会が測っている試験成績書を拝見しましたが、それに残念ながら

「かんとりースーパー」の方が、リン酸とかカリ、石灰分のデータが入っていない

のですね。そこは何か意味があるのかちょっとお金が足りなかったのか、あるいは

リン酸とかいうのは大体下水道汚泥に非常に多く含まれていますので、もともと別

に測らなくてもいっぱいあるよということで測らなかったのか、そこはちょっとよ

くわかりません。リン酸とカリと石灰分のデータがなかったというのがちょっと、

与論町の堆肥センターにはちゃんとあります、数値が出ています。ですから、この

２つを比較することができなくて、できたら執行部の方で、産業課の方で今後要調

査をしていただいて、より細かく調べていただきたいなというのがあります。産業

課長いかがですか、そこの部分要確認という意味でお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業課長。 

○産業課長（山下秀光君） ありがとうございます。先ほど申し上げましたとおり、皆

様方のおかげさまで、先日８月１６日から１８日にかけて視察をしてまいりました。

そこでいろいろなものを見せていただきまして、今後こういったものを含めて、実

施をしていく考えをしていますので、そこもあわせて今おっしゃった養分、微量要

素についても同時に調査してまいりたいと思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 今、窒素、リン酸、カリと言ったのは微量要素でなくて、最も

大事な養分ですので、しっかり調べていただきたいと思います。 

いずれにしろ、今わかっている「かんとりースーパー」と与論町の堆肥センター

の堆肥と比較すると、やはりそれぞれ炭素率とか窒素量とか水分とか有機炭素の総
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量で、やはり「かんとりースーパー」の方に明らかに軍配が上がるという形が出て

いますので、しっかりと今後また調査をしながら頑張っていただきたいなと思いま

す。 

それで、改めて申し上げますと、本町が仮に導入する場合ですね、メリットとい

うのは今までも紹介申し上げましたように、やはりコスト的な面、それから短期間、

今堆肥センターでは完熟堆肥にするまで３か月ぐらいかかっているのですかね、そ

れが４５日に短縮できるということ、それから雑草の種子とか病原菌が死滅して肥

料効果が上がるということ。それから何よりも今の堆肥センターの経営改善という

面で、今大きな赤字になっていますので、これが黒字に転換するというメリットも

当然大事なことですし、何と申しましても一番大事なことは、与論町の環境衛生上

の本当のこの大きな懸念事項ですね。家畜糞尿の処理について、大きな解決策につ

ながるということでメリットが大きいかと思います。ただし、やはり私たち議会の

中でもいろいろ勉強してみますと、いろいろ課題がやはり浮かんでくるのですね。

例えば、できれば私たちとしては全畜産農家ですね、１００％というのはちょっと

無理かもしれませんが、少なくとも８割、９割ぐらいの畜産糞尿を回収していただ

きたい。回収してそれを堆肥化をしていただきたいということが希望であり目標と

すべきですので、今の料金システム、回収方法、今現行１トン５００円ですね。そ

れからセンターの回収率は今７０％というように聞いていますが、本当にそんなに

あるのかなというちょっと疑問があるのですが、現行の制度をもう少しいいように

農家の人たちが利用しやすいように、回収率が上がるような方法で是非検討してい

ただきたいなと思います。 

それからちょっと気になるのが、今の堆肥舎のあり方、例えばし尿が垂れ流しに

ならないように、特に少数経営の頭数の少ない１０頭未満のところは、堆肥板もな

いところもありますので、それから堆肥舎がないところもあります。そういったと

ころがちょっと気になるところですので、しっかり畜舎関係の整備ということで整

備改善も課題でありますので、そのあたりしっかりと取り組んでいただきたいなと

思います。これはちょっと具体的な話になりますので、産業課長、そこを手短に

ちょっとお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業課長。 

○産業課長（山下秀光君） ありがとうございます。今、堆肥舎の整備についてですが、

昨年度から本年度にかけて堆肥舎の整備、本年度におきましては簡易的な牛舎の整

備ということで、例えば、昔ながらの牛舎がまだ数件結構残っているものですから、

後ろに雨よけができるような軒の張り出しとか、台風等とかそういった長雨とかで

打ち雨がしないような簡易的な整備もできるような補助事業も計画していますので、
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そういったものと、あと本年度導入予定であります破砕機も入れながら、できるだ

け畜舎外から糞尿とかそういった汚泥とか流れないような対策を、同時に講じてま

いりたいというふうに考えています。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 改めてですね、牛がどの程度糞尿を出すかというのをちょっと

紹介してみたいと思います。全部で皆さん共有していただきたいというのが私の気

持ちですので、肉用牛の家畜排せつ物がどのくらい出るというのは、農林水産省が

データを出しておりまして、前にもちょっと紹介しましたが、２歳以上の肉用牛、

一日当たりうんこの量が２０キロ、尿が６.７キロ、合計で２６.７キログラム出る

そうです。子牛ではなくて２歳以上の肉用牛ですね、大きな成牛です。そうします

と２６.７キログラム×１年間３６５日しますと、年間で１頭当たり９.８トン出ま

す。それを今５,６００頭ぐらいいるのですかね、私ちょっとデータがありません

が、２歳以上となると約５,０００頭とみてもですね、子牛２、３頭ぐらいで親牛

と同じぐらいになるでしょうかね。おおむね５,０００頭ということで少なめに計

算して掛け算をしますと、年間５万トンの糞尿が出るわけですよね。５万トンです

よ、皆さん。うち２５％、１万２５００トンが尿になるのですが、年間５万トン。

一方では人間はどれくらい出すのかというところで、ちょっと比較してみたいと思

います。人間の排せつ量は、大体調べてみますと一日約１.７キログラム出るそう

ですね、８割が尿だということで、人間が１.７キロ糞尿を出すとして割り算をし

て比較をしてみますと、牛１頭で人間の成人の約１５、６倍の糞尿が出るという計

算になるわけです。そうしますと、やはり当然与論町の水質とか環境汚染、当然の

ように大変な原因はこの牛の糞尿にあるというふうに考えて間違いないと思います。

もちろんほかに化学肥料であるとか農薬であるとかいろいろありますが、やはりこ

の家畜の糞尿というのが一番大きな原因であろうと思いますので、これの解決に向

けて、やはり喫緊の課題であるというふうに確認ができるかと思います。 

こういったことも考えて、是非早めに検討し、しっかり事業化をしていただきた

いのですが、町長の御答弁の中で「ＹＭ菌実証試験に向けての調整を行っている」

ということですが、これはできれば早い方がよろしいのですが、相手もある話です

ので、いつ頃になるのか、また回数は１回なのか、何回ぐらい予定していらっしゃ

るのか、町長にお伺いしたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業課長。 

○産業課長（山下秀光君） 開始日ですが、一応、今担当の者とそちらの株式会社山有

さんの担当と話を調整しながら、今月の中下旬あたりから話を調整して、必要な機

材とかいろいろ今それと打ち合わせをしています。早ければ向こうから担当の方々
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が来島されて、本町の堆肥センターとかその状況を見ていただいて、その中でいろ

いろ回数とかそういったものを今後検討して決めてまいりたいというように思って

いますので、一応、今株式会社山有さんとも連絡調整で、今月の中下旬からそう

いった行動が起こせるかなというように思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 慎重にしながら、かつ早めにしっかり調整をしながら、調査を

して実証試験もしていただいて、もし実証試験をしてやはり課題がまた出てきたと

いうことになれば、その解決に向けてもまた進んでいかなくてはいけませんので、

是非積極的に取り組んでいただいて、もしＹＭ菌が駄目であれば、ほかの方法をま

た考えていかなくてはいけませんので、是非しっかり取り組んでいただきたいと思

います。 

なお、ＹＭ菌活用とあわせて、もしＹＭ菌の導入が無理だった場合とかいうこと

も参考のためにちょっと申し上げますけど、農林水産省とか環境省の補助事業で、

バイオマスとはちょっとまた違った方法も少しありましたので紹介したいと思いま

す。これはある会社の名前も申し上げますけど、ネットで見た情報です。株式会社

ＪＥＴというところが特許技術によって、全国でも何カ所が導入しているようです

が、急速発酵乾燥資源化装置「ＥＲＳ」というのも出ているようですね。急速発酵

乾燥資源化装置「ＥＲＳ」、別名「バイオマスボイラー」と言うんだそうですけど、

要は機械設備ですね。これを入れることによって、これの一番の目的な畜産堆肥の

品質向上と敷料の再生産、戻し堆肥として使ったりするのがメインのようです。

たった一日で堆肥化ができるそうです、たった一日です。そういう急速発酵装置と

いうのもまた開発されているようですので、是非参考のために知っていただきたい

と思います。もう一つ、この株式会社ＪＥＴという会社が、島根県と株式会社ミラ

イエという民間会社と共同開発で、切り返し不要の堆肥化装置「高圧通気システム

イージージェット」というのを出しているようです。要するに、酸素を取り込むた

めに切り返しが必要なのですが、切り返しが要らないくらい高圧空気を送り込むよ

うな機械のようです。そういったのもあるようですので調べていただきながら、も

しそのＹＭ菌の活用について少し足らないところがあれば、こういった機械等もま

たあわせてセットで活用するのもありかなと思うことですので、是非調査していた

だいて執行部で頑張っていただければと思います。この取り組みについて町長から

ちょっと意気込みをお伺いして、次の質問に移りたいと思いますけど、町長お願い

します。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） ありがとうございます。議員の皆さん方から紹介を受けまして、
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私たちの産業課や環境課の方々が研修に行ったということで報告がありまして、大

変すばらしいという感激をした報告を受けて、私もすごいなと、是非私たちも導入

できればいいなと思っているところです。特にありがたいことには、有機性の廃棄

物、生ごみとか牛糞とかそういうものを肥料、堆肥化できると、とにかく環境衛生

面から非常にいいのではないかなと思うところです。それと温度が非常に高くなる

というようなことで、雑草の種子を死滅するというようなことも言われまして大変

ありがたいですので、是非導入できればいいなと思っているところです。この検証

会を行って、今後検討してまいりたいと思っています。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 次の質問に移りますが、今の質問については、後で原議員から

もまた質問があるようですので、是非足らないところはまた補っていただければと

思います。 

次の質問に深掘りをしてみたいと思います。私が申し上げたいことは、農業の振

興を図る上で、今ちょっと農家個々の生産に関する差があると、技術の差があるし、

意欲の差があるし、要領に差があるということで、もう少し底辺層の皆さんを引き

上げていただきたいなと、そういうところの指導をしっかりしていただきたいなと

いうのが結論なのですが、御答弁の中でいろいろな研修会とかコロナの影響もあっ

てなかなかできなくて、今足踏みをしているというような説明のようですが、トー

タルとしてはしっかりやっていきますよというような御答弁をいただきましたが、

やはりちょっと私が今受けている現状、あるいは農家の皆さんと話をする中で、私

も実際さとうきびをつくったり、里芋をつくったりしています。また、小さい頃は

牛も飼っていましたし、そういう意味で農業というのは私は非常に重要な産業だと

いうように考えていますので、そういった経験も含めながらちょっと紹介してみた

いと思いますけど、例えば、さとうきびについては、ちょうど２００年ぐらい前か

らこの与論あるいは沖永良部でも栽培が始まったという歴史があって、２００年の

歴史を持っているわけですよね。そういった中でいろいろな生産技術の体系化とか、

最近では農作業の受委託が進んで非常に進化をしているわけですが、やはり農家

個々の反収とかそういった技術には、格差がやはり見られるわけですよね。人に

よってはできるときには１１トンとか１２トンとか反収を上げられる方もいれば、

もうずっと株出しのまま放置されて２トンも出ない、３トンも出ないという方もま

たいますしね、そういったこともあってよく観察してみますと、例えばさとうきび

で言えば、収穫後の株出しとか、あるいは春植えした後の一番大事な梅雨の時期ま

でにしなくてはいけない管理作業というのがあるわけですよね。雨を利用した管理

作業というのがいろいろあるわけです。例えば、雨が降った後は草も取りやすいし、
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肥料も吸収が良くなるということもあって、そのさとうきびの梅雨時までにしなく

てはいけない、梅雨の終わりまでしなくてはいけない作業、中耕であるとか草取り、

追肥それから培土、そういった作業がタイミングがずれてしまって手抜きがあった

りして、結局収量が上がらないという例が見られるわけですよね。個人差があるわ

けです。後で紹介しますがそういったのがありますし、例えば牛については今非常

に急速に与論の経済を引っ張っている一番の原動力になっていますので、技術も高

いし、勉強熱心な方が多いしいいのですが、やはり若干１０頭未満の飼養をされて

いる方については、ちょっと要領が悪いなというのを見ていて感じます。それから、

里芋とかインゲンとかの野菜園芸、それから果樹生産ですね。果樹については、Ｊ

Ａを通さずにほとんど個別に個人で販売されている方がほとんどですが、そういっ

た野菜園芸と果樹園芸については、露地栽培とハウス栽培が二通りあるわけですけ

ど、いずれにしてもやはり生産技術とか経営技術の面で格差が広がっているという

印象があります。例えば、私も里芋をつくっていますけど、里芋で言えば要領の悪

い人はこういう方がいるのですよ、実際にいらっしゃいます。里芋の種芋を購入す

るときに補助金が付いているわけです。その補助金付きの種芋を購入して、もうそ

れを植え付けて翌年にはほとんど出してしまう。高いお金でその種芋を買ってです

ね、値段が良ければいいですよ、極端にものすごく高い値段で売れればいいのです

が、翌年にはもうそういったのを出荷してしまって、その次の年、あるいはその次

の年の種芋というのを、うまく確保していくという方法をあまり取らない人が結構

いらっしゃるのですよ。それではちょっとコスト高になってしまって儲けが残らな

いわけですよね。今年なんかは雨が多すぎたのとやはり病害虫もあったということ

で、非常に儲けが少なくて、最近の動向を見てみますと相当栽培農家も減っていま

すね。うまく儲けられないからですよ。でもそれは儲けている方もいますのでね、

そういうところのしっかり技術を伝えてほしいなというのが里芋の世界でもありま

す。インゲンも同様ですね。やはり収穫期がずれてしまったり、その原因は後でま

た申し上げます。 

一方、花、花き園芸、これはいろいろな作目の中では最も反収が高いのですね。

反収というのは、１反、１,０００平方メートル、１０アール当たりの金額が一番

高いのですよ、花というのは。ところが高い技術が求められる。施設園芸が主です

ので、やはり台風対策、ハウスへの初期投資、そういったこともあってなかなか生

産農家というのはものすごく今落ちてきて伸びが見られない。今後もあまり期待で

きないような感じがして、ちょっと残念ですね。これこそが一番少ない面積で高い

生産額が上げられるのですが、なかなか伸びていなくて、もう１０年間ぐらい全然

伸びていないですね、むしろ落ちています。 
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その原因をですね、ちょっと紹介します。農業作物全てにおいて、就業者数が減

少していますよね、当然です。就業者が減少して、しかも高齢化が進んでいるとい

うことで、世代交代によって生産技術の伝承が不十分です。また、その高齢者とい

うのは熟練高齢者、いろいろな技術を持っているのだが、残念ながらそれを伝える

相手もなければ、伝えようとしてもなかなかうまく伝えられない、そういったこと

もあるわけです。もう一つは、あわせて副業的農家の割合が増えているのですね。

結局、専業農家ではなくて、悪く言えば、表現を変えれば、片手間で農業をしてい

るような方々がかなり増えています。ちなみに数字としてもあるのですが、副業的

農家というのは、要するに農業を専業としてやっている人と、農業を副業として

やっているのにまた２つ種類があるのですね。これは、昔は第二種兼業農家と言い

ましたよね、今は副業的農家と言うのですが、こういった片手間で農業をする方が

増えてきて、自然条件であるとかほ場条件をあまり考慮せずに、いろいろな生産、

ミスマッチ経営という言葉を使わせていただければ、そういうのがやはり多いとい

うことも、この生産がうまくいかないというところの原因の１つになっているよう

です。それからやはり日本の農政といいますか、行政の進めているＪＡも含めて、

やはりこれから大規模農家とか担い手農家優先の農政を進めた結果としてですね、

やはり小規模農家とか家族農業との技術的な格差、経営格差が広がったというよう

に私は見ています。また実際に、そのような学者の皆さんもそういうふうに指摘を

しています。そこにちょっと問題があるかと思うのですが、農業というのはやはり

本来の話をしますと、大自然の恵み、生態系であるとか土といろいろな大自然の生

態系あるいは気象条件、そういった恵みを活用しながら、農家個々の皆さんがその

技術力、要するに腕ですよね。それから観察力、いろいろな畑の病害虫であるとか

生育状況であるとか、そういったのを観察する力。それからモチベーションですね、

一生懸命生産を高めていくんだというその気持ち。そういった３つの総合力がやは

り生産に反映される産業ですよね。腕の力、目の力、心ですよね、この３つの総合

力が生産に反映される産業だというふうに言われていますし、私もそう思います。

農業生産の効率性を示す指標というのがあって、その指標というのは例えば土地を

考えた場合には、土地の生産性、収穫量と面積と比較したいわゆる反収ですよね、

そういった考え方。それから労働の生産性、収穫量に対して労働量はどのくらい

使ったのか、労働時間とその人数ですよね。その労働量を分母にして収穫量をどれ

だけ上げたのかという労働の生産性。それから設備機械の投資コストですよね、そ

ういったのに対して収穫量はどうだったのかという、この３つの指標があるわけで

す。そこをしっかりバランスを取りながら生産効率を上げてくのが農業なわけです

よね。やはり賢くやらないと儲からないようにできているわけです。 



 

（42） 

私が申し上げたいことは、要領の悪い非効率的な農業者の皆さんを、しっかりと

指導啓発をしていただきたいということが申し上げたいことですが、産業課長短く、

どう思いますか。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業課長。 

○産業課長（山下秀光君） 言葉は悪いですけど、今おっしゃったとおり、要領の悪い

とかなかなかその方々に限ってですね、指導してもなかなか返事はされるのですけ

ど、次行ったときにまた同じようにされないということが多いですが、やはり底上

げということですので、やはりそういった方々も一緒になって、先ほどの中にもあ

りましたように研修会が減ってはいますが、最近からまた研修会も増えつつありま

すし、また技術員不足でこちらのあれで、なかなかそういった指導も行き届かない

ところもありますが、そういったところは隣の沖永良部事務所とか、そういった県

の技術員とかも協力しながらですね、そういった指導も徹底していく必要があるか

と思っていますので、そういったのも徹底してまいりたいというように考えており

ます。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 実は、農家の方には今申し上げましたように、やや底辺層のう

まく要領のつかめていない農家の皆さんのこういう声があります。「研修会等勉強

会があるのは一応知っているのですが、その参加者の多くが経営規模が大きくてレ

ベルも高い」ということで、ちょっと参加しづらい雰囲気があると、遠慮してしま

うという若い方、いわば未熟な農家の方の声もあります。そういったこともありま

すので、しっかり底辺層の皆さんにしっかり技術とか要領とかを伝えてくためには、

やはり品目ごとで言えば、例えばさとうきびとか畜産については比較的パンフレッ

トをつくったり、いろいろな大きな作目体系みたいな、うまくさとうきびを出すた

めにはどうしたらいいかとかの年間作業とか、そういうのをつくったものがあるの

ですね、立派なやつが。畜産についても、ちょっと調べてみましたらあります。さ

とうきびと畜産については、そこそこ作目別の生産マニュアルみたいなものができ

ていて、農家の皆さんもしっかりそれをわかっているのですね。あとは、やるかや

らないかなのですが。ところが園芸作目あるいは花、そういったのはなかなか花と

かは人数が少ないからというのもあるのですが、あまりいい資料がないというか、

パンフレットというかマニュアルがしっかりあって、こうしたらこの作目はつくれ

ますよというのが、あまり出されていないというのがあります。いろいろなネット

で見てみますと、やはり基本的な土づくりから植え付け、管理、出荷方法、そう

いったのを解説して、きめ細かな生産マニュアルをつくって、是非それを農家の

方々に配っていただいて、やっていただきたいなというのが１つ目の提案です。
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「今でもやっていますよ」という声はあるかもしれませんけど、やはり不十分だと

思います。そういう実際の研修会とか勉強会の実施だけではなくて、家に貼ってお

いて、ちゃんとそれを見ながら年間作業とか、やらなくてはいけない作業が次々と

先取りでできるような、そういうパンフレットをしっかりとつくって配布して、指

導していただきたいというのが１つの方法ですよね。是非お願いしたいと思います。 

それからですね、やはり関係団体、町長の御答弁にもありましたが、県の普及セ

ンターですね、技術専門員であるとかＪＡの営農指導員とか、あるいは指導農業士

とかの熟練農業者ですよね、そういう本来は行政の指導者ではないのですが、そう

いった方々にもお願いをして、しっかりその技術を若い人であるとか少し要領の悪

い皆さんに指導していただきたいというのがあります。是非、きめの細かい現場指

導、レベルアップのための研修会、そういったのを徹底していただきたいというの

が私の申し上げたいことです。そして、特に小規模農家とか家族農業者あるいは自

給的農家の技術を高めるための支援というのは、今世界的な動きになっています。

議長がバッジをここに持っておられますけどＳＤＧｓですね、国連が議決したＳＤ

Ｇｓの方向性というのが、世界の食料生産量の８割というのが、この小規模家族農

業者が担っているのですね。日本は９６％がこの小規模農家、家族農業です。残り

の４％がいわゆる法人とか企業です。ですから、実態は小規模家族農業者がほとん

どですね。ですから、今の農政の進め方とはちょっとまた同時並行で進める必要は

あるかと思うのですが、こういう小規模農家、家族農業者を大事にしていかないと

生き残れませんよということです。世界の飢餓問題を解決するためにも、このＳＤ

Ｇｓの目標として小規模農家、家族農業とかそういった小さな農家の皆さんをしっ

かりサポートしていくことが今からは大事ですというのが、国連の議決になってい

ます。そういう方向で是非取り組んでいただきたいなと思います。いかがでしょう、

町長。農業の振興に関して、私は正直申し上げて、町長から熱意があまり感じられ

ないような気がするのですが、これからこの農業の振興について、是非与論町の振

興発展のためにも、今からいろいろなことがあるかと思いますが、生き残っていく

ためには農業を大事にしなくてはいけません。町長からしっかりお言葉を賜りたい

と思います。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 大変お叱りをいただきまして、申しわけないと思っています。

本当に先ほどから沖野議員からありましたように、私が思うには、本当に与論町の

農業で一番何が問題かというと、高齢化と副業の問題だろうというふうに思ってい

ます。道を歩いていて、この畑の持ち主も年を取ったのだなというふうに見受ける

ところがあるわけなのです。その人の土地を集約化して若い人たちにすれば、それ
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はもう非常に反収も上がり収入も上がるのですが、中にはですね、少しでも畑がな

いとやる事がないというふうなことも言われるわけです。結局、与論町のお年寄り

はですね、ほかの島に比べて、ほかの都会に比べて高齢まで働いている、何か仕事

をしているという生きがいではないかなと、長生きの秘訣ではないかなと思ったり

もするわけです。そういうことを考えると、一概に収入を上げるために集約化し、

若者に土地を分け与えて減収をして一生懸命させればいいという、それも経済的な

面ではそうかもしれませんが、健康的な面からは、畑があったほうが良い、行くと

ころがあったほうが良いということもありますので、その付近はよく考えていかな

ければならないなというようなことを思います。それが意欲が感じられないという

ことになるかもしれませんが、その自分でやってみて、本当に動ける間はやらない

とという気持ちがありますし、そのやはりなかなか人につくらせるということも、

やはり思いきらないということもあります。しかし、現在の農業の振興からいきま

すと、やはり集約化をして経営交代をして島の発展を考えなければならないわけで

すので、そういうようなことに対して進めてまいりたいというふうに思います。以

上です。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 是非リーダーシップを取っていただきたいと思います。 

それでは、最後の３つ目の質問にまた切り込んでみたいと思います。やはり農業

の基本は、ずっと農業の話をしてきましたが、何が基本かと言いますと、やはり土

づくりなのですね。この御答弁の中にもありますが、この土づくりというのが農業

の基本中の基本なのですね。土づくりというと人間で言えば健康ですよ、健康づく

り。体が健康でないとやはり意欲もわかないし、動けないわけですよね。土づくり

というのが一番ベースになります。この土づくりという面で、私が質問申し上げた

化学肥料とか化成肥料とか農薬とか、そういったものの使い方をしっかりバランス

を取りながら適正に使用していかなくていけないというのが、今の与論町の農業の

問題の１つだと私は考えています。それで、例えば、化学肥料・農薬というのは、

販売をしているのは殺虫剤とか除草剤を含めてＪＡですよね、ＪＡ組織あるいは

ネットで取られている方も結構多いのですけど、やはりどうも様子を見ていると売

上げ優先なのですね、残念ながら。売上げ優先でと言えば反論をされるかもしれま

せんが、その適正な使用面についての指導というのは副次的になっている。副次的

なその指導啓発、行政も含めてですね。そういったことでこの指導啓発というのが

足らないなというのが印象です。放ってくとやはり環境汚染につながるし、水質汚

染につながるし、問題だから申し上げているのですが、その地下水への悪影響とい

うのもすでに顕在化していますしね。化学肥料と化成肥料もそうですけど、有機肥
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料との大きな違いというのは、土壌改良効果があるかないかなのですよね。土壌を

改良してふかふかの土にするか、水はけが悪い、水持ちが悪い、そういった土壌改

良効果があるかないかという差なのですよ。有機肥料、先ほどの堆肥とかあるいは

緑肥とか、そういった有機物の肥料というのは、土の中にいる微生物によって分解

されるわけですよね。微生物によって分解されるために、その微生物の分泌物効果

で、土壌の団粒化が進んでふかふかの土壌になるということで、そのバロメーター

というのは、さっき冒頭のＹＭ菌のところで申し上げた有機肥料の性質というのは、

炭素率、Ｎ分のＣで表せるようになっています。そういうことで、土壌診断という

のが非常に大事だという話が答弁の中にありました。土壌診断センターは年間どの

くらい利用して、それが例えば、全農家の何％、何割、１割もないのではないです

かね、利用率はどうですか。土壌診断センターの診断件数とか、年間何人ぐらいが

利用されていますか。簡単にお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業課長。 

○産業課長（山下秀光君） 令和３年度実績で申しますと、土壌診断件数で５６２件の

方がやっています。分析項目としては９項目ございまして、その中の３,２８６点

ほど検査をしています。全体の農家のパーセンテージにつきましては、ちょっと把

握していません。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 全農家の何割ぐらいが使っているか、どのぐらいの面積になる

のかというところを、ぱっと産業課長が答えられないということは、あまり関心を

持っていないというように聞こえるのですよね。そこをしっかり即答できるように、

しっかり課長も頑張っていただきたいと思います。ちなみに、農林水産省はこうい

うのを出しています。今年の６月に、「みどりの食料システム戦略」というのを打

ち出しました。「みどりの食料システム戦略」でもって２０３０年の目標を設定し

ています。化学農薬を２０３０年に１０％低減、化学肥料を２０３０年に２０％低

減というのを打ち出しています。ということは、当然自治体に対してもその指導と

か通知とかがあると思うのですが、与論町の目標は設定されていないようですが、

そこはどう考えていらっしゃいますか。町長は答えにくいでしょうから、産業課長

お願いします。簡単でいいですよ、目標はありますか。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業課長。 

○産業課長（山下秀光君） 今後検討させてください。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） やはり答弁の中には作文として出ていますが、やはり土壌診断

結果というのはまず徹底する必要があるのですね。そのためには、もちろんその指
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導員であるとかスタッフも準備しなくてはいけませんし大変ですが、答弁にあると

おり土壌診断結果がまず大事なのです。それに基づいて新しい堆肥センターの完熟

堆肥を使ったり、あるいは緑肥作物によってしっかり土づくりを進めていただきた

いというのが、私の申し上げたいことです。例えば、緑肥作物については、今堆肥

もそうですが、肥料とか飼料がものすごく上がっていますよね、これからも上がり

続けます。こういった高騰対策にもなりますし、今農林水産省の方でも支援事業を

いろいろ考えて頑張っておられるようです。この有機物を使った堆肥とか緑肥作物

を使って、しっかり土づくりをしていただきたい。連作障害にもつながりますので

ね。そういったことを申し上げたいと思います。 

いろいろ申し上げたいことがあったのですが、ちょっと時間も３分になってしま

いまして、結論的には先ほどの島内産の良い堆肥をしっかり活用していただくこと

と、緑肥とかの有機質資材を使ってしっかり土づくり、それからできれば化学肥料

とか農薬とかを抑えながら、いい活用方法を組み合わせて農業の振興に頑張ってい

ただきたいというのが、私の申し上げたいことです。 

最後に、この必要な指導者等の資格というのがありますが、この指導者などの人

材が不足しているのであれば、今、農林水産省、国土交通省は、いろいろな地方応

援隊として若手官僚、２０代、３０代の係長級を２年間自治体に派遣する事業もあ

ります。それから総務省は、今使っている地域おこし協力隊もさらに人数を増やす

という計画ですので、しっかりこういった事業を活用していただいて、しっかり農

業振興につなげていただきたいと思います。最後に、町長の意気込みをお聞かせく

ださい。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） ありがとうございます。私たちも島の植物を利用した堆肥づく

りとかを進めてまいりたいなというふうに思っておりまして、特に本町はやはり生

産性を上げるためには土作りは大事だと思っていますので、今後頑張ってまいりた

いなというふうに思います。よろしくお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 是非、今台湾有事のこともありますので、農業は非常に重要で

す。今国民が飢えるかもしれないという専門家の意見もあります。農業は大事です

ので、皆さん共に頑張ってまいりましょう。 

以上で終わります。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） 以上で、沖野一雄君の一般質問を終わります。 

ここで暫時休憩いたします。午後は１時半から再開したいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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休憩 午前１１時３０分 

再開 午後 １時２９分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次は、５番、喜山康三君に発言を許します。 

５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） こんにちは。頑張っていきましょう。よろしくお願いします。

一般質問を始めます。 

１ 海浜や海浜背後地の景観保全、自由に海浜利用できる環境づくりにどう取り

組んでいるか。 

(1) 船倉海岸をはじめ品覇海岸など海浜背後地の開発が進んでいる。住民や

観光客が自由に海浜を利用できる道路確保と景観保全等を行うために、地

権者や開発業者に対し積極的に協力要請を行うなど、制度づくり等に取り

組んでいるか。 

２ 防災無線運用、組合消防体制について伺いたい 

(1) 防災無線の放送内容、放送時間の長さ、火災発生時における通報と火災

発生場所が大きく離れていることやデジタル音声は聞き取りにくいなどの

問題は依然として改善されていない、見解を伺いたい。 

(2) 消防設備導入の在り方、組合負担金の見直しについてはどのような見解

を持っているか伺いたい。 

３ 与論町の郷土学習の取り組みについて見解を伺いたい。 

(1) 郷土学習をどのように捉え、今まで何をどのように取り組んできたか。

今後、どのような郷土学習を進める考えか伺いたい。 

以上、よろしくお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） まず最初に、海浜や海浜背後地の景観保全それから海浜の利用

についてです。 

現在、国・県や関係機関と連携を図りながら、週報等による周知を図っていると

ころであります。しかし、まだまだ周知の徹底に至っていないのが現状です。また、

自然公園法における規制をクリアした案件につきましては、国や県も工作物の新築

許可を妨げる法的根拠もなく、周辺住民への配慮と理解を得てくださいという要請

程度の効力しかありません。 

現在、景観を守っていくために、町民の賛同を得られるような景観条例の制定に

向けて準備を進めているところです。 
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次に、防災無線の運用についてです。 

防災行政無線の運用につきましては、緊急時以外、運用規則に準じ、災害情報、

町行政の普及及び周知に関することなど、町民にお知らせする必要があると認めら

れたものを放送しています。放送につきましては、これまでさまざまな御意見をい

ただいており、放送時間や内容について見直しや検討を行ってまいりました。引き

続き運用についての検討を重ね、必要な情報提供に心がけてまいります。 

火災や救急要請の際、携帯電話等による火災発生の通報を受けると、消防本部に

ある消防指令台において場所の特定を行い、音声合成放送により消防団の出動要請

を行っています。自動音声については従来の音声の改良を行い、肉声に近い音声で

対応しています。また、火災発生時における防災無線からの放送と火災発生場所の

相違等については、個人情報の観点から特定した発生場所の放送内容のお知らせが

できないため、近隣の公共施設等の目標物を放送しています。 

限られた人数で業務を遂行する中において、火災現場においては緊急性を要し危

険を伴うため、日頃から訓練を行い、消防資機材等を適切に取り扱うことのできる

消防団員の役割が重要であることから、通報を受けた情報をもって自動音声で迅速

に消防団員に出動要請を行うと同時に、本署職員の協力のもと、消防団員にはＳＮ

Ｓを活用して特定した位置情報を通知し、迅速に消防活動を行っているところです。 

次に、組合消防体制についてです。 

現在、消防組合負担金については、基準財政需要額７割、均等割３割で負担運営

しています。 

仮に解散した場合、本町において消防組織法により新たに消防長１人、署員３人

の配置が必要となり、年間人件費４０００万円ほどの増額、また、解散時初年度の

簡易型司令台等の必要経費が約２億７０００万円追加となり、財政が極めて逼迫す

ると考えられます。３町の負担金で運用されている本組合は、それぞれの基準財政

需要額を基本とした負担金で運営していくことが望ましいと考えていますが、今後

の見直しについては、慎重に検討を重ね協議を進めてまいりたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） それでは、与論町の郷土学習の取り組みについて御回答した

いと思います。 

郷土教育は、「郷土を知り、郷土に学び、郷土の伝統と文化を尊重し、我が国と

郷土を愛する態度を養い、郷土を創造・発展させる教育」と考え、さまざまな視点

から、各種の取り組みを推進しています。 

その進め方についてでありますが、教育委員会の重点施策１では体験活動の充実、

２では郷土・伝統文化教育の推進や海洋教育、５では文化財調査・保存・活用と
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いった項目を位置付け、さらには特色ある教育の推進も行っています。 

重点施策２の郷土・伝統文化教育の推進では、ユンヌフトゥバ学習、ユンヌ検定、

与論カルタ大会、与論ことわざカレンダーの掲示、十五夜踊りや三味線（三線）な

どの保存と継承支援等を、道徳では、ユンヌのことわざを生かした授業を進めてい

ます。さらに、体験学習の充実においても郷土教育を視点においた取り組みをして

います。 

海洋教育の推進では、主に、与論町の活性化･持続可能化を目指した取り組みを

小中高一貫して行います。そして子供たちが、将来どの地においても、社会を生き

抜いていける力を育む教育を推進してまいりたいと考えています。 

文化財調査・保存・活用においては、文化財保護審議会の活性化、文化財及び埋

蔵文化財の発掘・調査などの取り組みがありますが、特に来年度までは、与論城趾

の国指定に向けた発掘調査と課題の明確化、取り組み、住民への啓発活動を推進し

てまいります。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 通告した一般質問に入る前にですね、今のいろいろなテレビ

ニュース、ロシアのウクライナ侵攻に始まって、中露の北方領土海域での訓練です

ね、先ほど１２時のニュースでも載っていましたけど、それから台湾問題など、ま

た翻って日本の国内を見た場合、霊感商法の旧統一教会と自由民主党、安倍元総理

との関係など、こういう状況を見ていて、本当にこの日本は一体どこに行くんだろ

うかと。本当に怖いというか今からの子供たちとか将来に対して、この日本で一体

何をやっているのだろうなと、つくづくあきれるやらびっくりするやら驚くやらで

ですね、議員の１人としてきちんとその辺も捉えて頑張ってまいりたいなと思って

いるのですが、フェイスブックで１つとてもいいなというのがあったので、ここで

紹介しておきます。「民主主義の前提は非殺主義です。民を殺さず、殺させずを実

現させる努力をするからこそ政治家は尊敬されてきたのであって、君主のように、

貴族のように振る舞わせるために政治家に政権を委ねられているという前提はあり

ません。政治家は命懸けで政治を行っていることが前提です。だからＳＰも付きま

す。命懸けで彼らを守る人がいます。政治家が言葉と態度に命を託すからです。そ

して、彼らの存在は言論の自由を保障するものです。憲法も法律もそのことを保障

するためにつくられたものです。」今はネットのおかげで、いろいろなすばらしい

方々のことを目にすることができるのですが、今回、これが非常に気になったので、

皆さんに御紹介したわけです。 

早速、通告した一般質問に入りたいと思いますが、海浜保全とか背後地の保護あ

るいは景観の保全、またその需要のあり方、町民や観光客が自由に利用できるみん
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なの財産であるという観点から、このことについては今まで幾度となく質問いたし

ました。町長の御担当が書かれたと思いますが、この文面の中にこういう思いが欲

しかったわけですよ。杓子定規の言葉で答弁すればいいと、そういうものではない

のではないかと、そういう意味でお答えいただきたいのですが、ずっと今まで議会

でいろいろ質問したり、町長や皆さんにいろいろなきついことも言いますが、それ

が何でそういうことを言うのかということを、ある意味ネガティブではなくてポジ

ティブに取り入れてくれるようにしていただきたいと、こういう問題が起きていま

すよ、どうしたらいいですかということで言っているわけですよね。そしたら、執

行部の皆さんは将来この問題に対して、どういう形の政策立案をしようかというこ

とをやはりさまざまな手法を使って立案し、検討し、勉強して、私たちの議会や町

民に提示すべきだと僕は思うわけですよ。そういうことがほとんどないから、わあ

わあぎゃあぎゃあいうことだけに終始しているような感じがするのですよね。堆肥

による環境汚染のこともそうですよ。こういう観光問題でもいろいろな問題があっ

ても、こういう問題を提起されたら、じゃあこれはどうして解決しようかと、将来

に向かってどういう方向でこの問題をどういう政策でもって解決方法があるか、そ

れについて皆さんから政策的な提案が欲しいわけですよ。この中には、政策的な提

案がないわけなのですよ。本当にがっくりするのですが、町長、この点はいかがお

考えですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 喜山議員の心情は、私もわかっているつもりであります。本当

に島の海岸を守りたいという気持ちは一緒ですが、その手段として、結局国や県も

なかなかその景観条例についてできないわけということで、町の方でも何とか景観

条例をつくって対応できるようなことはできないのかなというようなことで動いて

きているわけですので、今後何か根拠もなくできないとかできるというのが言えな

いものですから、まず条例をつくってみたらどうかと思って提案をしているわけで

す。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 条例をつくるのも結構大事な話ですよね。条例をつくるために

どういう手続きがいるか、いわゆる手続きが民主主義ですよね。だから、この辺に

ついても何ら今まで提示がない。いつ頃までどういう形でやりたいと、そういう具

体的な方向付けとか、そういうものをお示しいただきたいのですよ、尋ねる側にす

ればですね。それから、世の中全てが法律とかそういうもので解決できることは、

ややもすると少ないかもしれないですよ。町長など観光課担当の方々、副町長も、

例えばこういうことに対して、じゃあどうしようかと、１回島の周りを回って、浜
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の状況がどうなっているか、浜の利用状況がどうなっているか、それと１回見たこ

とがあるか。どういう状況になっているかということについて、町長自ら足を運ん

でどういう状況かを把握されたことはありますか、いかがですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） どういうのを状況把握というかわかりませんが、私は休みのた

びに回っているわけです。回っていて、あっ、ここはこんなに変わっているなとか、

こういうふうなのが出てくるのではないかなという心配はしたりしているわけです

が、本当にそれに対しても、うかつにものが言える立場ではないなと思っていると

ころです。何とか法をつくり、制定してから言えるようになればいいなと思ってい

るところです。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 町長の立場というのは、わかっているつもりなのですよ。だか

らその行政や法律や条例ではできない、乗り越えてみんなと共同体制、いわゆる協

調体制を取るために、どのような方法をしていこうかとか、その辺のための努力を

もっとこうやっていただきたい。是非それを要望しておきます。今までいろいろ海

浜が利用できなかったり、立ち入りができなかったりしていますが、それをどうい

う形で解決しようかということは、必ずしも現在の地権者の協力を得ることができ

なかったら、別の手立てもあるでしょう。新しい通行路の新設などあるいは立ち入

りできるような道路とか町道をつくるとか、さまざまな手法があると思うのですが、

観光推進とかそういう自然保護ともかね合いしながら、この辺も立体的にプランニ

ングしてほしいですよ。ただ、そこは地権者の土地だから承諾を得られないから利

用できないということで、それから条例も簡単にそうたやすくはできないと、県の

条例でも何でも、個人所有地を簡単に法律で押し切ってやるわけにはいかないわけ

ですから、それをどういう形で乗り越えられるかという前向きな提案を求めている

わけですよ。そのための話し合いの機会をもつとか、そういうものの創意工夫を是

非やっていただきたいと。それについてはどのようにお考えか、商工観光課長お願

いします。 

○議長（髙田豊繁君） 松村商工観光課長。 

○商工観光課長（松村靖志君） 答えになるかわかりませんが、また観光課の方でもい

ろいろ海浜地とか入るところとか調べていって、またその土地の持ち主がどういう

方なのかというのは、まだ全部は把握しきれていなくて、またそこら辺を勉強して

まいりたいなと思います。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 何にもしていないということですよ。もうこれだけ言えば、何
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回もこのことを言っているから、商工観光課長は商工観光課長なりに、島の開かれ

た観光地をどうしようか、海浜地をどういう形で開放しようかと、それを考える施

策を考えているべきではないですか。全くこの調子なのですよ。もう情けないと

言ったらもう情けない。是非、この辺についてももう少し真剣に取り組んでやって

いただきたいと。例えば、兼母海岸には大きく分けてテーハニブとかナーハニブね、

ミシハニブ、海岸がいっぱいありますけど、その大きな浜のうちの幾部だけしか利

用できていない状況なのですよ。これについては、例えばさっき言ったように、少

し取り付け道路をつくってほかの方法を考えるとか、やはりこの辺の島の至るとこ

ろでハマオリとかいろいろな形があったとき、町民も喜んで遊んでくつろげる場づ

くりの意味もありますから、是非この辺を網羅した形で政策立案をできないかと、

それを町長に是非お願いしておきます。 

ところで、課長、景観条例とかについてはどのような考えで、今までどのような

取り組みをされてきたのか、どういうコンセンサスを得ながらやっていくつもりか、

この辺の基本的な方針については決まっていますか。 

○議長（髙田豊繁君） 大馬環境課長。 

○環境課長（大馬福徳君） お答えいたします。 

景観条例についてはですね、前回の議会でも指摘されておりましたので、７月２

１日に、大分市湯布院の方に観光協会、商工会のメンバーと視察に行ってまいりま

した。参考までに、旧湯布院町、こちらが５３年に視察でドイツに行って、「潤い

のある町づくり条例」というのを平成２年につくっています。平成１７年に景観法

が施行されていますので、それに伴って、湯布院町が景観行政団体になっています。

そこから平成２０年に合併し由布市になってから、そこでまた湯布院町の景観条例

をそのまま由布市の方に条例をそのまま採用して、それからまたいろいろ街道整備

とかの条件、マスタープラン等を施行して現在運用しています。この視察をしまし

て、与論町も７月にここに視察に行っています。１２月の議会までにはその協議会

の設置要綱を上げたいと思っています。それから、湯布院は１０年とか２０年ぐら

いのスパンでやっているのですが、与論町の景観条例の制定に向けては、おおよそ

２年間プランを設定しながら、まず第一に、与論町にあるべき景観条例の内容はど

んなものかというのをみんなで決めていくために、地域住民への説明会を主に行っ

て、あと現状を知るための各地域の現状における景観をみんなで探ってまいりたい

と。その中で、与論町における適した景観条例というのをつくり上げてまいりたい

と考えています。それの目標が、あと２年ぐらいを予定しています。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） この景観条例についても、ずっと以前からいろいろ提案して要
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望していたのですが、町長、ありがとうございます。大馬課長になってから初めて

こういう形で具体的に出てきたのですよ。こういうことを早くやってほしかったわ

けですよ。本当に大馬課長になってからここまですぐ取り組んでくれて、非常にさ

すがだなと思っています。是非ですね、もっとスピードを上げて取りまとめていた

だけるように、課長よろしくお願いします。 

次に入りますが、防災無線ですね。防災無線については前にもいろいろあります

が、今回ここ２、３年近く、いわゆるコロナの報道がしょっちゅうされているので

すが、ああいう４０代が何人とか、何十代が何人出たとかね、そういう数字を私た

ち町民にあんなにがなりたてたところで、あれは一体何になるのですかね。新聞で

も内容が報道されているし、また「必要だったらネットを見なさい」とか、「鹿児

島県のホームページを見なさい」とか放送していますよね。ああいう放送自体が、

私はもっと静かなまちを取り戻せないかと。防災無線というのは必要最小限にやっ

てもらいたい。ああいう放送をやっていて、本当に恥ずかしいと思いませんか。し

かも、ああいう防災無線は必ずしも町だけではなく、人家の密集地だとか住宅の密

集地だとかですね、それから宿泊施設の近くにあるとかですね、もういろいろな苦

情が入っているわけですよ。これについて、もうちょっとこの運用のあり方、使用

時間ですよ、それについてはどのようにお考えか、総務企画課長お願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 町本総務企画課長。 

○総務企画課長（町本和義君） お答えいたします。 

まず防災行政無線につきましては、災害時とか緊急ですとか、あってはならない

ですがミサイルが飛んだときとかに、町民の皆様に情報をお伝えするための重要な

設備だと思っています。防災無線につきましては、町全域にその情報を提供するた

めに、必要な音量で放送させていただいているところです。その放送設備の近くに

住んでいらっしゃる方々に対しましては、大きな音量とかそういう御不快な思いを

させていることに対しましては、おわび申し上げたいと思っています。 

その放送音量とかそういうことの内容につきましては、地形や集落の点在してい

るエリアの状況など、また周辺の放送設備との位置関係等を考慮して設置しており

まして、町内には３９カ所配置してあります。これを原則として撤去するとか移設

するということは、ちょっと困難だというように思っています。 

放送の音量につきましては、音が大きいという御意見、または小さくて聞こえづ

らいなどといった双方の意見を伺っているところですが、もしそれが少数の反対で、

もし万が一、その多数の犠牲が出た場合はどうするかということも考えることから、

適正な音量の確認又はスピーカーの向きなどの調整を行って設置しているところで

あります。しかしながら、時と場合によってはまた大雨、豪雨とか、風向きなどに
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よっては隅々までお伝えできない場合があり、全て同じ条件にするということは困

難な状況ですので、可能な範囲で今後も適切な音量で放送に努めてまいりたいとい

うふうに思っています。 

また、先ほどのコロナの放送についてですが、現在、夕方の６時に毎日その感染

状況をお知らせしているところですが、その日の６時までの感染状況を町民の皆様

にお知らせしまして、本町の病院施設における新型コロナ感染による中等症である

とか重症者の受け入れ数が限られているということがありまして、これがまた多く

の方々が感染するとなると、医療機関も逼迫いたしまして、普通の通常の診療とか

そういう業務に及ぼすという観点から、毎日の感染状況を町民の皆様、また御来島

中の方々に、感染症に対する警戒を今一度お願いしまして、御協力をお願いしてい

るところでありまして、その点は御了承いただきたいなというように思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 毎日ね、コロナが何人感染したとか言われたって、これが感染

対策にどれだけ貢献しているかと思うのですが、逆にお聞きしたいのですよ、あの

放送を聞くたびに、皆様方はどういう感染対策をまた何かやっているのですか。特

別に何かやっているのですか。これがうるさいとか何とかというのではなくて、う

るさいのはもううるさいのですよ。それを必要最小限の範囲にとどめて、もっとや

る方法を考えてくださいませんかということを言っているのですよ。コロナ感染の

放送を聞いてもですね、あれが果たして感染防止にどれだけ役に立つかというのは、

頭をかしげたくなりますよね。気持ちはわかりますよ、何か危機を一生懸命あおっ

て、戦争だ、北朝鮮からミサイルが飛んでくると言って、頭を抱えて隠れなさいみ

たいなのも前にありましたけど、訳のわからない危機をあおるためにわあわあして、

とんでもない迷惑をかけている状況ではないですかということです。だから放送内

容についても、簡単明瞭、短時間にするという、そういう工夫をもっとしていただ

きたいと、それを要望しているわけです。是非、考慮してくださいますようお願い

します。 

それから、組合消防についてですが、これもまた何回も聞いているわけですが、

消防設備導入のあり方。この消防の場合は、もちろん常備も非常も消防関係ももち

ろん救急関係も入るという形で御理解をいただいて答弁が欲しかったのですが、私

の書き方がちょっとまずくて。この消防設備とかを導入するに当たって、場内で例

えばどのような検討会をもたれているのかなと、タンク車が何台必要で、どれだけ

の能力のタンク車がどこに必要だと。そして今の非常消防の場合が、団員数とその

設備の配置関係、それについてどのような検討のあり方をしているのかお聞かせく

ださい。 
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○議長（髙田豊繁君） 町本総務企画課長。 

○総務企画課長（町本和義君） お答えになるかどうかわかりませんが、現在の消防団

員の勤務体系、体制等についてをちょっと話しながらまいりたいと思いますが、現

在分遣所においては、所長を含めまして所員が１３人、そして会計年度任用職員が

１人の計１４人で運用してございます。基本的に４人常勤する必要がありまして、

勤務状況は２班、１班６人、２班６人、それぞれが日替わりで交代して運用してい

ると。そのうち２人は休みを取るということで、勤務は８時半から翌日の８時半ま

での勤務ということになっています。 

緊急時は消防法で定められている３人で出動しまして、残る１人は電話対応、ま

たその他指令伝達のために分遣所に常駐しています。火災時につきましては、その

水槽付きの救助工作車が１台、そして１０トンタンク車１台をもって４人で出動し

て、その後に非番になっている方が救急車をもって現場に出動するというような感

じになっておりまして、このとき、分遣所は不在となりますので、電話は沖永良部

の本署へ転送されるというようになっています。ということから、現在の限りある

そのタンク車１台とその水槽付きの救助工作車１台というのが現状なっていますの

で、次の必要な機器につきましては、まだ話はしておりません。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 消防車とかタンク車とか非常消防が持っているもの、あるいは

常備が持っている、トータルで消防活動が行われるわけですよね。そのときにどの

ような火災にどれだけ何が必要かと、また今までの火災においてどれだけ消防車が

不足していたとか、そういう事態も出ているとは聞いていませんけど、要するに、

こういう与論島を１個の島として、この消防設備というものは、どういうものの設

備が必要かということの勘案というのはあってしかるべきだと思うのですよ。それ

に基づいて、常備消防の中の装備もこの程度でいいと、これまででよいと。タンク

工作車というのがありますよね。一昨年９０００万円ぐらいで導入した消防タンク

車兼作業工作車。結局、いろいろな形でこういうものを必要だ必要だと導入してき

たら、もう機材だらけで運用する人がいなくてですね、いざとなったときに。そう

いう人員の配置の問題、設備の問題を、どこでどういう形で調整をされているかと

いうことをお聞きしたいのですよ。副町長、どんなものですか、これの考え方につ

いては。 

○議長（髙田豊繁君） 久留副町長。 

○副町長（久留満博君） 非常にその辺のことは難しいと思うのですが、例えば、台風

情報みたいに、非常に大きい台風が襲来しますというのであれば、大体どのくらい

の台風というのがわかる。その次の規模、小さい台風というふうにわかるのですが、
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火災の場合には小さな火災です、大きな火災ですという放送はできません、炎症と

いうのがありますので。そういった中で最大の効果を発揮して、最短でその災害を

抑えるためには最小限度のスタッフを揃えて、機材も準備をしていかないとしょう

がないという部分もあると思いますので、その辺は現場の方と相談をしながらの対

応ということになると思います。答えになりませんでしたが、よろしくお願いしま

す。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 確かに災害というのは想定できるわけではありませんが、やは

り一定のたがをはめて予算のあり方ですよ、常備とか非常消防とかのあり方におい

て、一定のこの範囲で収めようと、その辺の財政とかのこともあるから、これでや

りましょうという一定の方針とか指針がやはりあっていいのではないかと、そうい

う考えでお聞きしているわけですよ。それから、少子高齢化に向かっているわけで

すよね。ここに持ってきたのですけど、例えばパチンコ屋から介護施設から、ヨロ

ン島観光協会からヨロン園から、いろいろなところから新聞の求人の折り込みが

入っているわけですよ、わかっているとおり。なぜこれを言うかということは、今

後の消防とか緊急事態において、非常と常備消防と消防団員だけでね、これが対応

できるかということなのですよ。やはり常備消防でも年休で休んでいる方もいらっ

しゃるし、具合が悪い方もいらっしゃるし、またいろいろな形で出動できない方も

いらっしゃるわけですよね。今の人数はめいっぱいですよね、これ、１３人という

のは。消防団員も火事現場に出動する人というのは、大体決まっているような状況

です。ということは、いざとなったら、やはり現場に早く駆けつける一般の方々の

協力体制も取る必要があるのではないかと。そういう人たちの協力も得ながら、一

緒に緊急事態に対応するような新たな消防のあり方の枠組みを考える必要があるの

ではないかと。ボランティア消防団員でいいと思うのですよ、名前は。私はいざと

なったら、いつでも駆けつけますよとか、駆けつけたいよとか、そういう形の組織

もあってしかるべきだと。だから、消防団員にはＳＮＳを利用して特定した位置情

報を通知しているとありますが、これは、与論町民だったら希望者がありましたら

ね、予算の都合があるからわかりませんけど、希望があったらこういうことは個人

にもボランティア団員にも発信しているようなシステムもつくっていいのではない

かと。だから、今までのやり方、今までのあり方ではなくて、もっと縦横無尽に少

子高齢化に向かっていますから、その辺の努力をしていただきたいと、是非それは

要望しておきます。町長いかがですか、私はそのように考えますけど。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 結局危険を伴う仕事ですので、そのボランティアを募集すると
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いうことによっぽど気をつけなければいけないなということを考えながら聞いてい

たのですが、その町民にあなたも来てください、来てくださいと言えるのかどうか、

その付近のこともよく考えて、そのボランティア団員というのは、本当にある人に

とっては自分から一生懸命してくれる人もいるでしょうし、本当にただ見に行く人

もいるでしょうし、いろいろあると思いますので、その付近のことはよく検討して

みないといけないと思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 町長がおっしゃることは十分わかりますよ。やはりそういう火

災現場とかそういう事故現場に出動する消防隊員も、全部一定の危険を背負ってい

るわけですが、そのリスクヘッジをどうするかということは別として、一定の形で

この現場に来て、例えば消火活動を手伝う中で何かケガしたとかいうなら、一定の

形の保障制度もつくるのが当然ですよ。私がお願いしたいのは、こういうことを前

提として制度づくりをしてほしいということです。今おっしゃるように町長が懸念

することもあるから、その辺も取り入れて、制度づくりを取り組んでいただきたい

と。是非、もちろんそういうボランティア制度というのは、さまざまな分野にある

わけですよ。例えば、片づけしているときのボランティアだって、そこでケガする

わけですよね。だから、いろいろなボランティアがありますが、その辺についても

研究して、そういう制度づくりをしていろいろな一般の方々の協力も得ていかない

と、今からこういう少子高齢化の中では社会を支えていけないだろうし、その辺の

仕組みも考えていただきたいと要望しておきます。 

次に入ります。与論町の郷土学習の取り組みについてですが、教育長、私は判を

押したような答弁を求めるために一般質問をしているつもりではありませんよ。教

育長が郷土学習をどのように捉えているかということについて、お考えをお聞かせ

ください。教育長の考えを聞いているのです。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） わかりました。というか、これに変わることはないので、私

の言葉で申し上げれば、やはり郷土をよく知ること、学習によって地域を愛し、そ

して地域を起こすためにあるということで、私は「島だち」の教育という言葉に集

約してキャッチフレーズをつくっています。そういう意味でありますので、簡単に

言えばそれだけです。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） すばらしい答弁ですね。誰も郷土を学習して、郷土を大事にし

たいという気持ちを培うためだとはわかりますが、郷土のその前に何がありますか

ね。郷土の前には。簡単にお願いします。 
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○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 簡単に、ウヤガナシであります。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） やはりずばり、教育長さすがですね、私もそう思います。やは

り、郷土のもとというのはやはりウヤガナシですよと僕も思う、家庭だと思うわけ。

自分がここにいる存在といったら、自分の両親のおかげですよね。両親にはまた両

親がいるわけですよ。少なくとも私にはそういう意味で子供たちに、あなた方はお

父さんとお母さんがいて、またじいちゃんもばあちゃんもいると。その人たちがど

ういう生活をしてきたとか、昔はどういうことをしてきたのだろうかとか、そうい

うことから、私は始めるのが一番いいのではないかと。「島だち」は、それは後の

話でね、結構なことですが、やはりこの辺の自分なんかの生まれた島のことや自分

なんかの家族のこと、自分がここに存在することの意味、そのことについての問い

かけとかそういうものの学習というのを、なかなか私も小学校、中学校時代なかっ

たような気がするのですよ。それも７０歳過ぎてからやっと、ああ、なるほどなと。

ああいう社会だからこういう人間になったなと、もしかしたらもっとすごい人間に

なっていたかもしれないけど、是非、ユンヌフトゥバ学習とかユンヌ検定とカルタ

とかもういいですよ、ここに置いておいて、もう今までいっぱいやってきましたか

ら。もっと原点に返った形のいわゆる自分を見つめる形の教育というのを、教育と

言ったら申しわけないですよね、もっとその辺をする必要があるのではないかと思

いますが、いかがですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 原理原点全くそれだと思います。そこに至るかどうかという

ことはまた別にして、自分を見つめるという部分があります、おっしゃるようにで

すね。難しいところですが、自分が育った環境を考えるところも自分たちを考える

１つの意味、出自というのですが、自分たちが置かれた位置において自分があると

いうことも考える。また改めて、先ほどのように親のこと、じいちゃんのことを、

いわゆる家系図という言い方は悪いですが、どんな親父で、どんなじいちゃんだっ

たいうお話を家族の中から聞いていくということは、非常に大きくその子供のため

に成長になります。それは時に、負けるなであったり、時に負けることであったり

いろいろなやり方があるが、おじいちゃん、おばあちゃんたちが必死に生きるため

に、さまざまな知恵や、長くなりますのでそういうことですので、大事なものだと

思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 教育長が今おっしゃったことをですね、別の形で具現化した形
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で新たなめくる形で始めていただいたらどうですかね。是非、これをお願いしたい

と思うのですよ。私いつも言っていますが、与論にも特攻花というのが茶花の墓地

に咲いていましたが、それも特攻機が来て与論の茶花の海岸から飛行機を落として

いったのが根づいた花だということで、小学校のときに親父から教えられたのです

が、この与論の西方海上って、終戦というかもう最後の特攻の激戦地なのですよ。

だけど、いろいろな文献には沖縄近海として載っていないのですよね。こういうい

ろいろな歴史もあるし、その中で親父やじいちゃんがどういう形で生きてきたかと

か、その辺なんかもやはり何か自分につらいことがあったときに、自分の生きる糧

になるのではないかと、僕はそう思っているのですが、是非、足元には逆に本当の

歴史が転がっている感じがするのですよね。私たちはそれを見つけきれないだけで、

気付かないだけで。是非、そういう意味で郷土学習あるいは平和学習、その辺につ

いてももうちょっといろいろ検討していただきたいと。 

それから、林健太郎君が来ているから、ちょっとあなたにお聞きしたいことがあ

るのですが、与論町史がありますよね。与論町史の最後のところにある年表があり

ますよね。あれを一通り見たことがありますか。 

○議長（髙田豊繁君） 林教育委員会事務局長補佐。 

○教育委員会事務局長補佐（林 健太郎君） 申しわけございません、全部は、一通り

は見ておりません。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 私ももうそんなに偉そうなことを言えるわけではないですが、

年表を見たのもここ１０年ぐらいなのですよ。与論町史を与論町の職員の皆さんも、

議員の皆さんもね、与論町史というものをもう一回めくって目を通してもらったら

どうかなという感じがしたのですよ。やはり中にはうなずくような、ちょっと首を

かしげるようなものも、もちろんないわけではないと思いますが、やはりそこから

郷土教育も始まるのではないかと。是非、それにまた必要なものは、まず私たち自

身がそういうことについてもっと深い関心を寄せて、見守る必要がある、見ていく

必要があるのではないかと。商工観光課長ね、何回も僕が特に申し上げたいのは、

こういう与論島の歴史というものを掘り下げてみていくと、島の観光にどういう形

でこれが役立つかと、そういうもののコンテンツがいっぱい転がっている感じがす

るのですよ。与論島全部を回って見てもね、例えばここに昔何があったとか、どう

いうのがあったとかいう形の掲示板というのですか、標識みたいなものが、表示板

がほとんどないですよね。ある意味寂しさが、この島は一体何の島だと思ってしま

うわけですよ。例えばヤグチの辺りとかピグチとかいろいろな古い地名がいっぱい

ありますよね。そこで何でこういう地名がつけられたんだろうかとかですね、そう
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いうものについてももうちょっと歴史的考察で観光推進教育の見直し、それを焦点

を当ててほしいなと思いますけど、大馬課長どう思いますか。 

○議長（髙田豊繁君） 大馬環境課長。 

○環境課長（大馬福徳君） 今日は、環境と観光とがごっちゃになっているような感じ

でちょっと戸惑っていますが、私も歴史は好きなので、そういう前浜の沖合にグラ

マンが沈んでいるとか、昔いろいろそういう取材も受けたことがありますので、是

非また歴史とそういう教育とを絡めた教育観光の島ということでやっていければな

と思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 私もなまじっか与論の歴史についてもほじくりまわしているの

ですけど、前浜にトゥル墓がいっぱいありますよね、何で前浜にトゥル墓がいっぱ

いあるんだろうと。やはり前浜というのが海上交易の拠点だったということもかな

り密接な関係があるなというのがちょっとわかってきたので、ですけど、地元にあ

る、足元にあるいろいろなこと、例えば与論にインジャバリンがありますよね、ヒ

ジャバリンと言いますけど、なぜヒジャバリンがあるかということとかね、その歴

史的背景があるわけですよ、その辺が少しずつわかってくると。だからそういう意

味でも、自分なんかの郷土とか歴史とか、それについてみんながもっと関心を持っ

てやっていけば観光もおもしろくなるのではないかと、そういう感じがするのです

が、仁禮課長、どう思いますか。 

○議長（髙田豊繁君） 仁禮水道課長。 

○水道課長（仁禮和男君） おっしゃるとおり、うちの近くにもいろいろな史跡等ござ

いますが、今いろいろ喜山議員からお聞きして勉強したところもですが、前浜に風

葬がたくさんあって、そこがまた交易の拠点であったからそうだったというところ

もあります。琴平の下あたりにもまたたくさんそういったところもございますので、

観光に生かせるかどうかというところはわからないですが、歴史的な史跡ですので、

そこら辺はまた案内看板とかそういったものを立てて、将来の子供たちにも啓発す

ることは大事かと思います。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） どうもすばらしい意見ありがとうございます。もっと本当に島

にはいいものがたくさん転がっているような感じがするので、やはり私たちも観光

に行ったときに、この島はどうしてできたのだろうか、何でこの字はここに集落が

あるんだろうかとかですね、いろいろな疑問とかがわいてきて、逆にそれをそこで

知るとすごく勉強になってですね、そこで学んだものを与論に持ってきたら与論の

地形とか与論の地勢とかにトレースすると、ああ、なるほどなと、そういういろい
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ろ勉強になることがありますので、是非この辺もあわせていわゆる郷土学習、多面

的な意味での取り組みを是非お願いします。杉田係長、最後に願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 杉田教育委員会主幹係長。 

○教育委員会主幹係長（杉田恭宣君） 喜山議員のおっしゃられた歴史だとか観光、環

境に関してのこと等も、私もこれからも役場人生が２０年以上ありますので、少し

でも具現化できるように頑張ってまいりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 非常に力強い言葉をいただいて、これで一般質問を終わりたい

と思います。どうもありがとうございます。町長、ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君の一般質問を終わります。 

次は、７番、大田英勝君に発言を許します。 

７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 皆さん、こんにちは。一向に収まる気配を見せない新型コロナ

ウイルスでありましたが、昨日やっと久しぶりに感染者がゼロになりました。医療

関係者や保健所、そして関連部署の皆さんには大変な御苦労をおかけしていますが、

くれぐれもお体に気をつけながら頑張っていただきたいと思います。私たちも引き

続き感染防止に特段の注意を払いながら、一日も早いコロナの収束を願いたいもの

であります。 

それでは、令和４年第３回定例会に当たり、先に通告した件について質問をさせ

ていただきます。 

１ 学校の安全対策について 

(1) ２０２１年４月に宮城県白石市の小学校で防球ネットの支柱が倒れ、児

童２人が死傷した事故を受け学校設備の詳細な点検が全国で実施された結

果、「安全性に問題あり」と判断され設備が多数見つかったとの報道が

あった。そこで、本町は施設・設備の安全点検は行ったのか。その結果は

どうだったのか伺いたい。 

(2) 去る８月９日、曽於市の小学校でイチョウの枝が折れて落下し、下で芝

刈りをしていた校長先生が下敷きとなって亡くなった。このことを受けて、

本町ではどのような対策を講じられたのか。 

２ 鹿児島学習定着度調査の結果について 

(1) 本年１月に行われた鹿児島学習定着度調査の結果が、誠風第３０４号で

紹介されていた。小学５年生の結果は、各教科とも地区や県を大きく上

回っている。中学１年生と中学２年生も地区や県と概ね同等であるが、

トータルでは僅かに地区・県を上回っており喜ばしい結果となっている。 
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 各学校における努力や取り組みに敬意を表するとともに、更なる学力向

上のために今後どのように取り組んでいくのか伺いたい。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） それでは、学校の安全対策についての要旨１についてお答え

いたします。 

全国の学校施設において重大な事故が発生した場合には、文部科学省の通知によ

り一斉緊急安全点検が実施されており、本町においても県教育委員会からの通知を

受け、緊急安全点検を実施しました。安全点検の結果については、与論小学校、茶

花小学校、与論中学校では危険箇所は確認されませんでした。那間小学校では駐車

場入り口付近に高さ４、５メートルほどの使われていない古い木柱があり、直ちに

倒れる恐れはありませんでしたが、将来的に危険が生じるであろうと判断し撤去し

ています。 

安全点検については各小中学校で毎月実施しており、教育委員会との合同安全点

検も年一回、夏休みに実施しています。これは、各学校の事務職員と教育委員会事

務局職員の合同で、予算措置も視野に入れた点検としています。 

さらには地震・風水害の発生直後においても迅速かつ適切に安全点検を実施し、

教育委員会に報告するようにしており、日常の安全性の確保に努めています。 

次に、学校の安全対策についての要旨２についてです。 

まずは、このたびの事故でお亡くなりになられた校長先生に対しまして、心から

御冥福をお祈りいたします。 

本町の各小中学校においても、職員自らが積極的に校内の環境整備活動に取り組

んでいただいていますので、同じような事故が決して起こることがないよう、ます

ます安心・安全な学校づくりの取り組みを進めてまいりたいと考えています。 

さて、このたびの落枝による死亡事故を受けて、先ほどの防球ネットの事故の際

と同様に県教育委員会より一斉緊急安全点検を実施するよう連絡があり、本町にお

いては各学校長へ安全点検を実施するとともに、事故につながるリスクが高い環境

にある樹木については、立入禁止等の応急措置を施すよう依頼しています。安全点

検の結果については、全ての小中学校において直ちに倒伏や落枝の危険が高い樹木

はなかったとの報告を受けています。また、夏休み中に愛校作業などで伐採やせん

定を実施した学校もあります。 

しかし、「素人目による判断のため不安が残る」という意見や、「今後のガジュ

マルの大径木化による倒伏や落枝への不安がある」との課題も出されていますので、

学校の状況を把握し、今後の対応についても専門家の調査を含めた検討もしてまい



 

（63） 

りたいと思います。 

次に、学習定着度の結果についてです。 

御紹介のあった学力調査での好結果は、子供たちの学力向上への取り組み、学校

の先生方の尽力、そして子供たちを直接応援・支援する保護者の総合力のたまもの

であると理解しています。 

小学校においては、学力向上に対する学校全体としての重点的な取り組み、教科

指導、基本的な生活習慣の確立等幅広い視点で良さを明確にして、一層の充実を期

してまいりたいと思います。 

ただ、今回、小学校は良い状況にありますが、中学生が県平均並みでこれまでに

比べてややふるわなかったことは残念でありました。まず、１年生の英語や２年生

の国語・理科など、定着の状況に課題が見られる教科がありました。また、今年度

４月に行われた全国学力・学習状況調査の児童生徒質問紙調査の結果からは、与論

町の児童生徒は、自己肯定感や自己有用感の低さが引き続き課題となっていること

がわかっています。これらのことから、各学校においては、児童生徒の「島だち」

を見据え、学力と自尊感情を一体的に高めるような授業を推進する必要があると考

えています。 

各学校も、学力向上に関する取り組み状況について、研修会を開催し重点的な策

を立て取り組んでいます。 

教育委員会においては、このような学力向上の重要性を認識し、一層の生きる力

を育成するために、去る８月１９日に、町内の全ての教職員を対象とした研修会を

開催しました。講師には本地区の教育のリーダーである大島教育事務所の所長をお

招きし、最新の知見を生かした授業力向上策について学ぶ場を設けました。 

さらに、学務課と各学校の学力向上担当者で意見交換をしながら、「学力が身に

つき、自尊感情も高まるような授業」のポイントを明らかにしつつあるところです。

それらの授業のポイントは、与論町「授業スタンダード」としてまとめ、各学校に

配付し、各学校の日々の授業づくりの参考としてもらう予定です。 

このように、教育委員会としては、子供たちの知識や思考力、学びに向かう力等

の状況をつぶさに把握しながら、時代を見据えて不易と流行を見極め、必要な施策

や方法を導入し、各学校での授業改善を進め、児童生徒の将来に生きて働く確かな

学力を身につけさせることができるよう取り組んでまいります。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 早速行った点検の結果、与論小、茶花小、与論中では危険箇所

は確認されなかった。そしてまた、那間小学校では危ない状況ではないにしろ、古

い支柱を撤去したということで、適切な処理がされているのではないかと安心をい
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たしました。そこでですが、事故のあった白石市の教育委員会によると、事故が

あったのは放課後で、死傷した２人を含む６、７人がネットに寄りかかったり、揺

らしたりして遊んでいて事故が起こったということであります。このような光景は

どこにでもよくあり得る光景だと思います。ただ、そのときに、そのネットの設置

記録が学校に残っておらず、事故当時ははっきりとした設置年月がわからないとい

うことでありました。そこで本町においても、設置後の経過年数がわからないよう

な遊具、施設、設備、そういったのがあるのかないのか、ひょっとしたらどうなの

かお伺いします。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 現時点で設置年度がよくわからないといったようなことは聞

いておりません。もちろん、ただ私が回って見たときに、掲示されているものに年

度がちょっとはっきりしないのがあって、そのことを担当に聞きましたら、ちゃん

と覚書とかいうのがありますので、それはわかるというようなことでありました。

後ほど申し上げますが、現時点でその年度がわからない、危ないというようなこと

の報告は受けておりません。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） ありがとうございます。設置年がわからないということは、即

危険だということにもつながると思いますので、その辺はやはりよく調べられて、

そういうことがないように気をつけていっていただきたいと思います。 

本町でも同じように行われているようですが、白石市では学校の遊具に対する点

検を月に一回やっていたと聞いています。それと年に一回は業者に依頼して、白石

市の場合はやっていたということもあるようですが、本町でも業者に依頼する形で

の安全点検というのはあるのでしょうか、いかがですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 点検のために業者に依頼をするということはございません。

基本的には学校から危ないと言われて指摘を受けたときに、毎月の点検の後に学校

だけで対応できないというのは上げてもらっているようにしていますので、それを

どうしたらいいかなというときには、担当が逡巡したり、判断できないものについ

ては必要な業者にお願いをしてみる。あるいは、もう一つやっているのは建設課の

方に、ちょっと剥離があったがこれは大丈夫かというときには、建設課長を通じて

お願いをして、専門的に見てもらうというのはありますが、専門業者に依頼をする

という形の点検はしておりません。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） それでは、施設の中には高いところにあるようなのがあります
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よね、例えば体育館天井の水銀灯ですとか、バスケットゴールですとか、そういっ

たものの場合はどのような形での点検になるわけですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 水銀灯については、もう目視で大体わかっていますので、そ

れはいいのですが、バスケットゴールについては普通に使っている状況の中から、

確認をしています。その後の危ないときにはそういう依頼をしますが、現時点でバ

スケットゴールの点検をしてほしいというのはなかったですので、今の指摘はやは

り気になるところでしたので、そういった高いところにあるものの点検が盲点に

なっていないかは、ちょっと考え直してみたいと思っています。宮城県もこのネッ

トがその点検対象になっていなかったということの盲点だったのではないかと感じ

ています。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 日頃ですね、体育館あたりでバレー大会とかがあるときに、結

構な強さでサーブなんかを打った場合に、水銀灯にぱちんと当たるようなケースが

たまにあるのですよね。そのときに、「あれ、大丈夫だったかな」と思ったりする

こともあるので、ひょっとしたらそういったものの繰り返しで、場合によっては、

またいろいろなところが緩んでいたりとか、そういうことも考えられるわけですの

で、またその辺も頭に入れておいて、とにかく安全第一でやっていただきたいと思

います。 

それから、白石市の場合、事故のあった倒れたネットが通常の業者点検の対象外

だったということで、毎月一回は学校の教員が目視や触るなどして点検をしていた

ということであります。通常学期に一回はしなくてはならないというのが、多分法

律というかそういった規定になっていると思うのですが、それを毎月白石市でも

やっていたということではあるのですが、２週間前に点検をしていて、そのときは

気がつかなかったということで、その２週間後に事故が起きたということでありま

す。専門家でない教員が行うそういう点検の限界なのかもしれませんが、事実はそ

ういうことだったようです。そこで、事故調査委員会の方でも「点検の頻度ではな

く、点検の質が問題である」というような調査の結果が出たということであり、確

かに毎月しているが故に、まあまあ適当と言ったら言い方が悪いかもしれませんが、

大丈夫、大丈夫、大丈夫で済ませているきらいもあるかもしれませんので、その辺

もちゃんとできるような形の点検に変えていく必要があるのではないかと思います。

それから、その後去年事故があったのですが、今年になってその白石市の中学校で

は、地元で事故が起きたし学校が安全とは限らないということで、生徒会の方が自

主的に、自分たちも学校の施設とか設備を点検するんだということで、２０人ほど
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であちこち点検をして回ったという、そういう行動も出てきているようです。こう

いった行動に対して、教育長はどんな感想をお持ちでしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） ありがとうございます。前の校則見直しのときも、与論中学

校は生徒会の方も動き出しています。今、これはどうですかということですが、や

はりいろいろな使用をするのは子供たちですので、その中に子供を入れたそういう

子供の視点に立った施設点検というのも考えておく必要があるのかなというように

思いますので、その点は参考にさせていただいて、学校と協議をしてですね、今ま

でにないような形も取り入れながら、マンネリ化しない策はさっきおっしゃったよ

うに、高いところの点検を見ただけで終わりにしないとか、何らかの方法をプラス

していく形もちょっと工夫してみたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 事故のあった当時は、設置年月がわからなかったようでありま

すが、その後の調査によって、約３２年前に設置してあったということがわかった

ようであります。そこでなのですが、いつつくられたのか、設置されたのかがわか

らない、そういうことをなくすためにも、その白石市でも施設設備の設置や更新の

記録を残していくことが必要ではないかということを検討し始めたということのよ

うでありますが、本町においても何かをつくったり設置した場合には、いつできま

した、それはまたいつ撤去なりどのようにまたどこを直したとか、そういう記録を

とっておく必要があると思うのですが、そういうものを整備していくような考えは

ありませんか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 備品管理簿とかさまざまな形で、必ず確認できるようにはほ

ぼなっていると思います。何年度、それから電気設備であれば必ずラベルを電気の

ところに貼られたりしていますので、要は安全点検の中でそれが確認できないもの

があるのではないかというのが、今議員の御指摘ではないかというように思ってい

ます。それから遠隔視の中でも、整備器具そういったものの台帳の中に何年度、ど

こからの寄附によるものであるとか、そういったものもございますので、それを出

てこないものがないかという視点を安全の視点で考えていくということは大事じゃ

ないかと思います。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 大体、教育委員会がつくってあげたとか、つくったものについ

ては恐らく最初からいつやったというのが予算的なものもあるでしょうし、記録が

何らかの形で残ると思うのですが、地域からのいただいたものとかつくってあげた
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ものとか、所在がはっきりしないようなのも時々ありますよね、学校の中には。そ

ういったものが、ついつい目配りきかなくなってわからなくなってしまう恐れがあ

ると思いますので、そういったものも拾い上げて、しっかりとした記録ができるよ

うな形で取り組んでいっていただきたいと思います。 

それでは、次のイチョウの落下に移りたいと思いますが、この事故の後に、各学

校にも点検をするようにということで、していただいて何もなかったということで

ひと安心ということでありますが、その下から４行目のところに、「素人目による

判断のため不安が残る」という意見があったと思いますが、確かに今回のイチョウ

が落下したのも、朽ちていたり枯れていたりしたわけではなくて、生木だったとい

うことのようです。ただ、ものすごく銀杏がいっぱい付いていて、ものすごい重み

になっていたということがあるようですが、生木でもやはり折れて落ちることがあ

るんだということを頭に入れていただいて、その辺をよく勘案しながら、今後の安

全対策に取り組んでいっていただきたいと思います。 

普通の施設設備には、学校保健安全法施行規則や建築基準法に基づく定期点検と

いうことで、安全を保つことになっているようですが、樹木等には特別そういった

規定がなくて、点検対象となっていないようです。ちょっとマニュアルの中には、

樹木に邪魔な枝はないかというようなちょっとした項目はあるらしいのですが、明

確にこういったところをこうしなさいというのがなくて、なおざりになるというこ

とがついつい出ているということで、各学校における樹木の対応についてもきっち

りやっていたり、そうでなかったりと、大分差が出ているということが記事の中に

も出ていたようです。それで本町においては、樹木とかそんなにまで大きいのはな

いと思うのですが、そういったものに対する対応は今まではどのようにされていた

のですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 特段の注意をしているわけではないですが、普段から前の町

俊作議員が、スクールガードリーダーで非常に回っておられて、学校のそういう樹

木のせん定までしていただいていて、校長先生はその方のアドバイスを受けて、Ｐ

ＴＡとの作業の中で行ったり、自分ができる範囲はということで町議員がボラン

ティアでほとんど切ってもらったり、そういうことで相談もしている現実がござい

ます。今までは大きな木については、私というか教育委員会の方では、台風が与論

の場合は多いので、この台風前後のある程度は、いわゆるガジュマルの頭でっかち

になるものとか、そういったものは台風に倒壊するというのはもう与論中も経験あ

りで、それから暴風の吹く与論小もはっきりわかっていたり、事前に前に倒れた茶

花小も経験値がありますので、そういったことについては気をつけるようには、台
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風前後の指導の中でもしておりました。また、この通知がある前がちょうど校長会

でですね、このイチョウの枝において亡くなられた校長先生に黙とうをしたという

経緯もあって、その日のうちにそういうガジュマルとかほかのにも目を向けて、伐

採とか倒木の危険があるものをやるようにといったら、その後すぐ通知が来まして

点検という経緯になっています。そういうことから、定期的なのはないのですが、

注意喚起をしている状況なので、今議員の指摘であるように、与論町の夏休みに事

務職員と本事務局職員が一緒に回る点検もありますので、その中に早いうちに項目

の中に、老木とか大木とかいう項目を入れておく方法も、つないでいく点検のため

にはいいかなと思っていますので、忘れないうちにそういったものは残していけれ

ばなと今感じているところです。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） その事故のあったイチョウの木は、高さが約２０メートル弱、

推定樹齢が約１６０年から１７０年、学校正門の看板には、「私たちの誇り」と記

されて、２００１年からライトアップやコンサートが定期的に開かれるなど、児童

や教職員、地域住民の心の拠りどころとして大切にされてきたといいます。このよ

うに、地域が大切にしている大木というのは、危険だからと即伐採というわけにも

いかない、そういう事情があるということで、学校としてもその対応に苦慮してい

るケースもあるということであります。 

そこで、このように地域に大切にされているという樹木の保存、また学校の安全

の確保について、教育長はどのようなお考えをお持ちかお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 両方ともとても大事なのでですね、古木を切ったり倒したり

するときには、必ず地域のＰＴＡに打診をしてから行うようにという方に話をして

います。そのまま知らずに邪魔だといって切ったら、地域の方々の思いを踏みにじ

られたという事案があったことも承知していますので、何が申し上げたいかという

と、やはり学校で大事にされている木は、できる限りそういったものは大切に保存

をしていくと、同時に保存だけでは持つ意味がありませんので、付加価値を与えて、

やはりその木に込められた思いとか、話が飛んですみません、今「やる気、元気の

木」という名前をつけたりしてですね、木に名前をつけるふうになってきた時代が

あるのですが、そういった木もありますので、大事にしながらやはり定期的にＰＴ

Ａと学校が協力して、作業のときに丁寧に倒木しないようなこともやっていくとい

うことは、大事にしてまいりたいと思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 教育長の考え方に大いに賛成であります。ひとつそういう気持
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ちで今後も取り組んでいっていただきたいと思います。 

与論小学校にも御存じだと思いますが、昭和天皇の御成婚が決まったことを記念

して植えられたガジュマルがあります。１９２１年、大正１０年に城青年団によっ

て２本植えられています。ですから、１９２１年に植えてありますから樹齢が１０

０年を越えたというところですかね。そして、そのうちの１本は昭和２０年の空襲

で校舎と一緒に焼けてしまいました、無くなりました。ところが、もう１本は、こ

れはもう半分は焼けたのですが、焼け残って今シンボルツリーとして君臨している

ガジュマルでありますが、その後、ガジュマルの王様という意味で「ガジュ王」と

いう名前をつけられて、与論小学校のシンボルとして児童や教職員、そして卒業生

や地域住民に大変大切にされてきています。教育委員会としてもこのことをまた大

事に思っていただいて、末永くこの「ガジュ王」を保存していけるように、危険性

とかそういったのも両立させて、そっちの方の末永い「ガジュ王」を大事にしてい

くということも気にかけていっていただきたいと思います。教育長の思いと一言、

そのように頑張るというようなエールをいただきたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） ありがとうございます。今おっしゃいましたように、ＰＴＡ

会長さんは「ガジュ王の会」というふうにつけられて、与論小は歴代のＰＴＡ会長

の会もあるぐらいの大事にされかたです。そういう意味では、樹木医を入れての存

続をかけたこともありましたので、そういったものについては、大事に教育委員会

と学校が一緒になって守れればなと思っています。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） それでは、学力定着度調査の件に移りたいと思います。答弁の

中にもありますが、今度の結果が子供たちの学力向上への取り組み、学校の先生方

の尽力、そして保護者の協力、そういったのがあったと書かれていますが、まさに

そのとおりだと思います。子供たちと学校と保護者との３者がやはり全部一致して、

初めて学力向上は成せるという具合に私も思います。ひとつそういう結果でこのよ

うな成績につながったということで、非常にありがたく感謝をしたいと思います。

そこでなのですが、今回これをちょっと調べてみてわかったのですが、県内各地区

ごとの成績が載っていたのですが、最近、熊毛地区が鹿児島県内でも非常に優秀と

いうことで、いつもトップになっているようですが、私は、大島地区も熊毛地区も

離島だから似たようなものだろうと今までは思っていたのですが、全然違いまして、

鹿児島市とかよりも、ずっと熊毛地区の方が成績がいいという結果が出ているので

びっくりしたのですが、この熊毛地区の成績の良さというのは、昔からそうなので

しょうか、それとも最近になって変わってきたのか。また、何か特徴ある取り組み
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をしているのか、もしも教育長が御存じでしたら教えていただきたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 熊毛地区の伸び具合とか変遷というのは、ちょっと私も具体

的には調べていなくて、今の注目に値することは、例えば長野県はこういう取り組

みをしているので全国でいいですよというのは、よく先進地事例としてあるのです

が、申しわけありませんが、把握しておりません。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 誠風の紹介にもあったとおり、今回の小学校の結果というのは

本当にすばらしいものがありました。いわゆるその県内でも地区ごとで一番上位の

熊毛の点数よりも、さらに与論町の小学生の点数はそのまた上をいくという形で、

非常にいい成績だったと思います。大変ありがたいと思っています。結局、これを

またどう維持して、どうこれから伸ばしていくか、それが大事なわけであります。

先ほど各学校でも研修会を開いたりしている、また夏休みにも研修会で全体的なそ

ういう会で学んでもいるということで、そういったものが次々と全部集合されてそ

ういう結果につながっていると思うのですが、今後もまたここからダウンすること

なく、維持はもちろんですがさらに伸ばしていくように取り組んでいただきたいと

思っています。最後に、教育長の決意をいただいて終わりたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） ありがとうございます。学力というのは、単なる数値、学力

だけではなく、それを生かしきって自分の生き方に持っていく、学びの力というの

も大事だと思っていますので、総力を挙げて、学校の先生方をもちろん中心にして、

家庭にも地域にも働き掛けて、一生懸命努力する姿、課題を見つけて自分でやろう

とする力、君は頑張っているよという自信、そういうものをつけさせながら頑張ら

せたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 今後のまた教育委員会はじめ、各学校、子供たち、地域、父兄、

みんなでその学力が伸びるような環境をつくって、どんどん伸びていく子供たちを

夢見ながら、一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） 大田英勝君の一般質問を終わります。 

ここで１０分ほど暫時休憩します。３時１５分から会議を再開します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後３時０５分 

再開 午後３時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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○議長（髙田豊繁君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次は、２番、原栄徳君に発言を許します。 

２番、原栄徳君。 

○２番（原 栄徳君） 質問をいたします。 

１ 堆肥センターの機能強化について 

(1) 現在の堆肥センターは畜産農家、町民の堆肥利用者にとって十分に満足

できる堆肥を生産、提供できる機能と体制が整っているとは思えない。現

況と与論町としての今後の堆肥センター運営のあり方や方向性について伺

いたい。 

２ ＹＭ菌（超高温好気性発酵菌）の活用、導入について 

(1) 現在、世界において産業廃棄物の処理のあり方が問題視されている。与

論町でも同じである。経済活動に伴いさまざまな施設から発生する汚泥、

食品残渣、焼酎廃液、家畜の糞尿等の有機性発酵物の処理に困っている。

ＹＭ菌の活用により有機性発酵物を良質な堆肥に変えて土に戻すことが最

も重要であり、循環型の社会形成が成り立つと思われるが与論町としての

考え方を伺いたい。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） まず最初に、堆肥センターの機能強化についてお答えを申し上

げます。 

堆肥センターに持ち込まれる原料の糞尿は、生糞の状態で水分量も高い状態にあ

り、水分調整や温度上昇に大変苦慮している状況にあります。この解決策として、

今年度導入予定の自走式木材破砕機を活用し、畜舎への敷料提供体制の強化を図る

予定となっています。 

期待できる効果としては、敷料供給により牛舎からの糞尿の流出を防ぐことや、

持ち込まれる原料に副資材が混入することから、堆肥化に必要な通気性が確保され

ることや水分調整もより効率よく行えるため、これまでより短期間での堆肥化が期

待できます。また、先進技術の超高温好気性発酵のＹＭ菌導入も視野に入れて実証

試験を予定していることから、敷料生産供給とあわせて良質な堆肥生産・供給に努

めてまいります。 

次に、ＹＭ菌の導入についてです。 

家畜の糞尿、食品残渣、汚泥などの有機性廃棄物を超高温好気性発酵にて分解す

るＹＭ菌について、堆肥センターに持ち込まれる原料の糞尿が堆肥化できるかの実

証試験を行う予定となっており、現在試験へ向けての各種調整を行っている状況に

あります。このＹＭ菌については、単に家畜の糞尿だけではなく、さまざまな有機
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性廃棄物に対しても効力を発揮することから、関係課とも連携し、島内で発生した

処理の行える有機性廃棄物は島内処理を行い、堆肥化や土に返すことができるよう

循環型社会の形成へ向けて取り組んでまいります。 

○議長（髙田豊繁君） ２番、原栄徳君。 

○２番（原 栄徳君） １番、２番と関連した質問をさせていただきました。１、２点

追加質問をさせていただきたいと思います。午前中にＹＭ菌に関しては沖野議員の

方で詳細、ＹＭ菌の性質、さまざまな使い方、いろいろな面で説明がありましたの

で省略をさせていただきたいと思います。その中で、１つ追加説明というかＹＭ菌

の「かんとりースーパー」の堆肥の窒素、リン酸、カリ３要素の件で、リン酸とカ

リの容量がわからないということでしたので、お昼時間に電話をして資料を取り寄

せました。それで、窒素は午前中の説明にあったように４.０２、これは同様です。

この調査された日なのですが、ちょっと前後しますが２０２２年５月１４日に財部

工場より採取をして、今年の５月３０日に検査結果をいただいています。それで、

リン酸の全容量は５.７４です。カリは０.５４、このカリが少ないということで、

どういうことなのかということで即質問をしまして回答が来ました。というのは、

現在、財部工場で受け入れている汚泥の量がかなり多いということで、汚泥という

のは例えば浄化施設から来る汚泥、集落排水みたいな鹿児島市において処理される

汚泥、そういった汚泥の方が多いということです。なぜかというと、その汚泥を処

理する時点でカリというのは非常に水に溶けやすいということで、処理時点でカリ

分は全て海に水に混入されて流れていくということで、少ないということでした。

それで、牛糞尿あとはその他の豚とか鳥とかいう場合は、そのカリというのはかな

り上がってくると。これと同等ぐらいのレベルになってくるということでした。僕

も不思議でカリが非常に少ないと、０.５４しかないということでどういうことな

のかということで尋ねてみたらそういうことでした。処理時点でも全てその水に溶

けやすいということで、浄化されて海に流されると。流された後のその汚泥を処理

しているということで、カリの部分が少ないということでしたので御報告をいたし

ます。 

それでは、最初の堆肥センターの活用、現在天日干しにしているヤードに、本来

いうと野積みの状態で、本当は野積みというのは産業廃棄物はしてはいけないとい

うことになっているのですが、堆肥センター自体が野積み状態なのですよね。野積

み状態にして雨ざらしにして、晴れた日に天日をして、また雨が降ればまた繰り返

しと。そしてそれから流れ出す汚水というのは、相当な量だと思うのです。そうい

うことで、まずはその天日干しの部分にやはり屋根付きの施設を建ててほしいと、

僕は要望したいと思います。これは事業を探せばいろいろあると思います。それに
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かねて、その後のＹＭ菌の施設、そういったのにも活用できるのではないかと、あ

わせて活用するという形です。今のまま天日干しをしていると、これこそ農家には

「野積みにするな」と言いながら、堆肥センターに持ってきて野積み状態です。雨

が降れば全部その汚水排水というのかな、糞尿が全部流れ出ているわけですよ、や

はりそういう状態を回避してほしいと。そのためにはやはり施設づくりをして、そ

れにあわせてそのＹＭ菌を活用できる施設にすればいいのではないかという考え方

を提案したいと思います。そして、そのありがたい返答をいただきました。実証実

験をしたいということですので、早期にその実証実験をしていただきたいと。これ

も電話ですぐ確認をしましたら、「いつでもいいですよ」ということでしたので、

産業課の方で日程をちょっと調整していただいて、早急にやってほしいと思います。

必ずこのシステムというのは、僕は島を救うと思うのです。我々の仲間の中で、一

番厳しい喜山議員が納得しておりました。必ずこれは、僕も自信を持ってお勧めで

きる事業形態ではないかと。本当に自然に優しい、そして莫大な経費も維持費も要

らないわけです。種菌をずっと使い続けるわけだから。そしてさっき沖野議員から

あったように、ＪＥＴシステムの機械化されたシステムというのは、生涯お金がか

かります。まだ安定されておりません。その宮崎県新富町の本部農場の方も、私は

２回見に行って初めて、この方式というのはまだ完成されていない方式だなという

ことに気付きまして、導入するのは私たちが報告したとおり、時期尚早であります。

まず技術的に確立されていない。産業的にビジネス型で今動いているのですが、ま

ず、与論町にとって導入するのもほかの県でも導入しても、あとのその廃液、その

消化液、例えば一番わかりやすいのは、原子力発電所だと思います。今原子力発電

所で一番困っているのは最終処分なのです、使用済み核燃料。それに一番困ってい

るわけですよね。それと同等なのです。その廃液が毎日２２０頭で、２２トン毎日

出るのですよ。それを毎日消化できる撒く畑もないし、また貯めておくタンクも毎

日つくらないといけないのですよ。原子力発電所と一緒です。だから、その部分は

業者さんは一言も触れませんでした。いいところだけお話をしていただきましたが、

やはりまだ「バイオガスプラント」というのは時期尚早だと。鹿児島県の説明を受

けたときも曖昧な返事といただきました。勧める気がほとんどないという、そうい

う状態でしたので。まず、機械的にこの問題をクリアしていくのは、まだ早いとい

うことで、早急に始められるのは、このＹＭ菌を活用したこのシステムだと思いま

す。その工場内から１滴も水が流れ出さないということ、全部乾燥しているわけで

す。例えば牛小屋に、いくら頑張って糞尿に敷料を加えて堆肥化したとしても、必

ずその汚水というのかな、汚れた水は出るわけです。（株）カミチクファームも出

ているわけです。全くゼロということはない。でも、このＹＭ菌を活用したあの工
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場では、１滴も外に工場内から水も漏れていかないし、工場内にも１滴も水分はな

いのですよ。その点で非常に環境には優しいのではないかということを感じました。

是非ですね、この導入を早急にしていただいて、町長、そして担当課長また担当課

の方々、環境課あわせて早急に進めていただきたい。進めていくという返事があれ

ば、僕はすぐ質問を終わります。環境課にも非常にありがたい、いいことなのです。

さっき生ごみの話が出ました。今、その生ごみを回収する袋も一緒に、種菌で袋ご

と分解するのですよ、発酵菌で。だから袋から物を出す必要はないのです。生ごみ

だけそれに入れてくださいといって生ごみだけ回収するわけです。それを普通の糞

尿と一緒に混ぜて、もうそのまま手をつける必要もない。４５日後にはきれいに分

解されています。そういう袋も今出ていますので、まだ表に出てきておりません、

もうすぐ出てくると思います。だから今のその環境課が袋をお金で買ってもらって

いるようにね、そういう形のいろいろな形を取っていけば、非常に環境に優しい、

また島ぐるみで取り組んでいけるような、あまり負担をかけないような、そういっ

た方向で持っていければ、本当に島に優しい、島独自の環境に優しい島づくりがで

きるのではないかと。プラスアルファで僕は観光にも役立つと思うのです。本当に

環境に優しい、そういったことをやっていますよと。僕はいっぱい見に来ると思う

のですよ。ドローンを飛ばして与論町を宣伝しなくても、頼みもしなくても見に来

るから。そういう状態にみんなでしていきましょうよ。これは確実に僕はいい方法

だと思います。実際、大馬課長も山下課長も見に行かれているので、感想を一言で

いいので、あまり長くしゃべらないで、僕はもうすぐ終わりたいから。感想を一言

お願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業課長。 

○産業課長（山下秀光君） まずもって、この視察につきまして行ったのですが、紹介

していただきましてありがとうございました。実際行く前に、「すぐにでも行って

来い」という意味がわからなくて、実際行って、「行って良かった」というのがま

ず第一の感想でございました。まずいろいろ午前中から夜までかけて２カ所の場所

を説明していただきまして、それぞれ今まで私が知り得た６０度までの温度が上が

れば、大体種子とか死ぬという話をいろいろ聞いたのですが、８０度以上上がると

ほとんどの雑菌とか死んで効果がなくなるのではないかという浅はかな知恵で今ま

で来ていたのですが、やはり８０度、９０度、１００度まで上がるという高温です

ね、そういった方法もあるかということで、新しい視野が開けたということで、ま

ずもってお礼をしたいと思います。 

またあわせて、実証に向けて今話も進めているところですので、引き続きまたい

ろいろ御指導のほどよろしくお願いしたいと思います。本当にありがとうございま
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した。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） 大馬環境課長。 

○環境課長（大馬福徳君） あわせて私も御礼申し上げます。８月１８日に山下課長と

松村補佐と行きまして、下水道処理の施設そして直営農園そして財部町の工場、工

場の中においても本当に９８％以上のと畜場の残渣、あと焼酎の廃液など、全部

ひっくるめての処理は本当に感銘を受けました。環境課としても今、株式会社山有

さんの持っている特許の中にダイオキシンの軽減の特許も入っておりまして、我々

の今最終処分場等も持っているのですが、そういった部分で環境面でもそのＹＭ菌

を使った軽減が対応できるということで、すごく勉強になりましたし、あと今の段

ボールとか畳、年間クリーンセンターは２,０００トンを燃やし、２００トンの灰

が出てきます。そのうちの段ボールが約２００トン、畳等含めて２００トンを超え

ます。そういった部分も今産業課が進めている敷料の機械導入に伴って、今、委託

している分をそういう再利用した上で、それをまたＹＭ菌で分解して堆肥にすると

いう循環型が考えられますので、是非この実証実験が成功して、環境課としてもそ

れに乗った形で一緒に共同で頑張ってまいりたいと考えています。 

○議長（髙田豊繁君） ２番、原栄徳君。 

○２番（原 栄徳君） ありがとうございます。最後に町長の決断を聞いて僕の質問を

終わりたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 本当にありがとうございました。いいのを紹介していただいた

と思っています。今まで「ＥＭ菌」とか「えひめＡＩ」とか、いろいろなこういう

その土壌菌についてのまたバイオについての紹介があったりして、なるほどなと

思っていつも感心することでしたが、今度のこのＹＭ菌につきましては、今両課長

が言いましたように、興奮した形でその話を聞いてですね、本当によかったなと、

いいところだったんだなと思うことです。何よりも嬉しいのは、今の堆肥センター

がそのまま使えるというようなことですね。そして、それをかき混ぜるだけででき

るという、そして今のその種子の雑草の種が消えるというようなことを今聞きまし

て、これこそ与論町に合っているのではないかなと思っているところです。是非、

実証実験を通して、また町民にも知らせながら、できるだけ導入していけるように

してまいりたいというように思っています。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） ２番、原栄徳君。 

○２番（原 栄徳君） はい、ありがとうございました。みんなで協力をして、環境に

本当に優しい島をつくっているんだと、島なんだというような後世に誇りをもって

残せるような島づくりを我々が一緒になって、今からもうすぐにでも始めないと間
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に合わないと思います。是非、私たちも全力で協力しますので、是非進めていただ

きたいと思っています。 

どうもありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） 以上で、原栄徳君の一般質問を終わります。 

これで本日の一般質問を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 議案第５１号 与論町空家等の適正管理に関する条例 

○議長（髙田豊繁君） 日程第８、議案第５１号「与論町空家等の適正管理に関する条

例」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第５１号、与論町空家等の適正管理に関する条例の提案理

由を申し上げます。 

本条例は、空家等対策の推進に関する特別措置法（平成２６年法律第１２７号）

に基づき、町内の空家等の適正な管理に関し必要な事項を定めることにより、緊急

安全措置や特定空家等への指導を可能とし、危険空家等の発生の抑止や、町民の安

全及び良好な生活環境の保全を図るためのものです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） この条例の例えば第５条、第６条をお聞きしたいと思います。 

第５条の中に、「与論町空家等対策計画を策定するものとする。」それから第６

条のところで、「与論町空家等対策協議会を置く。」ということで規定があるので

すが、それぞれいつまでに計画をつくられるのでしょうか。また、協議会はいつま

でに置くのでしょうか、まず質問いたします。 

○議長（髙田豊繁君） 裾分建設課長。 

○建設課長（裾分望嗣君） お答えいたします。 

今御指摘のあった空家等対策計画は、令和３年度で策定済みです。一応令和３年

度でやったのですが、ちょっとコロナ禍の関係で委員会の方が長引いて、令和４年

度で策定は終わっています。この空家等対策計画の中に、今度また空家等対策協議

会というのを設けまして、弁護士の先生とかそういう方たちをまた策定の中で協議

会というのを設置して、協議会のメンバーまで今決まっている状況です。 
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○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） わかりました。ということは、この条例が通過して施行が始ま

りますと、予算さえ確保できれば直ちにいろいろなことができるということになる

わけですね。そこだけ確認させてください。 

○議長（髙田豊繁君） 裾分建設課長。 

○建設課長（裾分望嗣君） お答えします。 

一応、空家等対策計画に則って、取りあえず策定が終わりまして、次に協議会を

招集いたします。ちょっと与論島の特定空家で本当に危ない空き家ですね、そちら

をピックアップしまして、そちらの方の協議会で、これは本当に特定空家として認

定するものなのかどうかということを決めていただきます。その後に、所有者が判

明しているのと判明していないのでちょっと違うのですが、所有者が判明している

のになれば、その特定空家に該当した建物に対しては助言・指導また勧告・命令、

最終的には行政代執行というような流れでいきます。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 第７条の３項にある「町長は、第９条及び第１０条の規定の施

行に必要な限度において、当該職員又はその委任した者に空家等又は空地と認めら

れる場所に立ち入らせ、必要な事項について調査をさせることができる。」とある

のですが、これは、不法侵入とかそういうことはないですか。これは条例をつくっ

て勝手に入ることができるようなものですか。 

○議長（髙田豊繁君） 裾分建設課長。 

○建設課長（裾分望嗣君） 一応、この条例も弁護士の先生といろいろ協議をしまして

やっているところですが、またもう一度、また弁護士の先生にこの辺のところをも

う一回確認をしてまいりたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 今、私も詳しいことはわかりませんが、人の財産の中に立ち入

るのか、町が条例をつくって勝手にできるような範疇のものではないなと思ったも

のでお聞きをしたのですが。それと第９条とか第１０条、命令とか公表とかいろい

ろあるのですが、これをなかなか代執行と簡単に言うけど、そんなにできるもので

はないのではないかなとは思うのですが、予算もかかるし。現在、この条例を適用

しなくてはならないような物件があるのかどうか。あれば何件ぐらいあるのか、そ

の辺はいかがなものでしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 裾分建設課長。 

○建設課長（裾分望嗣君） お答えします。 

一応、今のところ１件、特定空家がこの協議会に出そうという建物が１件ありま
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す。また、弁護士の先生も言われたのですが、どうしても環境によって、いくら危

なくても草原の中の小さな家、どこに飛んでもどういう迷惑もかけないところは、

どうしてもその特定空家の方にはならないと。町なかで台風も今回も大きな台風が

来たのですが、またそういうところで飛びそうな建物とか、その協議会の中でいろ

いろな方面から協議をして、その特定空家の方には指定していくと思いますので、

また放置しておけば町が全部壊してくれるよというような風潮づくりも鑑みながら、

またそういうところも調整を取りながらやってまいりたいと思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） ありがとうございます。こういういろいろな命令、代執行いろ

いろなこと、こういう手続きにおいて公告をされると思うのですが、与論町の役場

の玄関の公告と、あの公告は町内に何カ所設置してあるのかということを総務企画

課長にお伺いしたいのですが、那間小学校の入り口にもありますが、６月頃からほ

とんど更新されていないし、公告の掲示板が台風で今にも倒れそうな状況にあるの

ですけど、これの公告に関してはどういうお考えでしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 町本総務企画課長。 

○総務企画課長（町本和義君） 公告につきましては、その都度与論小学校の前と那間

小学校前の郵便局、そして役場の方に３カ所設置してあります。公告に関しまして

は大体３か月ほど経ちますと撤去して、また次の新しい公告を掲示するというよう

な感じで動いています。 

○議長（髙田豊繁君） ほかに質疑はありませんか。 

１番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） それでは質問させてもらいます。 

空き家と言っても悪いものばかりでもなく、質のいい空き家もあると思うのです

が、そういった質のいい空き家もですね、今、町がやっている空き家バンクとかそ

ういったものに登録をしようとは考えているのか、よろしくお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 裾分建設課長。 

○建設課長（裾分望嗣君） 御指摘ありがとうございます。今回、壊すばかりではなく

て、また去年まで総務企画課で空き家等の補助金の方も、空き家として貸し出すた

めの補助金ですね、その辺をやっていたのですが、どうしてもその空き家の方は建

設課でひとまとめに撤去もそういう補助の方もということで、今建設課の方に所管

替えをして今年度から空き家等の補助事業の方も進めています。それで、今回も

ちょっと補正で出してもらったのですが、なかなか去年からいろいろな相談があっ

て、今それに予算の関係上どうしても補助ができないところとかその辺もありまし

て、またそれがその条件として、また最終的にその改修が終わった後に空き家バン
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クの方に登録していただくという条件も付いています。それと、またもう１件与論

町で独自に質のいい空き家等を探して、そこで家主さんと話をして、また独自で与

論町のあれで改修をして、定住促進とかその辺の方に使ってまいりたいような感じ

で、今空き家等のただ壊すだけではなくて、いろいろな利活用の方も考えています。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） 今与論町は、仕事はあるのに住むところがないという方が多い

です。私のところにも「住むところはないか」としょっちゅう電話がかかってくる

のですが、こういった空き家を使ってすぐ住めるところは、町が管理してもらって

貸し出すと、それからまた家賃収入も得ることもできますので、先ほど課長が言わ

れたように壊すだけではなく、新しい利活用をしていただいて、住まい不足の解消

に是非とも尽力していただきたいと思います。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第５１号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５１号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５１号、与論町空家等の適正管理に関する条例を採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５１号、与論町空家等の適正管理に関する条例は、原案のと

おり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 議案第５２号 報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

○議長（髙田豊繁君） 日程第９、議案第５２号「報酬及び費用弁償等に関する条例の

一部を改正する条例」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 
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○町長（山 元宗君） 議案第５２号、報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正

する条例について提案理由を申し上げます。 

新たに委員を追加するため、改正するものです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第５２号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５２号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５２号、報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条

例を採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５２号、報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する

条例は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議案第５３号 令和４年度与論町一般会計補正予算（第４号） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１０、議案第５３号「令和４年度与論町一般会計補正予

算（第４号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第５３号、令和４年度与論町一般会計補正予算（第４号）

について提案理由を申し上げます。 
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歳入の主なものとしまして、普通交付税３億８１５９万６０００円、障害者自立

支援給付費３５２１万２０００円などを追加しています。 

次に歳出の主なものとしまして、障害者福祉費７３８４万９０００円、介護保険

事業費４９９３万８０００円、老人福祉費１３９８万６０００円などを追加してい

ます。 

歳入歳出予算にそれぞれ２億４７３９万８０００円を追加し、一般会計予算総額

５４億６８４３万３０００円となっています。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） いくつかあるのですけど、ちょっと大きなものだけまずお聞か

せください。２８ページ、教育総務費の学校給食センター整備事業、△で今度の補

正で全額落とされていますよね。これはたしか令和４年と令和５年での工事だった

と思うのですが、これはどういうことでしょうか、説明をお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 杉田教育委員会主幹係長。 

○教育委員会主幹係長（杉田恭宣君） お答えいたします。 

当初ですね、給食センターの整備事業として令和４年度に用地購入費用を上げさ

せていただいていたのですが、昨年のうちに用地の選定委員会等も行いまして、用

地がここがいいというのが決定しまして、その用地の交渉を行っていたところ、

ちょっとそこの交渉が今難航しておりまして、最初オッケーをいただいていたので

すが、ちょっと状況が変わってきて今年度の用地購入の執行が厳しいということで、

今回の補正で一度落として、また時期が確定したら予算化をするという形で進めた

いなということで、今回落とさせていただいています。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 非常に残念な情報だと思うのですが、それは差し支えなければ

難航している理由というのは、例えば金額的なことなのか、そのほかちょっと公表

できないような我々に情報提供できないような理由なのか、そのあたりわかる範囲

で情報提供をお願いします。また、これは非常に緊急の課題ですので、重要な課題

ですので、そのあたり説明をしっかりどうなっていくのかお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 用地を売らないということではありませんので、事業認定と

いう方向でこれを進めるということになったので、今、事業認定の方の事務手続き
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に入っているので、日程どおりにいっていないということであります。 

○議長（髙田豊繁君） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後３時５８分 

再開 午後３時５８分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 当初購入予定の方で予算をたしか計上していたと思うのです

が、そのことについては事業認定の方にしていただきたいという方向になったので、

今事業認定の方への手続き進めているという段階で、一旦保留になっているという

意味です。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 全く初めて聞く話で、周りの雰囲気を見てもみんな初耳だと思

うのですが、非常にちょっとショッキングな内容だと思うのですが、これからの今

後の見通しはどうなっているのですか。またどういうふうにこの事業自体ができる

ことはできるのですか。そこの見通しをお聞かせください。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 事業認定の方で進めるという方向で今動いて、県と連絡を

取っているということです。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 当初予算５０８５万円計上して、それを丸々落としているとい

うことは、もう全く予算的にはもう今年度は予定がなくて、例えば令和５年度にな

るかもしれない、あるいはそれ以降になるかもしれないというお話ですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 今の進捗については、そこの回答を得ないとまだ返事ができ

ないところです。見通しが今のところは立っていないので、事業認定の方向で今進

めているということです。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 今の説明ではちょっと理解しがたい内容ですが、事業認定の見

込みが立っているからこそ、こういう予算計上をされているし、わざわざ今の段階

で補正で落とすというのがちょっと疑問があるのですが、そのあたり答弁がなかな

か難しいところがあるようで、よく理解できませんので、また我々議会にもわかる

ように改めて説明あるいは資料の提供をいただければと思います。以上です。 
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○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 今、沖野議員からも指摘されていたとおりなのですが、事業を

決めて予算を計上してから、また今度は事業自体の認定がどうのこうのと言われて

予算をまたまるっきりチャラにすると、こんな感じで事業計画をされるのですか、

いつも。県との手続きの問題ですか。事業を進めるに当たってのいわゆる進め方が、

これでは皆目理解できないのですが、こういうやり方が横行するのだったら、これ

は予算の意味も何もないのではないかなという気がするのですが、いかがですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 今のまた流れについては、また後ほど確認をしてから。 

○議長（髙田豊繁君） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後４時０２分 

再開 午後４時５９分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

先ほど９番、沖野一雄議員から質疑があった２８ページの款１０の目１０、学校

給食センター整備事業の予算を落とすことについての説明を求めるということでし

たので、ひとつ県とのやり取りを踏まえて、適切にわかるように説明をお願いいた

したいと思います。それでは担当の教育委員会、杉田主幹係長の方から説明をお願

いします。 

○議長（髙田豊繁君） 杉田教育委員会主幹係長。 

○教育委員会主幹係長（杉田恭宣君） お答えいたします。 

県の方に確認をしましたところ、今年度の予算がたとえなくなったとしても事業

計画自体に来年度以降に係る計画がなくなるのでなければ、事業認定の方は可能と

いうことですので、今年度事業認定に係る協議等で５か月程度通常かかるというこ

とで、その後で申請に数か月かかるという流れだということなので、今年度この用

地取得する日の購入が今年度は厳しいということで、認定を取ってからの用地の売

買契約になりますので、今年度の執行が厳しいということもあり、今年度この予算

自体を一度落とさせていただいて、県の方とは事業認定の協議の方を進めてまいり

ます。来年度の当初にまた予算を計上させていただいて、そこからこの事業認定を

いただいた上で、学校給食センターの整備事業を本格的に進めてまいりたいと考え

ています。よろしくお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） そのほか質疑ございますか。 

３番、林敏治君。 
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○３番（林 敏治君） 長々御苦労さまでございました。私は簡単に２点だけお願いい

たします。 

１７ページの保健衛生総務費、これの自治公民館墓所区画調査事業の１００万円

の詳しい事業説明をお願いします。 

それとあと１点、２５ページの港湾管理費、空港検温等業務８２万５０００円、

これの詳しい内容の説明を求めます。 

○議長（髙田豊繁君） 龍野町民生活課長。 

○町民生活課長（龍野勝志君） １７ページの自治公民館墓所区画調査事業について御

説明いたします。 

ただいま墓地基本計画策定委員会を設置しまして、共同墓地の建設の検討とそれ

から既存墓地の適正管理ということで、この２つを墓地検討委員会で検討している

ところですが、その既存墓地については空き区画が散見されたり、また手入れの行

き届いていない区画があったりという現状がありますので、自治公民館にお願いを

いたしまして各町有墓地が１１カ所ありますが、その墓地を現況調査していただく

ということで、この墓所区画調査事業補助金を計上しています。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） 裾分建設課長。 

○建設課長（裾分望嗣君） 空港検温業務に関しての御質問のお答えをいたします。 

一応、また１０月から来年度の３月までの今ヨロン島観光協会の方に委託されて

いる月額大体１３万７５００円の６か月分で８２万５０００円を、コロナ対策用の

検温業務としてまた補正を上げたところです。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） まずその墓地についてはですね、私ども委員会で調査をしてい

るところですが、これは自治公民館に１００万円支払って事業の調査をさせる。各

墓地には管理している組合があります。ですので、果たしてこの各自治公民館の館

長が調査できるのかどうか、これは今後のまた皆さんのいろいろな話し合いによっ

て決まると思いますが、その各墓地管理組合ともやはり調整を取っていただきたい

なと思いますが、いかがですか。 

○議長（髙田豊繁君） 龍野町民生活課長。 

○町民生活課長（龍野勝志君） この事業につきましては、自公連で事前に自治公民館

長さんに協力を依頼して了解を得ているところです。茶花兼久墓地については、茶

花自治公民館の方でまた墓地管理組合をかねて運営していますが、町有墓地の現況

調査をしまして、将来的にはその墓地台帳を整備したいという考えがありまして、

茶花墓地についてもそれぞれの区画に番号を振って、そこがどういう状況にあるの

かということももう一回また調査していただいて、ほかの墓地についてもそういう
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台帳整備の資料としてまいりたいというように考えています。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） 各集落ですね、墓地を管理しているのがその集落単位でやって

いるところと、それからまた各集落が入り込んで３集落入っているところもありま

す。ですから、結局その墓地管理をされている方のところも協力を依頼して、やは

り双方やったほうが、私は手っ取り早くできるのではないかと思います。果たして

公民館長が誰の墓地かそれが全くわからないところもあると思います。是非協力を

していただきたいと思って、今は質問するところであります。 

それと、先ほど空港検温のことですが、ちょっともう一回、聞き取れなかったも

のがあったもので、金額がいくらで何人だということをもう一回お願いできますか。 

○議長（髙田豊繁君） 裾分建設課長。 

○建設課長（裾分望嗣君） １０月から３月までの月額１３万７５００円の６か月分で

す。一応、与論町の方は今年度いっぱい検温業務を行うということで、ヨロン島観

光協会に委託をしてやっているのですが、また県の方もまた同じように検温業務と

して与論町に委託されているような状況です。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） １３万７５００円ということは、これは何人の１３万７５００

円ですか、１人当たり何万円なのか。それと、これは水際対策ということで大変苦

労されているとは思いますが、今後果たしてこれが必要なのかどうか。そういう検

討もされましたか。 

○議長（髙田豊繁君） 裾分建設課長。 

○建設課長（裾分望嗣君） コロナ対策室の方と一応今年度いっぱいは検温業務を行う、

水際対策を行うということで決定されていたので、そちらの方でやっています。ま

た、金額に関しては、空港もそうですけど港の方も一応観光協会に日報とかその辺

を全部出していただいて、その中での請求、大体この金額の中で観光協会の方で割

り振りをしてやっている状況です。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） 私もその港湾のことも聞きたかったのですよね。これに計上さ

れていないものだから。だから恐らくこれは港湾もですね、港も計上するべきでは

ないかなと思いながら質問したわけです。今後とも是非ひとつ検討していただいて、

頑張っていただきたいと思います。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ほかに質疑はありませんか。 

５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） ２６ページの住宅整備事業費の中の業務委託料で、住宅官民連
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携可能性調査５００万円ですか、これはどういう意味ですか。 

○議長（髙田豊繁君） 裾分建設課長。 

○建設課長（裾分望嗣君） お答えします。 

与論町では、皆さんも御承知のとおり、なかなか住むところがないというところ

で、先ほども空き家対策の方でいろいろと説明もしていたのですが、また住宅の新

規整備に係る民間活力、要はＰＰＰ、ＰＦＩの導入の可能性について調査をしよう

と思っています。いろいろ鹿児島の住宅センターとか聞いたり、やはりＰＰＰ、Ｐ

ＦＩというのは何億円規模、何十億円規模でないとできませんよというところも

あったりして、実際、ＰＰＰ、ＰＦＩのほか借上方式（ＢＴＯ）とかですね、あと

民間連携手法についても可能性を調査しようと思っています。また、本町内外の業

者を対象に参入意向のヒアリングを実施するなどし、これらの事業が従来方式と比

較してどれだけ総事業費を削減するか、要は削減率（ＶＦＭ）を算定することを予

定しています。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） ＰＦＩというのは、住宅をつくるために民間資金を利用すると

いうことの意味で私は考えているのですが、今、与論町の町営住宅の整備状況を

ばっと見た感じで、長屋風というのですか、ちょっとこう言ってはなんですが、

ちょっと時代遅れではないかなという感じがしないでもないのですよ。少子高齢化

で今の住宅需要というのが、今後いつまで続くのかということが見通せないのでは

ないかということと、それで、もう少し質の高い住宅が必要ではないか。簡単な話

が学校の教員住宅も粗悪なもので、ちょっと考える必要があるのではないかとは

思っているのですが、このどういう住宅をどのように供給すべきかということにつ

いてのたたき台というのはでき上がっているのですか。計画というのはいかがです

か。 

○議長（髙田豊繁君） 裾分建設課長。 

○建設課長（裾分望嗣君） お答えいたします。 

令和３年度に与論町住生活基本計画というのを策定いたしました。これもコロナ

禍の関係上、令和４年度の方に繰り越しをしてあります。いろいろな与論町の住宅

の基本理念、視点、基本目標の施策、あと重点施策指標とかその辺も全部勘案をし

ながら、その住生活基本計画に基づいて与論町の新しい住宅をどれぐらいつくると

か、そういうところをまた課内で揉んでそういう感じで計画をしています。 

○議長（髙田豊繁君） ほかに質疑はありませんか。 

１番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） 今のところにありました、その下ですね、空家対策事業費なの
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ですが、２６ページです。その横の１２番委託料と１３番の使用料及び賃借料なの

ですが、委託料に家屋管理システムタブレット導入とあります。その下の賃借料に

も、家屋管理システムタブレットとあるのですが、これについての説明をお願いし

ます。 

○議長（髙田豊繁君） 裾分建設課長。 

○建設課長（裾分望嗣君） お答えいたします。 

まず委託料に関しては、実際、国土情報開発さんの土地の管理の方のシステムを

今入れていただいています。またその中の方に、また空き家情報もせっかく昨年度

空き家の調査をしていただいたので、それをシステムの中に組み込んでいくという

のが委託料ですね。今度また賃借料の家屋管理システムタブレットというのは、実

際現場にタブレットを持っていって、現場の情報をいち早く自分のタブレットの中

に入力をして、またそのまま持って帰ってきてそのシステム上の方に落とせば、そ

のまま反映されるというシステムです。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） わかりました。それでは、そのときに見た空き家の見取り図と

か間取り、そういったものは、また町のホームページとかにアップするということ

はあるのですか。 

○議長（髙田豊繁君） 裾分建設課長。 

○建設課長（裾分望嗣君） その公表までは、結局家屋の持ち主の了承とかをまだ得ら

れていないので、その辺の了承が得られたらまたアップしていけないかなと、取り

あえずは今与論町の調査段階です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） わかりました。先ほどから住宅不足の解消について思っていま

したので、できればアップできるやつは町内の空き家バンクにアップして、島民に

見られるようにしていただきたいと思います。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第５３号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５３号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５３号、令和４年度与論町一般会計補正予算（第４号）を採決

します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５３号、令和４年度与論町一般会計補正予算（第４号）は、

原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第５４号 令和４年度与論町国民健康保険特別会計補正予算（第２

号） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１１、議案第５４号「令和４年度与論町国民健康保険特

別会計補正予算（第２号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第５４号、令和４年度与論町国民健康保険特別会計補正予

算（第２号）について提案理由を申し上げます。 

歳入の補正としまして、県支出金県補助金９１３０万６０００円、繰入金一般会

計繰入金１４０万円を追加しています。 

歳出の補正としまして、総務費総務管理費１６万５０００円、保険給付費療養諸

費７２４４万３０００円、保険給付費高額療養費１７９９万６０００円、保険給付

費出産育児諸費２１０万２０００円を追加しています。 

歳入歳出にそれぞれ９２７０万６０００円を追加し、国民健康保険特別会計予算

総額７億６８７７万８０００円となっています。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） ７ページの出産育児一時金が２１０万円の増額になっていまし

たけど、この理由の説明をお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 林健康長寿課長。 

○健康長寿課長（林 末美君） すみません、ちょっとこちらの方は自分の確認不足で



 

（89） 

す。改めて御説明させていただきます。 

○５番（喜山康三君） はい、了解。 

○議長（髙田豊繁君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第５４号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５４号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５４号、令和４年度与論町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５４号、令和４年度与論町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議案第５５号 令和４年度与論町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１２、議案第５５号「令和４年度与論町介護保険特別会

計補正予算（第１号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第５５号、令和４年度与論町介護保険特別会計補正予算

（第１号）について提案理由を申し上げます。 

歳入の補正としまして、国庫補助金８万８０００円、繰越金６０６２万２０００

円を追加し、介護保険料５９９１万８０００円を減額計上しています。 

歳出の補正としまして、総務管理費８万８０００円、地域支援事業費介護予防・

生活支援サービス事業費３万４０００円、一般介護予防事業費７,０００円、包括
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的支援事業・任意事業費６６万３０００円を追加しています。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７９万２０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ６億９５７２万８０００円となっています。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第５５号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５５号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５５号、令和４年度与論町介護保険特別会計補正予算（第１号）

を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５５号、令和４年度与論町介護保険特別会計補正予算（第１

号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 議案第５６号 令和４年度与論町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１３、議案第５６号「令和４年度与論町後期高齢者医療

特別会計補正予算（第２号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第５６号、令和４年度与論町後期高齢者医療特別会計補正
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予算（第２号）ついて提案理由を申し上げます。 

歳入の補正としまして、繰越金４９万円、預金利子１,０００円、雑入８,０００

円を追加し、後期高齢者医療保険料４３万２０００円、一般会計繰入金５１万円を

減額計上しています。 

歳出の補正としまして、総務費一般管理費８,０００円、保健事業費７万３００

０円を追加し、後期高齢者医療広域連合納付金５２万４０００円を減額計上してい

ます。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４４万３０００円を減額し、歳入歳出予

算の総額は歳入歳出それぞれ８０２９万５０００円となっています。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第５６号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５６号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５６号、令和４年度与論町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５６号、令和４年度与論町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１４ 議案第５７号 令和３年度与論町水道事業会計未処分利益剰余金の処分
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について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１４、議案第５７号「令和３年度与論町水道事業会計未

処分利益剰余金の処分について」を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第５７号、令和３年度与論町水道事業会計未処分利益剰余

金の処分について提案理由を申し上げます。 

地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３２条第２項の規定による未処

分利益剰余金の処分です。 

御審議の上、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第５７号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５７号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５７号、令和３年度与論町水道事業会計未処分利益剰余金の処

分についてを採決します。 

お諮りします。本件は、可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５７号、令和３年度与論町水道事業会計未処分利益剰余金の

処分については、可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１５ 議案第５８号 令和４年度奄美群島成長戦略推進交付金事業敷料生産強
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化事業備品購入（自走式木材破砕機ＭＣ－２０００）に

係る物品売買契約の締結について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１５、議案第５８号「令和４年度奄美群島成長戦略推進

交付金事業敷料生産強化事業備品購入（自走式木材破砕機ＭＣ－２０００）に係る

物品売買契約の締結について」を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第５８号、令和４年度奄美群島成長戦略推進交付金事業敷

料生産強化事業備品購入（自走式木材破砕機ＭＣ－２０００）に係る物品売買契約

の締結について提案理由を申し上げます。 

令和４年度奄美群島成長戦略推進交付金事業敷料生産強化事業備品購入（自走式

木材破砕機ＭＣ－２０００）について、指名競争入札執行の結果、有限会社協和自

動車整備工場、代表取締役南豊治と物品売買契約を締結したいので、議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年与論町条例第１８

号）第３条の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 目的はいわゆる敷料化ということですので、堆肥センターで使

うためのものと理解しているのですが、それでよろしいでしょうかということとで

すね、これは破砕したときに破砕くずの大きさ、そしてその破砕する材質によって

どういう形になるかということは、そういう資料というのは手元にとってこの機種

の選定はされているのか。そもそもその機種の選定理由、この機種を入れた理由に

ついて説明をお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業課長。 

○産業課長（山下秀光君） この破砕機の破砕した部分に関しては、基本的には畜産農

家、園芸農家、それぞれの使う用途によって生産農家の方に配布する予定です。現

在、ラブセンターということで既存の機械がございますが、そちらの機能向上とあ

わせて導入するものです。破砕の大きさについては、スクリーンが５０ミリという

ことになっています。それで機種選定につきましては、担当者が北海道に昨年機種

がいろいろあるということで木材店に調査をしに行きまして、あと沖縄でも同様に

やっておりまして、沖縄にも視察をしに行って、その結果、本町においても建設業



 

（94） 

者がこれと似ているＭＣ－１５００、これよりワンランクちょっと下がるものです

が、それを見ていただいて実際にこのような形でするということで畜産農家、子牛

農家を集めて、このような形になりますということで実際使われるかということを

検討した結果、こういった機種の選定に至ったところです。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） これを使うのは畜産農家だから、畜産農家ときちんとコンタク

トをとって機械導入をされているということで安心しています。ネットで見たらＭ

Ｃ－３００とか２５００とかいろいろ種類がありますが、この機種が妥当だという

ことで導入されたと思いますが、次の議案第５９号にもあるようにですね、こうい

う機器を導入した後のいわゆる管理のあり方ですよ、これの車庫とかはあるのです

か。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業課長。 

○産業課長（山下秀光君） 今のところ、堆肥センターの一角を借りて、そこで保管す

る予定としています。 

○議長（髙田豊繁君） ほかに質疑はありませんか。 

９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 今回、この関係、３つの大きな契約がありますが、ちょっと全

体的にこのいい備品を購入されるようで、私もちょっと喜んでいるですが、実際に

その畜産農家だけではなくて園芸農家の皆さんにも供給できるようにされるかと思

うのですが、そのニーズに対して農家の皆さんが求める敷料として、あるいは畑に

入れるということで堆肥と混ぜたりして使うこともあるかと思いますが、そういっ

た全体のニーズの量に対して、どの程度供給できるのか、要するに需要と供給の関

係ですね。大体でよろしいのですけど、細かい数字は求めませんが、おおむねニー

ズがどのくらいあって、例えば年間何トンぐらいニーズがあって、それに対して７

割ぐらいカバーできますとか、そういった調査はされていらっしゃるのかというこ

とが１点。それから、その料金体系はどうなっていくのか、供給する、欲しがる方

に例えばキロいくらだとか、あるいはトンいくらだとかというふうに、どのような

形の料金体系になっているのか、されるのか、そのあたり２点お聞きしたいと思い

ます。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業課長。 

○産業課長（山下秀光君） お答えいたします。 

ニーズにつきましては、令和３年度の敷料のところでしますと、約１０４件の方

が使われまして、５９０立米がされています。一応、１０４件のうちほとんど９２

件が畜産農家で、あとは花農家とかであったり生ごみとか野菜類、そういった農家
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さんが使われているようです。量としましては、令和３年度実績としますと大体軽

トラで日量１０台から１５台持ち込まれているということで、こちらも計ってはお

りませんが、大体１台当たり１００キロと計算しまして、大体４５０キロぐらいが

運ばれています。これはあくまでもラブセンターのみです。それを計算しまして、

一応続きますけど、このＭＣ－２０００につきましては、１時間当たり１０立米か

ら１５立米破砕するということで、結構な処理能力があるということです。これら

も今後また細かい計算とか出ているところなのですが、トータルすれば、現在の６

倍ほどの処理能力が出てくるということで、今相当の畜産農家の方々を待たせてい

ますので、あと建設課との方で処理している部分とか、あとは県の方の道路管理か

ら出てくるものとか、そういったものを集めれば結構な量が出てくると思いますの

で、今、待っている農家さんに対しては対応できるのではないかなというように考

えているところです。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 少しわかりにくい部分はあったのですが、要は、しっかりいい

機械を入れるからには、それがフル稼働に近い形で稼働していただいて、それが農

家にいい敷料として、あるいはその他園芸農家とか花き農家にしっかり利用してい

ただくように供給することが大事ですので、そのためには原料の確保、要は畑のシ

イバタにあるいろいろな大きめのギシキであるとか、雑草はちょっとあれですけど、

そういったこの対象になるような木材ももちろんですね、木であるとかそういった

ものをしっかり持ち込んでもらうように、島内でしっかりＰＲをしていくというこ

とが非常に大事だと思うのですよね。どういったのを持ち込んでくださいと、また

持ち込みはタダですとか、そういったしっかりとしたＰＲが大事だと思うのですが、

例えばそれをそのままヒブラの中に捨てたり、そういうことがないように、しっか

りセンターの中に持ち込んでいただくというようなＰＲが必要だと思うのです。そ

のＰＲをしっかりやっていただきたいということで、その確認だけさせてください。

課長、しっかりＰＲをお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業課長。 

○産業課長（山下秀光君） 持ち込みに関しましては、パンフレット等とかでＰＲもか

ねているところですが、やはり中には毒性の強いキョウチクトウとか、あとはカズ

ラとか毒性のあるものがございますので、そういったものは持ち込まないというこ

とでお願いしながら、今後も施設ができればこういった施設もできますので、資源

循環型という観点からもこの施設の有効利用を図ってまいりたいと思っています。

以上です。 

○９番（沖野一雄君） よろしくお願いします。以上です。 
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○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 先ほどの破砕したときの大きさが、５０ミリということは５セ

ンチですよね。結局５センチ角ということの可能性があるということで理解してよ

ろしいでしょうか。この場合は、結局５センチといったら結構大きくて、畜舎に入

れるにしては牛の方にさまざまな影響は出ないかなという懸念はするのですが、こ

れをもっと細かく粉砕した形の段取りも必要ではないかと思うのですが、その点は

いかがですか。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業課長。 

○産業課長（山下秀光君） お答えいたします。 

ただいまのＭＣ－２０００につきましては、スクリーンの大きさが５０ミリとい

うことで、５センチ角ということでなくて方式がハンマー方式ということで砕いて、

そのスクリーンから抜けていくのがそういったもので、御承知のとおり、大きいの

も抜けていきます。実際、現在使っているものに対しても大きいのも結構抜けて

いって、それをまたもう一回、機械が一種類しかないものですから二度がけという

ことでやって、今畜産農家の方にも使ってもらっていますが、やはり御指摘のとお

り大きいものも畜産農家の方が使いづらいということがありますので、次の議案第

５９号で出てきます機種が２５ミリということで、先ほどから申し上げましたとお

り、使う用途によって今５０ミリのスクリーン、これの次に出てきます機械でワン

ランク落として２５ミリ、それから落ちた分に関してはまた使いづらい農家さんに

つきましては、現在使っているラブセンターのすり潰している、粉状態とまではい

きませんが、そういったタイプでさまざまな用途に応じて今３種類の機械のフル活

動とか有効利用を検討しているところです。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 今、大事なところを気をつけていらっしゃるなと思っているの

ですが、やはりこういうものは粉砕して細かくすることによって、肥料にしただけ

でも発酵がもっと進みやすいということはもう当然のことで、是非できればもっと

粉状と言ったら語弊があるかもしれませんが、そのくらいまでにしたらかなりいろ

いろな意味での用途が広がるのではないかと、そういう感じがしましたので一応お

尋ねしたわけです。是非、次の議案第５９号にもまた出てくるということですが、

一応そういうことですので理解しました。できればもうちょっと粉砕を細かくする

ことも検討する必要はあるのではないかなという気がします。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第５８号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 
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御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５８号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５８号、令和４年度奄美群島成長戦略推進交付金事業敷料生産

強化事業備品購入（自走式木材破砕機ＭＣ－２０００）に係る物品売買契約の締結

についてを採決します。 

お諮りします。本件は、可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５８号、令和４年度奄美群島成長戦略推進交付金事業敷料生

産強化事業備品購入（自走式木材破砕機ＭＣ－２０００）に係る物品売買契約の締

結については、可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１６ 議案第５９号 令和４年度奄美群島成長戦略推進交付金事業敷料生産強

化事業備品購入（自走式木材破砕機ＢＲ８０Ｔ－１）に

係る物品売買契約の締結について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１６、議案第５９号「令和４年度奄美群島成長戦略推進

交付金事業敷料生産強化事業備品購入（自走式木材破砕機ＢＲ８０Ｔ－１）に係る

物品売買契約の締結について」を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第５９号、令和４年度奄美群島成長戦略推進交付金事業敷

料生産強化事業備品購入（自走式木材破砕機ＢＲ８０Ｔ－１）に係る物品売買契約

の締結について提案理由を申し上げます。 

令和４年度奄美群島成長戦略推進交付金事業敷料生産強化事業備品購入（自走式

木材破砕機ＢＲ８０Ｔ－１）について、指名競争入札執行の結果、ハニーオート、

代表竹村哲也と物品売買契約を締結したいので、議会の議決に付すべき契約及び財

産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年与論町条例第１８号）第３条の規定に

基づき、議会の議決を求めるものであります。 
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御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第５９号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５９号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５９号、令和４年度奄美群島成長戦略推進交付金事業敷料生産

強化事業備品購入（自走式木材破砕機ＢＲ８０Ｔ－１）に係る物品売買契約の締結

についてを採決します。 

お諮りします。本件は、可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５９号、令和４年度奄美群島成長戦略推進交付金事業敷料生

産強化事業備品購入（自走式木材破砕機ＢＲ８０Ｔ－１）に係る物品売買契約の締

結については、可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１７ 議案第６０号 令和４年度奄美群島成長戦略推進交付金事業敷料生産強

化事業備品購入（バックホー一式）に係る物品売買契約

の締結について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１７、議案第６０号「令和４年度奄美群島成長戦略推進

交付金事業敷料生産強化事業備品購入（バックホー一式）に係る物品売買契約の締

結について」を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

町長。 
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○町長（山 元宗君） 議案第６０号、令和４年度奄美群島成長戦略推進交付金事業敷

料生産強化事業備品購入（バックホー一式）に係る物品売買契約の締結について提

案理由を申し上げます。 

令和４年度奄美群島成長戦略推進交付金事業敷料生産強化事業備品購入（バック

ホー一式）について、指名競争入札執行の結果、株式会社浦口建設、代表取締役浦

口昭和と物品売買契約を締結したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例（昭和３９年与論町条例第１８号）第３条の規定に基づき、

議会の議決を求めるものであります。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第６０号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６０号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第６０号、令和４年度奄美群島成長戦略推進交付金事業敷料生産

強化事業備品購入（バックホー一式）に係る物品売買契約の締結についてを採決し

ます。 

お諮りします。本件は、可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６０号、令和４年度奄美群島成長戦略推進交付金事業敷料生

産強化事業備品購入（バックホー一式）に係る物品売買契約の締結については、可

決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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日程第１８ 認定第１号 令和３年度与論町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第１９ 認定第２号 令和３年度与論町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入

歳出決算認定について 

日程第２０ 認定第３号 令和３年度与論町と畜場特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

日程第２１ 認定第４号 令和３年度与論町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程第２２ 認定第５号 令和３年度与論町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

日程第２３ 認定第６号 令和３年度与論町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定について 

日程第２４ 認定第７号 令和３年度与論町水道事業会計収入支出決算認定について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１８から日程第２４までの議案については、委員会付託

の予定ですので、提案理由の説明の後、総括的・大綱的な質疑にとどめます。 

日程第１８、認定第１号「令和３年度与論町一般会計歳入歳出決算認定について」

を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 認定第１号、令和３年度与論町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて提案理由を申し上げます。 

本案につきましては、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項

の規定により、令和３年度の決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付す

るものであります。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

日程第１９、認定第２号「令和３年度与論町国民健康保険特別会計（事業勘定）

歳入歳出決算認定について」を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 認定第２号、令和３年度与論町国民健康保険特別会計（事業勘
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定）歳入歳出決算認定について提案理由を申し上げます。 

本案につきましては、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項

の規定により、令和３年度の決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付す

るものであります。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

日程第２０、認定第３号「令和３年度与論町と畜場特別会計歳入歳出決算認定に

ついて」を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 認定第３号、令和３年度与論町と畜場特別会計歳入歳出決算認

定について提案理由を申し上げます。 

本案につきましては、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項

の規定により、令和３年度の決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付す

るものであります。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

日程第２１、認定第４号「令和３年度与論町農業集落排水事業特別会計歳入歳出

決算認定について」を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 認定第４号、令和３年度与論町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算認定について提案理由を申し上げます。 

本案につきましては、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項

の規定により、令和３年度の決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付す

るものであります。 
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御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

日程第２２、認定第５号「令和３年度与論町介護保険特別会計歳入歳出決算認定

について」を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 認定第５号、令和３年度与論町介護保険特別会計歳入歳出決算

認定について提案理由を申し上げます。 

本案につきましては、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項

の規定により、令和３年度の決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付す

るものであります。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

日程第２３、認定第６号「令和３年度与論町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定について」を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 認定第６号、令和３年度与論町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算認定について提案理由を申し上げます。 

本案につきましては、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項

の規定により、令和３年度の決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付す

るものであります。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

日程第２４、認定第７号「令和３年度与論町水道事業会計収入支出決算認定につ

いて」を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 認定第７号、令和３年度与論町水道事業会計収入支出決算認定

について提案理由を申し上げます。 

本案につきましては、地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第

４項の規定により、令和３年度の決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に

付するものであります。 

御審議の上、認定していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２５ 特別委員会設置及び委員の選任について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第２５、特別委員会設置及び委員の選任についてを議題と

します。 

お諮りします。認定第１号から認定第７号については、南有隆君、原栄徳君、林

敏治君、林隆壽君、喜山康三君、福地元一郎君、大田英勝君、野口靖夫君の８人の

委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することにした

いと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第１号から認定第７号については、南有隆君、原栄徳君、林敏

治君、林隆壽君、喜山康三君、福地元一郎君、大田英勝君、野口靖夫君の８人の委

員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定し

ました。 

これから委員長及び副委員長を互選していただきます。 

暫時休憩します。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後６時０２分 

再開 午後６時０２分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

特別委員会の委員長及び副委員長が、次のとおり決定した旨通知を受けましたの

でお知らせいたします。 

委員長に林隆壽君、副委員長に野口靖夫君、以上のとおりですので報告を終わり

ます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 以上で、本日の日程は、全部終了しました。 

次は、９月１３日火曜日、本会議でありますが、日程の都合により、特に午後３

時に繰り下げて開くことにいたします。 

定刻までに御参集をお願いいたします。 

本日は、これで散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後６時０５分 
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令和４年第３回与論町議会定例会会議録 

令和４年９月１３日（火曜日）午後２時５３分開議 

 

１ 議事日程（第２号） 

  開議の宣告 

第１ 認定第 １号 令和３年度与論町一般会計歳入歳出決算認定について 

第２ 認定第 ２号 令和３年度与論町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳

出決算認定について 

第３ 認定第 ３号 令和３年度与論町と畜場特別会計歳入歳出決算認定について 

第４ 認定第 ４号 令和３年度与論町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

第５ 認定第 ５号 令和３年度与論町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

第６ 認定第 ６号 令和３年度与論町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

について 

第７ 認定第 ７号 令和３年度与論町水道事業会計収入支出決算認定について 

第８ 沖永良部与論地区広域事務組合議会議員の選挙 

第９ 議案第６１号 姉妹都市盟約の締結について 

第10 同意第 １号 与論町監査委員の選任について（福地元一郎） 

第11 同意第 ２号 与論町教育委員会委員の任命について（中山 隆） 

第12 議員派遣の件 

第13 閉会中の継続審査・調査について 

総務厚生文教常任委員会、環境経済建設常任委員会、広報常任委員会、議会

運営委員会、港湾・空港整備促進特別委員会、共同納骨堂建設促進特別委員

会 

 

２ 出席議員（１０人） 

  １番 南   有 隆 君      ２番 原   栄 徳 君 

  ３番 林   敏 治 君      ４番 林   隆 壽 君 

  ５番 喜 山 康 三 君      ６番 福 地 元一郎 君 

  ７番 大 田 英 勝 君      ８番 野 口 靖 夫 君 

  ９番 沖 野 一 雄 君     １０番 髙 田 豊 繁 君 

 

３ 欠席議員（０人）      欠員（０人） 
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４ 地方自治法第１２１条による出席者（１６人） 

町    長 山   元 宗 君  副 町 長 久 留 満 博 君 

教 育 長 町 岡 光 弘 君  総務企画課長 町 本 和 義 君 

税 務 課 長 久 野 泰 司 君  町民生活課長 龍 野 勝 志 君 

健康長寿課長 林   末 美 君  産 業 課 長 山 下 秀 光 君 

耕 地 課 長 竹 村 栄 作 君  商工観光課長 松 村 靖 志 君 

建 設 課 長 裾 分 望 嗣 君  教育委員会事務局長 川 上 嘉 久 君 

環 境 課 長 大 馬 福 徳 君  水 道 課 長 仁 禮 和 男 君 

与論こども園長 富士川 智恵美 君  茶花こども園長 富   千加代 君 

 

５ 議会事務局職員出席者（２人） 

事 務 局 長 町   健司郎 君  書    記 池 田 レ ミ 君 
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開議 午後２時５３分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） これから、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 認定第１号 令和３年度与論町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第２ 認定第２号 令和３年度与論町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳

出決算認定について 

日程第３ 認定第３号 令和３年度与論町と畜場特別会計歳入歳出決算認定について 

日程第４ 認定第４号 令和３年度与論町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

日程第５ 認定第５号 令和３年度与論町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

日程第６ 認定第６号 令和３年度与論町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第７ 認定第７号 令和３年度与論町水道事業会計収入支出決算認定について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１、認定第１号「令和３年度与論町一般会計歳入歳出決

算認定について」から日程第７、認定第７号「令和３年度与論町水道事業会計収入

支出決算認定について」までの７件を一括議題とします。 

決算審査特別委員会の審査の結果は、お手元に配りました委員会審査報告書のと

おりです。 

これから、認定第１号について討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、認定第１号、令和３年度与論町一般会計歳入歳出決算認定についてを

採決します。 

この採決は、起立によって行います。 

この決算に対する委員長の報告は、「認定」とするものです。 

認定第１号、令和３年度与論町一般会計歳入歳出決算認定については、委員長の

報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（髙田豊繁君） 起立多数です。 

したがって、令和３年度与論町一般会計歳入歳出決算については、認定すること

に決定しました。 

次に、認定第２号について討論を行います。討論はありませんか。 



 

（109） 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、認定第２号、令和３年度与論町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳

入歳出決算認定についてを採決します。 

この決算に対する委員長の報告は、「認定」とするものです。 

お諮りします。認定第２号は、委員長の報告のとおり、認定することに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、令和３年度与論町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算

については、認定することに決定しました。 

次に、認定第３号について討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、認定第３号、令和３年度与論町と畜場特別会計歳入歳出決算認定につ

いてを採決します。 

この決算に対する委員長の報告は、「認定」とするものです。 

お諮りします。認定第３号は、委員長の報告のとおり、認定することに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、令和３年度与論町と畜場特別会計歳入歳出決算については、認定す

ることに決定しました。 

次に、認定第４号について討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、認定第４号、令和３年度与論町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決

算認定についてを採決します。 

この決算に対する委員長の報告は、「認定」とするものです。 

お諮りします。認定第４号は、委員長の報告のとおり、認定することに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、令和３年度与論町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算について
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は、認定することに決定しました。 

次に、認定第５号について討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、認定第５号、令和３年度与論町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついてを採決します。 

この決算に対する委員長の報告は、「認定」とするものです。 

お諮りします。認定第５号は、委員長の報告のとおり、認定することに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、令和３年度与論町介護保険特別会計歳入歳出決算については、認定

することに決定しました。 

次に、認定第６号について討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、認定第６号、令和３年度与論町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定についてを採決します。 

この決算に対する委員長の報告は、「認定」とするものです。 

お諮りします。認定第６号は、委員長の報告のとおり、認定することに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、令和３年度与論町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算については、

認定することに決定しました。 

次に、認定第７号について討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、認定第７号、令和３年度与論町水道事業会計収入支出決算認定につい

てを採決します。 

この決算に対する委員長の報告は、「認定」とするものです。 

お諮りします。認定第７号は、委員長の報告のとおり、認定することに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 



 

（111） 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、令和３年度与論町水道事業会計収入支出決算については、認定する

ことに決定しました。 

ここで、決算審査特別委員長の発言を許します。 

４番、林隆壽君。 

○４番（林 隆壽君） 決算審査の結果、次のことを意見として集約しましたので、議

長から執行機関の長に申し入れてくださるようお願いします。 

意見１ ふるさと納税については、寄附金や返礼品など細やかな分析が必要である。

今後の特産品開発や販路拡大など、また地域おこしへの足がかりとなる多く

の情報が得られるものと考えられ、それらを生かして地域産業の活性化に取

り組むこと。 

２ 税金の徴収率が下がっていくことがないよう、徴収員の配置や週報・立て

看板などを活用し、徴収率や納税意識の向上に努めること。税は公平公正で

なければならないので、不納欠損時効にならないよう気をつけること。一人

一人の滞納者の実情を把握し、十分に気をつけて業務を進めること。 

３ 業務量や人員確保、待遇改善など、各課においてさまざまな問題がある。

問題を放置するのではなく、一つ一つの課題を解決するための取り組みが必

要であり、役場全員で働き方や働きやすい職場環境づくりへの改善に努める

こと。 

４ 野良猫の糞害問題が多く発生している。対策が必要と考えられる。農業用

廃ビニールの処理など、現在島外に処理を依頼しているごみの処分について、

今後処理受け入れについて事情が変化することが考えられるものは、関係各

課が連携し、急な変化に対し備えが必要であることから、本町内での処理も

含めて検討すること。 

５ 与論高校存続のため、留学制度の充実が必要である。今後留学者の確保の

ためには、特色のある教育が必要と考えられる。そのため、中高一貫教育に

おいては、相互乗り入れ授業を活発に行うことや特色のある海洋教育の充実

を図っていくことが必要である。さらに、住環境の整備なども検討し、関係

各署と調整していくことが必要と考えられる。給食センターの建設方法につ

いては、民間活力の利用などあらゆる選択肢を検討して進めてもらいたい。 

６ 浚渫した砂の海浜投入時は異物が混入し、ケガすることがないよう注意を

すること。公営住宅居住者への住居周りの環境整備については、除草作業の

啓発やプライバシーへの配慮について留意していただきたい。空港・港湾に

おける検温業務委託への指導監督が必要である。道路工事等は緊急性や交通
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量の多い箇所から取り組み、交通事情等を考慮し、極力短期間で済むように

配慮すること。 

７ 牛糞尿の堆肥処理については、ＹＭ菌が本町では最も有効と思われる。関

係各課で連携し、早急な取り組みが必要であり、準備を進めること。漁業に

おいては、離島漁業再生支援交付金等を活用し、有効な種苗放流に取り組ん

でもらいたい。 

８ 農道やほ場整備におけるのり面の整備について、簡単に崩壊がないよう施

工に注意し、地権者や地域の要求に応える努力をすること。 

９ デジタルマーケティングの更なる活用を進め、また持続可能な観光地とし

ての方向性、取り組みを考えるとともに、地域における問題点、宿泊業者や

観光関連事業者の意見を拾い上げ、新たな対策・支援策を進めていただきた

い。観光地としてのマネジメント、社会経済的な持続可能性、文化面からの

持続可能性、観光地化の持続可能性について総体的に推し進め、観光事業全

体が上向きになるように努力すること。委託する事業の契約は、分散できる

ものは分けて、委託した事業については管理監督を徹底して進めてもらいた

い。 

１０ 水道事業は緊急性の高い職場であるから、時間外勤務手当については適切

な対応を図ることが必要である。水道料徴収については滞納金が発生しない

努力をすること。淡水化プラントの老朽化に伴う更新計画について、手遅れ

とならないよう計画を進めること。 

以上、意見申し入れます。 

○議長（髙田豊繁君） ただいま決算審査特別委員長から申し入れのあった決算審査特

別委員会の委員会審査報告書に付されている意見は、本議会の意見として執行機関

の長に申し入れることにしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、決算審査特別委員会の委員会審査報告書に付されている意見は、本

議会の意見として、執行機関の長に申し入れることを決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 沖永良部与論地区広域事務組合議会議員の選挙 

○議長（髙田豊繁君） 日程第８、１名欠員の生じた沖永良部与論地区広域事務組合議

会議員の選挙を議題とします。 

お諮りします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定に
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よって、指名推選にしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、選挙の方法は、指名推選で行うことに決定しました。 

お諮りします。指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議長が指名することに決定しました。 

沖永良部与論地区広域事務組合議会議員に、沖野一雄君を指名します。 

お諮りします。ただいま議長が指名しました沖野一雄君を、沖永良部与論地区広

域事務組合議会議員の当選人と定めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、ただいま指名しました沖野一雄君が沖永良部与論地区広域事務組合

議会議員に当選されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 議案第６１号 姉妹都市盟約の締結について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第９、議案第６１号「姉妹都市盟約の締結について」を議

題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第６１号、姉妹都市盟約の締結について提案理由を申し上

げます。 

国頭村と与論町は、産業、文化、教育などあらゆる面で友好と親善の絆を深め、

両町村の更なる繁栄と発展に資するため、姉妹都市盟約を締結しようとするもので

あり、盟約締結に当たり議会にお諮りするものです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 基本的な事項だけ１点確認させてください。国頭村はやはり議



 

（114） 

会にかけて、この全くの同一内容、同一文言で議決されると思うのですが、そこを

ちょっと確認させてください。 

○議長（髙田豊繁君） 町本総務企画課長。 

○総務企画課長（町本和義君） お答えいたします。 

おっしゃるとおり、今、国頭村とまさに姉妹都市盟約の締結をするということで、

これまで準備を進めてまいりました。おっしゃるとおり、同じこの内容で両町村こ

れからの発展、絆を深めまして、交流事業を進めていこうということで、この内容

で進めています。是非とも御同意をいただきたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第６１号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６１号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第６１号、姉妹都市盟約の締結についてを採決します。 

お諮りします。本件は可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６１号、姉妹都市盟約の締結については可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 同意第１号 与論町監査委員の選任について（福地元一郎） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１０、同意第１号「与論町監査委員の選任について」同

意を求める件を議題とします。 

地方自治法第１１７条の規定によって、福地元一郎君の退場を求めます。 

（福地元一郎君退場） 

○議長（髙田豊繁君） 本件について提出者の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 同意第１号、与論町監査委員の選任について提案理由を申し上

げます。 
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地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９６条第１項の規定により、与論町

大字茶花２８４番地、福地元一郎氏を選任したいので、議会の同意を求めるもので

す。 

御審議され、同意していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明としま

す。 

○議長（髙田豊繁君） 提出者の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。同意第１号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員会

付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、同意第１号については、委員会付託を省略することに決定しました。 

これから、同意第１号、与論町監査委員の選任について同意を求める件を採決し

ます。 

お諮りします。本件は、これに同意することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、同意第１号、与論町監査委員の選任について同意を求める件は、同

意することに決定しました。 

（福地元一郎君入場） 

－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 同意第２号 与論町教育委員会委員の任命について（中山 隆） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１１、同意第２号「与論町教育委員会委員の任命につい

て」同意を求める件を議題とします。 

本件について提出者の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 同意第２号、与論町教育委員会委員の任命について、提案理由

を申し上げます。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条の規定により、与論町大字麦屋

３１１９番地６、中山隆氏を任命したいので、議会の同意を求めるものです。 

御審議され、同意していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた
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します。 

○議長（髙田豊繁君） 提出者の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。同意第２号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員会

付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、同意第２号については、委員会付託を省略することに決定しました。 

これから、同意第２号、与論町教育委員会委員の任命について同意を求める件を

採決します。 

お諮りします。本件は、これに同意することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、同意第２号、与論町教育委員会委員の任命について同意を求める件

は、同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議員派遣の件 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１２、議員派遣の件を議題とします。 

お諮りします。議員派遣の件については、お手元に配りましたとおり、派遣する

ことにしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議員派遣の件は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定し

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 閉会中の継続審査・調査について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１３、閉会中の継続審査・調査についてを議題とします。 

総務厚生文教常任委員会・環境経済建設常任委員会・広報常任委員会、議会運営

委員会、港湾・空港整備促進特別委員会・共同納骨堂建設促進特別委員会の各委員

長から、お手元に配りました申出書のとおり、閉会中の継続審査・調査の申出があ



 

（117） 

ります。 

お諮りします。各委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査・調査とすること

に御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、各委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査・調査とすることに

決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） これで、本日の日程は、全部終了しました。 

会議を閉じます。 

令和４年第３回与論町議会定例会を閉会いたします。 

ありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午後３時２７分 
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